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面積…26.44k㎡

人口…118,355人（前月比-101）

　男…  56,676人

　女…  61,679人

世帯…  48,688　　

　（平成22年12月31日現在）
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カメラ付き携帯電話のバーコードリーダで
左のQRコードを読み取ってください。「モ
バイルシティはびきの」をご覧いただけま
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商標です）。

も く じ

市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。

小・中学校合わせて、14校の耐震補強工事な
どを実施しました。

今月の表紙

  2　耐震補強工事ほか 
  3　財政健全化計画 
  4　所得税の申告 
  5　市・府民税の申告ほか 
  6　はびきの健康フォーラム・第13回畑田塾
  7　公開シンポジウム・市民フェスティバル募集
  8　石川クリーン作戦・水道・生活排水・地デジ 
  9　温室効果ガス排出状況 
10　保険年金課から 
11　高年介護課から 
12　青少年児童センター・サラダボール 
13　図書館だより・白鳥児童館 
14　国民年金・かかりつけ健康メール・東洋医療
15　市民大学（前期学生募集！）
18　子育て支援センター 
20　健康ファミリー 
22　街かどから 
24　LICはびきの 
25　制度・お知らせ・スポーツ 
36　相談窓口 
37　市民のページ・風流韻事 
38　社協・警察 

小学校11校・中学校3校小学校11校・中学校3校

◆�西浦地区新町町会から、大雨
の際に道路が冠水するため
道路排水対策をして欲しい
との要望があり、平成22年
度西浦59号線道路改良工事
として、市内業者による請
負工事で施工したものです。

工事延長L=75.0ｍ　
排水施設Φ300㎜重圧管

　児童・生徒そして市民の皆様の安全、安心を最優先と考え、
学校教育施設の耐震化に取り組んでいます。

～経過について～　
　羽曳野市では、平成18年度から災害発生時に市民の皆様の避難場所ともな
る体育館を優先して耐震化に取り組み、21年度までに小学校6校と中学校2
校で、合計8体育館の耐震化工事を完了しました。（当時の国の補助制度では
市の財政負担が膨大であったため、耐震化のスピードを速めることはできませ
んでした。）
　そのような中、耐震化事業の実施に有利
な国の21年度補正予算が示されたため、耐
震2次診断中であったすべての校舎の耐震
化工事の実施を決定し、今年度に11小学
校と3中学校で、合計29棟の工事を実施
しています。また、合わせて外壁塗装やト
イレ改修、屋上防水などの改修工事も実施
しています。さらに耐震化事業については、
今後も積極的に取り組んでまいります。

～費用について～　
　今回の耐震化事業にかかる経費は、耐震診
断費、実施設計費、工事費などの合計は約44
億円で、その内、実質的な市の財政負担は、
10％～15％程度となる見込みです。工事が
すべて完了する平成22年度末の小中学校の
耐震化率は67.3％となり、平成22年 5月 1
日現在の41.5％に比べて約26％上昇する予
定です。

　耐震化工事を行なった小・中学校の中には、通常見られない大型車
両や重機が使用されたため、図画工作の授業で児童が写生を行ない、
その大きさを体感したり、また、工事完了後の安全で美しくなった校
舎を目のあたりにした児童・生徒から、工事施行業者に対して感謝状
を贈呈するところもあり、感謝状を受け取った工事担当者は「夏の猛
暑の中、汗を一杯かきながら頑張った甲斐がありました」と感激され
ていました。

※�平成 22年 5月 1日現在の学校教育施設の耐震化の詳しい状況は、市ウェブサイト（各課のご案内＞����
教育総務課＞羽曳野市立小中学校・幼稚園の耐震化の状況について）をご覧ください。
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「羽曳野市財政健全化計画取組項目実施工程表」（案）「羽曳野市財政健全化計画取組項目実施工程表」（案）
策定しました！策定しました！

（平成２２年度改訂版）（平成２２年度改訂版）

②�歳出の削減（約11億5,300万円）

■なぜ行財政改革が必要なのか？

　本市では、平成18年度決算で6年ぶりに黒字
に転換し、以降、4年連続で黒字を維持しています。
　しかし、景気低迷に伴う市税収入の減少、少子
高齢化の進展による福祉関係費や緊急を要する学
校施設耐震化工事などの増加により、財政健全化
に取り組まなければ、再び平成23年度に赤字財

政に陥ります。そして、平成25年度には約22億
円に赤字が累積する見通しです。
　そのため、平成22年 3月に策定した羽曳野市
財政健全化計画を毎年改定して、新たに取り組む
べき目標を定め、不断の改革を推し進めてまいり
ます。

■主な取り組みと財政健全化効果額　※ ( 　) 内の金額が財政健全化効果額

　策定しました「羽曳野市財政健全化計画取組項
目実施工程表（平成22年度改訂版）」（案）につ
いて、現在、市民の皆様のご意見を募集していま
す。お寄せいただいたご意見はとりまとめて、本
市の考え方とともに公表します。
　■募集期間
　　平成23年2月15日㈫まで
　■資料閲覧場所
　　市役所情報公開コーナー（１階）、支所
　　各図書館（中央、�陵南の森、羽曳が丘、丹比、東部）
　　※市ウェブサイトでもご覧いただけます。
　■意見の提出方法
　　氏名、住所（団体の場合はその名称および所
　　在地）を明記の上、郵送、ファクス、電子メ
　　ールで提出してください。様式は問いません。
　

①�歳入の確保（約1億6,700万円）

※�これらの取り組みによる財政健全化効果額（平

成22～ 25年度）は、歳入と歳出あわせて約

13億円であり、平成25年度の累積赤字額（見

込み）約22億円を解消するには至りません。今後、

新たな取り組みの追加など効果額を上乗せし、赤

字が発生しないよう努めます。

＊＊＊�羽曳野市財政健全化計画取組項目実施工程表（平成22年度改訂版）」（案）にご意見をお寄せください。＊＊＊

■意見の取扱い　
　提出されたご意見とご意見に対する市の考え
　方は、とりまとめしだい、市ウェブサイト、
　市役所情報公開コーナー（１階）をはじめ、
　左の資料閲覧場所で公表します（個別回答は
　いたしません）。
※�提出者の住所・氏名などの個人情報について
は、公表しないことはもとより、募集目的以
外の用途には使用しません。

・市税などの徴収率の向上
・手数料など公共料金の適正化
・市有財産の有効活用�など

・人件費の削減
・公共施設管理運営の効率化
・外郭団体補助金および一部事務組合負担金の削減
・市単独事業の見直し�など

～�問合せ・意見提出先�～　
〒583-8585（住所記載不要）
羽曳野市総務部行財政改革推進室
☎958-1111（内線3580）FAX958-0212����
電子メール：gyoukaku@city.habikino.osaka.jp
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所得税の申告所得税の申告

市・府民税の申告市・府民税の申告ほかほか

問合せ
富田林税務署　☎0721-24-3281＜自動音声にて案内＞

●確定申告はお早めに
　平成 22年分の所得税の申告および納税は、平成 23年 2
月 16日㈬から 3月 15日㈫まで、個人事業者の消費税およ
び地方消費税の申告および納税は、3月 31日㈭までです。
納税には、ご自分の預貯金口座から自動的に納税できる
安全・確実・便利な「振替納税」をご利用ください。
　給与所得者や年金受給者の還付申告は、2月 15日㈫以
前でも申告書を提出することができます。
　富田林税務署の確定申告会場は、「すばるホール」( 富
田林市 ) です。申告会場では、ご自分で申告書などを作成
していただき、お分かりにならない点について、職員が
助言をさせていただいております。申告書の作成にあた
っては、パソコンで行なっておりますので、関係書類や
前年分の申告書の控えなどをご持参の上、ご来場いただ
きますようお願いします。
　前年に税務署の申告会場でパソコンにより申告をされ
た方や自宅などで国税庁ウェブサイト「確定申告書作成
コーナー」を利用して書面で提出した方には、申告書の
送付に代えてお知らせはがきをご送付しております。
　申告期限間際になりますと申告書の提出窓口は、たい
へん混雑し、長時間お待ちいただくことになりますので
確定申告書は、ご自分で書いて早めに提出をお願いしま
す。提出の前には、記載事項や添付書類に漏れがないか、
もう一度よくご確認ください。
　作成した申告書は、郵便または信書便により提出する
ことができます。
【確定申告書の控えが必要な方は】複写により作成した申
告書控え（複写式でないものについては、ボールペンな
どで記載）のほか返信用封筒（あて名をご記入の上、所
要額の切手を貼付）を同封してください
住所：〒 584-8501 富田林市若松町西 2-1697-1
　税務署の閉庁日は、税務署庁舎に設けている時間外収
受箱に投函することで提出できます。申告書の記載内容
などについての審査は提出後に行なうこととしておりま
す。記載誤りなどがあり訂正していただく場合は、後日、
税務署より連絡させていただきます。すばるホールや還
付申告会場にお越しの際は、前年分の申告書の控えなど
をご持参ください。
※税理士による地区相談会場は今年度から開催されません。
※申告時期は、「にせ税理士」に十分ご注意ください。

●�サラリーマンや年金受給者のための還付申告会場（サポ
ートセンター）のお知らせ

　次のとおり、確定申告期間前に年金受給者、給与所得者の医
療費控除、住宅借入金等特別控除および中途退職者に係る還付
申告会場を開設しますので、ご利用ください。（羽曳野市での開
催はございません。）

● e-Tax について　
　所得税・消費税の確定申告書の提出や納税が自宅のパソコン
からできます。
　「e-Tax」は、申告などの手続のために税務署へ足を運んでい
ただく手間が省けるほか、確定申告の時期には、土・日曜も含
めて24時間いつでも利用可能となります。
　また、「e-Tax」を利用して所得税の確定申告を行なっていた
だきますと、①最高5,000円の税額控除（注１）、②源泉徴収
票等の提出省略（注２）など書面による申告に比べてメリット
があり、大変便利なものとなっております。
　なお、国税庁ウェブサイトには「確定申告書等作成コーナー」
を掲載しており、画面の案内に従って入力すれば所得金額や税
額が自動的に計算され、計算誤りのない申告書が作成できるほ
か、作成した申告データを直接「e-Tax」により送信すること
ができます。
　詳しくは、e-Tax ウェブサイト http://www. e-tax. nta.
go.jp、または国税庁ウェブサイト http://www.nta.go.jpをご
覧ください。
（注１）�平成19・20・21年分で5,000円控除を受けた方は
　　　�受けられません。
（注２）�一定の要件があります。
※�同コーナーで作成した申告書を印刷し（モノクロ印刷
でも可）、税務署へ提出することも可能です。

会　場　名 開設時間 開設日
河 内 長 野 市 役 所 ８ 階
802 会議室

（河内長野市原町 1-1-1）10：00 ～ 12：00

13：00 ～ 16：00

2 月８日㈫・９日㈬・10
日㈭・14 日㈪・15 日㈫

藤井寺市民総合会館別
館中ホール

（藤井寺市北岡 1-2-8）

1 月 26 日 ㈬・27 日 ㈭・
28 日㈮・31 日㈪
2 月 1 日㈫

・上記会場は、近畿税理士会富田林支部のご協力をいただいて開催します。
・�各会場の受付は、混雑状況などにより早めに締め切らせていただく
場合があります。
・�各会場の駐車場に限りがありますので、電車・バスなどの公共機関
をご利用ください。
・���各会場では、電話によるお問い合わせはお受けしておりません。

開設期間　１月 25 日㈫～３月 15 日㈫
　　　（土・日・祝を除く。ただし２月 20 日㈰および 2 月 27 日㈰は開設します。）

開設時間　午前９時～午後５時
　　 （混雑状況により、早めに受け付けを終了させていただく場合がありますので、午後 4 時ごろまでにお越しください。）
開設場所　すばるホール　富田林市桜ヶ丘町２番８号
問合せ　富田林税務署　TEL0721-24-3281( 代表 )

富田林税務署の確定申告会場は
「すばるホール」です。

（※上記番号におかけいただくと自動音声により案内しております。アナウンスに従い操作して
ください。なお、「すばるホール」会場では、電話によるお問い合わせはお受けしておりません。）交通：近鉄長野線川西駅から徒歩 8 分　南海小金台 2 丁目バス停から

徒歩 8 分　近鉄富田林駅からレインボーバス「すばるホール」で下車
◇ご注意ください！
・ 開設期間中は、富田林税務署庁舎内には確定申告会場を設けておりません。作成済みの申告書などの受付、納付手続、納税証明書の発行および用紙

の交付のみを行ないます。なお、上記開設期間以外（土・日・祝日を除く）は、富田林税務署で相談を行ないます。
・「すばるホール」会場では、納付手続および納税証明書の発行は行なっておりません。
・すばるホールの駐車場に限りがありますので、電車・バスの公共の交通機関をご利用ください。
・会場にお越しの際は、前年分の申告書の控えなどをご持参ください。
・ 確定申告書の記載内容などについての審査は、提出後に行なうこととしております。計算誤りや添付されていない書類がある場合には、後日連絡いたします。
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所得税の申告所得税の申告

市・府民税の申告市・府民税の申告ほかほか
■市・府民税の申告について
　平成 23年度の市・府民税の申告
受け付けを行ないます。
郵送による提出も受け付けます。
（市・府民税の申告書を郵送してい
る方は、同封のしおりを封筒として
ご利用いただけます。）
◯ 2 月 16 日㈬〜 3 月 15 日㈫（土・
日を除く）
受付場所：市役所本庁 1階ロビー
　市・府民税に関連した各種証明書
の発行や、国民健康保険証・後期高
齢者医療被保険者証などの交付、介
護保険料・保育園の保育料の算定な
どに申告が必要です。
■申告しなければならない人
　平成 23 年 1 月 1 日現在、本市
在住で次に該当する人（ただし、税
務署に所得税の確定申告をする人や
勤務先から給与支払報告書が提出さ
れている人は必要ありません。）
◯�営業、農業などの事業を営んでいる人
◯�大工、左官などの日雇いで所得の
あった人
◯�生命保険、集金などの外交員で報
酬のあった人
◯家賃、地代などの所得があった人
◯�給与所得者で①勤務先から給与支
払報告書が提出されない人②給与
以外の所得があった人③ 2カ所
以上からの給与の支払いを受けて
いた人
◯�公的年金受給者で①年金以外の所
得があった人②各種所得控除を受
けようとする人
また、申告書の送付された人で、平
成 22年中に無職、無収入の人も申
告にご協力ください。
■お願い
　平成 18年度から、国税庁の自書
申告推進のため、市・府民税申告会
場では、１対１の対面式での所得税
確定申告の受付・相談は行なってお
りません。申告書の作成を相談した
い方は、必ず税務署の確定申告会場
（すばるホール会場他）をご利用く
ださい。ただし、ご自分で作成され
た確定申告書は、市・府民税の申告
期間中、申告受付会場でお預かりし、
富田林税務署へお届けします。
■ 個人の市・府民税（住民税）の住

宅借入金等特別控除（住宅ローン
控除）が変わりました
　個人の市・府民税の住宅借入金等

特別控除の対象は、平成 11 年から
18 年までに居住開始の方で、税源
移譲の経過措置に該当する方に限ら
れていましたが、地方税法の改正に
より、新たに平成 21 年から 25 年
に居住開始の方のうち所得税から住
宅借入金等特別控除を控除しきれな
い方につきましても、平成 22 年度
以降の個人の市・府民税の住宅借入
金等特別控除の対象となりました。
※�次のいずれか小さいほうの額が住
民税から控除されます。�

・�所得税の住宅借入金等特別控除可
能額のうち所得税において控除し
きれなかった額
・�所得税の課税総所得金額等の額
に 5％を乗じて得た金額 ( 上限
97,500 円 )
　また、平成 11 年から 18 年まで
に居住開始の方は、個人の市・府民
税の住宅借入金等特別控除の適用を
受けようとする場合、ご本人が羽曳
野市へ市民税・府民税住宅借入金等
特別控除申告書を提出する必要があ
りましたが、地方税法の改正により、
平成 22 年度分以降、ご本人から羽
曳野市への申告書の提出は原則不要
となりました。
※この改正により、給与支払報告書
（源泉徴収票）や確定申告書に記載
された住宅借入金等特別控除に関連
する項目（「居住開始年月日」や「住
宅借入金等特別控除可能額」など）
を基に、住宅借入金等特別控除を計
算することになりますので、住宅借
入金等特別控除に関連する項目の記
載がもれている場合、個人の市・府
民税の住宅借入金等特別控除は適用
できませんので、ご注意ください。
※平成 19 年から平成 20 年までに
居住開始の方につきましては、個人
の市・府民税の住宅借入金等特別控
除の対象とはなりません。（所得税
で一定の配慮がなされています。）
ご不明な点がある方は、市民税担当
までお問い合わせください。
問合せ　税務課市民税担当　
　　　　（内線）1520・1530
■ ミニバイクなどの廃車や移転の手

続きはお済みですか？
　軽自動車税は、４月１日現在登録の
所有者に課税されます。譲渡や解体、
盗難などにより実際には所有していな
い場合でも、名義変更や廃車の手続き

問合せ
羽曳野市役所税務課　☎958-1111

をしないまま 4月 1日を過ぎてしま
うと、その年度の軽自動車税がかか
ることになります。必ず 3月末まで
に手続きをお済ませください。
　また、転出（転入）などにより定
置場所を変更した場合には、住所変
更の届出が必要です。
※�盗難にあわれた時は、警察署への
盗難届を提出した後に、市役所税
務課にて廃車申告をしてください。

問合せ　税務課税政担当　
　　　　（内線）1560・1570
■償却資産の申告はお済みですか？
　事業や営業のために所有する機
械、装置、車両、運搬具、工具、器具、
備品などの資産を「償却資産」とい
い、土地や家屋と同様に固定資産税
の課税対象となります。
　平成 23 年 1月 1日現在、これら
の償却資産を所有している法人およ
び個人の方は、1月 31 日㈪までに
申告書の提出をお願いしていました
が、まだ提出されていない方は早急
に提出をお願いします。なお、資産
がない、休・廃業をされている場合
でも、その旨の申告が必要です。
　また、申告書が届いていない場合
や初めて申告される場合、やむを得
ない事情により申告が遅延する場合
は、文書または電話などで必ずご連
絡ください。
問合せ　税務課固定資産税家屋担当
　　　　（内線）　1550・1551
■市税催告コールセンターを市役所
　内に開設しています。
　市税（市・府民税、固定資産税、軽自動車税）
の納期限から一定期間を過ぎても市におい
て納付確認ができない方に対して、電話で
納付の呼びかけを行なっています。センター
の運営は民間業者に委託しており、専門の
オペレーターが市税の未納をお知らせする
とともに、納付のご案内を行なっています。
○開設期間　3月31日㈭まで�
○業務時間　平日㈪〜㈮　９:00〜17:30
　　　　　　※第２日曜日���９:00 〜17:30
������【※2月13日㈰、3月13日㈰】
※�土曜日、上記第２以外の日曜日・祝日、
市役所閉庁日は業務を行ないません。

振り込め詐欺など不審電話にご注意！
　「市税催告コールセンター」から、
還付金の案内や納付のためにATM
（現金自動預け払い機）の操作を求め
ることは一切ありません。　
問合せ　税務課納税相談担当　
　　　　（内線）1440･1450
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講演会（要予約） 会場：ホールＭ　13：00開場 13：30開演
◆テーマ「健康と笑い」
～私たちにとって毎日元気で過ごすための特効薬、それが笑いです。～
◆講　師　池田 由紀 氏 （大阪府立大学 看護学部 准教授）
　慢性の病気をもった人の療養生活を支援していくための方
法を研究中です。日本笑い学会理事、笑いヨガリーダーでもあ
ります。今回の講演では、笑いが健康にとってどのような効果が
あるのかを科学的に実証されていることをご紹介します。また、
日常簡単に取り入れることが出来る笑いのエクササイズや笑
いヨガについて、実際に体験していただきながらご紹介します。

申込方法
　お申し込みは市健康増進課　
（保健センター）へ。電話、ファク
ス、はがき（または封書）、メール
にてお申し込みください。電話以
外の場合は、①氏名、②住所、③
連絡先、④参加希望人数をご記
入ください。定員500人、申込締
切は2月10日（木）。※講演会参
加者には粗品を進呈します。

体験・相談コーナー 会場：1階アトリウム11:00～13:00

≪問合せ・申込≫  〒583-0857　羽曳野市誉田４-２-３  保健センター（健康増進課）　電話／956-1000　FAX／956-1011　メール／hokencenter@city.habikino.osaka.jp

◆肺年齢測定
～見た目にはわからない肺の健康状態を知るヒント～
　肺年齢を知りたくないですか?肺年齢は簡単な呼吸機能
検査でわかります。肺年齢のほかに、COPD(慢性閉塞性肺
疾患。タバコなどが原因で起こる)や他の肺疾患の疑いを
判定するコメントも表示されるので、簡単に今の肺の健康
状態を知ることができます。

◆「あなたにもできる心臓マッサージ」
　近くの人が急に胸を押さえて苦しみ倒
れた! 脈がなく心臓が止まっている! こ
んな時どうしますか?  最近街角に置か
れている「AED」を使った「心臓マッサー
ジ」をすれば助けられるかも知れません。
その実際を体験してみませんか?

◆血管年齢測定とストレスチェック
　1年に１歳年をとっていくのは皆同じ。でも、血
管年齢はどうでしょうか？実年齢より若いのか、そ
れとも・・・。そんな気になる血管年齢が、簡単に測
定できます。また、ストレスチェックにて交感神経
や副交感神経の優位度によりストレス発散方法
やストレス癒しの方法など、あなたに合ったスト
レス解消法をおすすめできます。

主催：畑田家住宅活用保存会　協賛：大阪大学総合学術博物館　後援：羽曳野市・羽曳野市教育委員会

　ヴァイオリンとピアノとガラスの幻想的世界を味わっていただく初め
ての試みです。四季折々の自然をガラスに映したガラスアートと音楽の
コラボレーションをお楽しみください。ガラスアートを展示、鑑賞しな
がら演奏を進めていきます。畑田家住宅の木のぬくもりと柔らかい音、
庭の緑に包まれての鑑賞はコンサートホールでは味わえない、心に残
る会になると思います。小・中・高校生の参加を歓迎します。

プログラム

日 　時：2011年３月20日（日）13：30～15：30
場 　所：国登録有形文化財畑田家住宅（羽曳野市郡戸470、電話072-955-4101）
参 加 費 ：2000円。ただし、畑田家住宅活用保存会の会員は1000円。（小・中・高校生は無料）
定 　員：先着40人
申 　込：往復はがきに「音楽とガラスの世界」、住所、氏名、年齢、参加人数を明記の上、〒583-8585（住所不要）
　　　　　  羽曳野市教育委員会世界遺産登録準備室までお送りください。整理券を返信します。
問 合 せ ：畑田 耕一(当主)　072-762-7495

木野　雅之
（ヴァイオリン）
　桐朋学園を経て
ロンドンのギルド
ホール音楽院に入
学。ロンドンを拠
点に世界的オーケ
ストラとの共演や
音楽祭に出演。

吉山　輝
（ピアノ）
　桐朋学園大学音
楽学部ピアノ科を
首席卒業。木野ら
と「なにわトリオ」
を結成し、大阪を
拠点に全国各地で
演奏活動を行なう。

畑田　美智子
（ガラスアート）
2000 年箕面市に
ガラス工房（MH
工房）を設立し、
ランプ、花瓶など
を主に、被せガラ
スをサンドブラス
トして制作する。



7−はびきの　2011.2.1−

主催：羽曳野市、羽曳野市教育委員会、四天王寺大学
会場：四天王寺大学  大講堂

定
員
５
０
０
人

第2部

第1部

開 催 日：５月５日（こどもの日）   開催場所：はびきのコロセアム

「タケルくん」ダンスコンテスト 出場グループ募集
　独自の振り付けによる「タケルくん」ダンスコンテ
ストの出場グループを募集します。今回も、小学生以
下と中学生以上の２部に分けて行ないます。
（小学生以下の部）
応募資格：５人以上のグループで、メンバー全員が小学生以下。
             ①メンバーのうち、少なくとも１人は市内在住、在学者
             ②幅10メートル・奥行き６メートルの舞台でダンスが可能な人数
募集定員：５グループ
賞　　金：○グランプリ（１チーム）…25,000円（図書券）
            ○準グランプリ（１チーム）…10,000円（図書券）
            ○参加賞…5,000円（図書券）
（中学生以上の部）
応募資格：５人以上のグループ。
　　　　　①メンバーのうち、少なくとも１人は市内在住、在勤、在学者
　　　　②幅10メートル・奥行き６メートルの舞台でダンスが可能な人数
募集定員：10グループ
賞　　金：○グランプリ（１チーム）…25,000円
             ○準グランプリ（２チーム）…10,000円 
　　　　 ○参加賞…5,000円
＜各部共通＞
課 題 曲：『タケルくん音頭』（希望者にはＣＤを配布）
　　　　  課題曲２曲（「よさこいソーランバージョン」「クラブミックスバージョン」）の内から１曲を選択。
審査基準：「独創性」｢統一性｣「衣装」
申込方法：はびきの市民フェスティバル実行委員会事務局窓口で申し込んでください。
　　　　　※市ウェブサイトから申込用紙をダウンロードして、事務局に提出もしく
　　　　　　は、郵送・ＦＡＸ・メールで申し込みすることもできます。

「たちばな姫」コンテスト 出場者募集
　羽曳野の名の由来とされる白鳥伝説に登場す
る弟橘媛（おとたちばなひめ）にちなんだ「たちば
な姫」コンテストの出場者を募集します。
応募資格：羽曳野市内在住、在勤、在学の18歳以上30歳以下の女性 
             ①既婚、未婚は問いません②年齢は平成23年５月５日時点。
             ただし高校生・専修学校高等課程の学生は除く。③入賞者は、
             次年度の市民フェスティバルの司会・市の行事などに参加し
             ていただくことになります。
募集定員：10人（先着順）  ※応募多数の場合は、選考を行ないます。
申込方法：はびきの市民フェスティバル実行委員会事務局窓口で申し
             込んでください。
             ①市ウェブサイトから申込用紙をダウンロードして、事務局に提  
             出もしくは、郵送で申し込みすることもできます。②ＦＡＸ・メール
             などは不可です。③ご本人が確認できる写真を１枚お願いします。
             ④簡単な自己ＰＲ文を記入していただきます。
賞金・副賞：○たちばな姫入選者（２人）・・・賞金（３万円）
              ○たちばな姫コンテスト参加者（入選者を除く）…参加賞（５千円）

【問合せ・申込】
 第36回はびきの市民フェスティバル白鳥伝説「はびきの祭」実行委員会
 （事務局：羽曳野市市民人権部市民協働ふれあい課）
 〒583-8585 羽曳野市誉田４丁目１番１号
    TEL 072-958-1111内線1080　FAX 072-958-0397
    Mail shiminkyoudou@city.habikino.osaka.jp

13:00～16:00

シンポジスト

藤田  博誠　    （羽曳野市教育委員会教育長）　－自己を表現する子どもたちー
矢羽野  隆男　    （四天王寺大学教授）　－漢字の感性豊かな表現に学ぶー
奥野  孝昭　    （四天王寺大学准教授）　－表現力溢れる保育士養成を目指してー

往復はがきまたは、ウェブサイトよりお申し込みください。

１．往復はがきの場合

２．ウェブサイトの場合
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3月6日㈰

　市は環境美化促進のため、各種団体や市民の皆様のご協力をいただい
て石川の清掃を行なっています。また今年度も、大和川・石川クリーン作戦が
同時に催され、大規模な清掃活動が実施されます。ゴミを拾いながらの河川
敷散策にご家族、友人のグループなど、皆様のご参加をお願いします。参加し
ていただける方は、清掃作業のできる服装や長靴をはき、各会場へご参集く
ださい。
　なお、清掃活動に危険を伴うときは中止しますが、小雨時でも決行します。
本部古市会場（9:30）では集合時間の30分前から受付を開始します。古市
会場以外には駐車場はありません。
　　　　　　　    （下水道建設課・環境衛生課　☎958-1111）

石
川

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

西名阪自動車道

臥龍橋

大黒橋

第４
グラウンド

第１
グラウンド

N

本
部
集
合
場
所

大
黒
西
会
場

大
黒
東
会
場

広
瀬
会
場

碓
井
会
場

（9:00）

（8:00）
（8:15）

（9:30）

（8:30）

�市は環境美化促進のため、各種団体や市民の皆様のご協力をいただいて石川の清掃
を行なっています。また今年度も、大和川・石川クリーン作戦が同時に催され、大
規模な清掃活動が実施されます。ゴミを拾いながらの河川敷散策にご家族、友人の
グループなど、皆様のご参加をお願いします。参加していた
だける方は、清掃作業のできる服装や長靴をはき、各会場へ
ご参集ください。
　なお、清掃活動に危険を伴うときは中止しますが、小雨時
でも決行します。本部古市会場（9:30）では集合時間の30
分前から受付を開始します。古市会場以外には駐車場はあり
ません。
　問合せ：環境衛生課（内線 2830）／下水道建設課（内線 2322）

☆地上デジタル放送視聴のための低所得世帯への支援について
　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴でき
ない低所得の世帯に対して、支援を行なっています。対象となる
世帯や支援内容は次のとおりです。
１．対象となる世帯
（１）ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯への支援
[支援の対象 ]まだ地上デジタル放送に対応できず、①生活保護
などの公的扶助を受けている世帯、②障がい者がいる世帯で、世
帯全員が市町村民税非課税の世帯、③社会福祉施設に入所してい
る世帯のいずれかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が「全額免除」の
世帯が対象です。
[ 支援の内容 ]地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）
を無償給付し、対象世帯を訪問してチューナーの設置を行ないま
す。アンテナ改修などが必要な場合は無償で工事を行ないます。
（２）平成22年度市町村民税非課税世帯への支援（今回新たに追加）
[支援の対象 ]まだ地上デジタル放送に対応できず、「世帯全員が
市町村民税非課税の措置を受けている世帯」が対象です。（※申
し込みにあたっては、「世帯全員が記載された住民票の写し」と「世
帯全員分の市町村民税非課税証明書」、およびＮＨＫとの放送受
信契約が必要です。）

[ 支援の内容 ]地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）
を無償給付します。また、チューナーの設置方法や操作方法を電
話でサポートします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修な
どは行ないません。）また、（１）と（２）を重複して申し込むこ
とはできません。
２．申込方法などについて
　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省　地デ
ジチューナー支援実施センターへ送付してください（申込締切日：
平成23年 7月24日）。申込書は、インターネット・電話などで
総務省�地デジチューナー支援実施センターからお取り寄せくださ
い。身近な公共機関やＮＨＫ放送局に置いてある場合もあります。
～�問合せ�～
【支援制度について】
�総務省：地デジチューナー支援実施センター　
　①ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援：0570-033840　
　②市町村民税非課税世帯への支援：0570-023724
【ＮＨＫの放送受信契約、放送受信料免除について】
�ＮＨＫ：ふれあいセンター　
　①ＮＨＫ放送受信料全額免除について：0570-000588　
　②ＮＨＫの放送受信契約について：0570-077077

こんな時は、ご連絡を！（水道局）
料金のことは…
◆転入・転出
◆名義変更・住所変更
◆水道料金のお支払い
◆使用水量のお問い合わせ
◆検針に関するお問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　など➡
工事のことは…　
◆給水装置に関するご相談
◆受水槽に関するご相談・点検
◆漏水に関するご連絡
◆給水工事の申請
◆指定工事業者登録
　　　　　　　　　など➡

水質のことは…
◆水質に関するご相談
◆水質に関する情報
◆水質検査に関するお問い合わせ
　　　　　　　　　　　など

【問合せ】TEL：072-958-1111　FAX：072-958-0494

➡
工務課管理担当 工務課水管理センター担当

総務課内水道料金お客様センター

～ 2 月は 生活排水対策推進月間 です～

　川などの水の汚れのうち約８割が生活排水による
ものであり、その影響は、特に冬期に大きくなるこ
とをご存知ですか。
　大阪府では２月を『生活排水対策推進月間』とし
て、「食器やフライパン、鍋などはふき取ってから
洗う」など生活排水をできるだけきれいに流す取り
組みを呼びかけています。
一人ひとりの小さな取り組
みの積み重ねが大きな効果
につながります。みなさん
のご家庭でできることから
始めてみませんか。
　また、飲食店や旅館など
でも、日頃から水の汚れを
減らすための取り組みをお
願いします。 大阪府生活排水対策キャラクター

かっぱ忍者　せせらぎ

http://www.pref.osaka.jp/kankyohozen/sei-hai/sei-hai top.html

上地 デ ジ タ ル 送放 に つ い て

※（　）内は各会場開始時間
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　市では、平成14年度に「羽曳野市地球温暖化対策推進実
行計画」を策定し、市の各公共施設などの事務事業によっ
て排出される温室効果ガスの排出量を平成22年度で、平成

　平成 21 年度の温室効果ガスに関連するエネルギー別の使用量などは、表１のとおり、ほとんどのエネルギーの使用量
が大幅に削減されています。

　平成 20 年度の排出係数を用いた市の事業実施
に伴う平成 21 年度の温室効果ガス排出量は年間
で 8,320 トン、そのうち約 70％が電気で、約
22％が都市ガスの使用によるものです。

注）　(  ) は、平成 13 年度の排出量に対する増減の百分率を示しています。

平成21年度調査結果

１．エネルギーの使用量など

13年度比11％削減を目標に取り組みを進めています。市
ではこれまでの進捗状況を把握するため、平成21年度の
温室効果ガス排出量の調査を行ないました。

２．平成21年度の温室効果ガス排出量

平成 13 年度 平成 21 年度 増　　減

燃料使用量

ガソリン L 77,127　 58,690　 ▲ 18,437(-23.9)　
軽油 L 45,453　 31,159　 ▲ 14,294(-31.4)　
灯油 L 95,014　 81,876　 ▲ 13,138(-13.8)　
Ａ重油 L 7,700　 7,640　 ▲ 60(-0.8)　
液化石油ガス（ＬＰＧ） kg 90,730　 65,893　 ▲ 24,837(-27.4)　
液化天然ガス（ＬＮＧ） ㎥ 0　 4,209　 4,209　
都市ガス ㎥ 959,573　 816,802　 ▲ 142,771(- 14.9)　

電気使用量 kWh 17,421,389　 16,441,229　 ▲ 980,160(- 5.6)　
公用車走行距離 ㎞ 713,469　 652,463　 ▲ 61,006（-8.6）　
HFC-134a 封入カーエアコンの使用（年間） 台 131　 151　 20（15.3）　

表１　エネルギーの使用量など（年間）

平成 21 年度（㎏ -CO ）
ガソリン 136,259　
軽油 80,545　
灯油 203,829　
Ａ重油 20,702　
液化石油ガス 197,606　
液化天然ガス 11,376　
都市ガス 1,824,757　
電気 5,836,636　
自動車の走行 5,252　
カーエアコン 2,945　

計 8,319,907　

表２　エネルギー使用などに起因する温室効果ガス排出量の比較　（単位：kg-CO ）

３．温室効果ガスの平成13年度と平成21年度の比較
　平成 13 年度と平成 21 年度のエネルギー使用などに起
因する温室効果ガス排出量を比較するために、平成 11 年
度の排出係数を用いて、排出量を比較すると、平成 21 年
度は平成 13 年度に比較して 9.1％削減していることがわ
かりました。

「羽曳野市地球温暖化対策推進実行計画」では、平成 22
年度における温室効果ガスの総排出量（二酸化炭素換算）
を、平成 13 年度を基準として 11％削減を目標としてい
ますので、目標達成には、さらに取組を強化することが求
められています。

平成 13 年度 平成 21 年度

燃
料
使
用

ガソリン 178,163 135,574
軽油 119,995 82,260
灯油 238,484 205,509
Ａ重油 21,329 21,163
液化石油ガス（ＬＰＧ） 274,003 198,997
液化天然ガス（ＬＮＧ） 0 11,743
都市ガス 2,063,082 1,756,124

電気使用 6,219,435 5,869,518
自動車の走行 5,007 4,613
HFC-134a 封入カーエアコンの使用（年間） 2,554 2,945

合　　　　計 9,122,055 8,288,446
増　　　　減（％） −　 ▲ 833,609(- 9.1)

電気 70.2％

都市ガス 21.9％

灯油・重油・LPG 5.1％
公用車 2.8％

平成21年度燃料別消費割合

温室効果ガス排出状況 市内公共施設など

問合せ：環境衛生課�環境計画担当�【内線2844】

2

2
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特定健診健診に行こう！  
                ～ 健康と思っている時こそ健診を ～ 　特定健診（メタボ健診）は、がん検診のよ

うに現在隠れている病気を見つけるのでなく、
将来、脳卒中や心筋梗塞などにかかりやすい
かどうかを判定しています。したがって今、
健康な人、何も症状がない人こそ、健診を受
けるということが大切です。

羽曳野市国民健康保険に加入されている40歳～74歳の方へ

　だって…①
病院や診療所でいつも
薬をもらっているから…

　　だって…②
　去年は受けたから
　今年は受けなくても…

　　だって…③
　特に症状もなく
　元気だし…

①治療中の病気のほかに調子の悪
いところがないか、年に一度は調
べることが大切です。かかりつけ
の先生に相談してみましょう。

②年をとるほど、新たに生活習慣
病になる危険性も増えてきます。
毎年健診を受けることで予防や早
期治療が可能です。

③高血圧や高脂血症は無症状です。
しかし放置するとある日突然、心筋
梗塞などをひきおこします。健診を
受けることで自分では気がついてい
ない危険を知ることができます。

健やかなあなたの未来を守るために…
症状がなくても健診を受けましょう！

問合せ：保険年金課 内線 1761

保険年金課の掲示板

○保険を使えるのはどんなとき
◆�主として神経痛、リウマチ、頸腕症候群、五十肩、腰痛症および
頸椎捻挫後遺症などの慢性的な疼痛を主症とする疾患の治療を受
けたときに保険の対象となります。
○治療をうけるときの注意
◆�保険医療機関（病院、診療所など）で同じ対象疾患の治療を受け
ている間は、はり・きゅう施術を受けても保険の対象にはなりま
せんので、ご注意ください。

○保険を使えるのはどんなとき
◆�整骨院や接骨院で骨折、脱臼、打撲および捻挫の施術を受けた場合に保険
の対象になります。
○治療をうけるときの注意
◆�単なる肩こり、腰痛などに対する施術は保険の対象になりません。このよ
うな症状で施術を受けた場合は、全額自己負担になります。
◆�療養費は、本来患者が費用の全額を支払った後、自ら保険者へ請求をおこ
ない支給を受ける「償還払い」が原則ですが、柔道整復については、例外
的な取扱いとして、患者が自己負担分を柔道整復師に支払い、柔道整復師
が患者に代わって残りの費用を保険者に請求する「受領委任」という方法
が認められています。このような方法により、多くの整骨院・接骨院など
の窓口では、病院・診療所にかかったときと同じように自己負担分のみ支
払うことにより、施術を受けることができます。
◆�柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を行なうため、施術を受けると
きには、必要書類に患者の方のサインをいただくことが必要となります。
◆�保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷などの治療中は、施術を受
けても保険などの対象になりません。

○保険を使えるのはどんなとき
◆�筋麻痺や関節拘縮などであって、医療上マッサージを必要と
する症例について施術を受けたときに保険の対象となります。

○治療をうけるときの注意
◆�単に疲労回復や慰安を目的としたものや、疾病予防のため
のマッサージなどは保険の対象となりませんので、ご注意
ください。
　　　　　　　　　　　　問合せ　保険年金課 ( 内線 1740)

柔道整復師の施術を受けられる方へ はり・きゅうの施術を受けられる方へ

マッサージの施術を受けられる方へ

◆�医療保険 (国民健康保険や後期高齢者医療など )と介護
保険の両方に自己負担がある世帯で、１年間 (毎年８月
～翌年７月末 )の自己負担額の合算額が高額になるとき、
高額医療 ･高額介護合算療養費 (定められた自己負担限
度額を超える額 )が支給となります。申請方法、必要な
書類など詳細についてはお問い合わせください。

問合せ　保険年金課 ( 内線 1340) ／高年介護課 ( 内線 1395)

高額医療・高額介護合算療養費について 会社を退職されたとき
◆�会社を退職された後、国保に加入するには、加入届が必要です (14
日以内）。被用者保険 (社会保険など）を任意継続加入された後、
国保に加入される場合も同じです。加入手続きをお忘れないように
してください。
◆�「倒産・解雇などによる離職（特定受給資格者）」や「雇い止めな
どによる離職（特定理由離職者）」をされた方は、届出により (失
業時点で65歳未満の方 )平成22（2010）年度から国民健康保険
料が軽減されます。　　　　　　問合せ　保険年金課 ( 内線 1760)
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主　催 四天王寺悲田院 アンジュ
日　程 ２月１２日（土） ２月２６日（土）
時　間 14:00 〜 15:30 14:00 〜 15:30

場　所 悲田院
特別養護老人ホーム　アンジュ
3階　地域交流スペース

内　容
認知症の理解を深め、予防
について考えてみよう

自立支援のための住環境に
ついて

申　込 電話９５７－３７３１ 電話９３６－１２１２

主　催 グループホームぶどうの家
日　程 ２月１７日（木）

時　間 13:30 〜 15：00
開場 13:00　閉場 15：30

場　所 駒ケ谷東公民館

内　容
介護保険について～施設の
種類・サービスの種類～

申　込 電話９５０－０１５７

○家族介護者教室（在宅介護支援センター主催） ○認知症家族介護者教室（グループホーム主催）

★グループホームとは
　病気や障害などで生活に困難を抱えた人達が、専門スタッフなどの援助を受けながら、小人数、一般の住宅で生
活する社会的介護の形態のことです。そこでは、地域社会に溶け込むように生活することが理想とされています。

○ 介 護 相 談 会 

問合せ：高年介護課��内線1390/1391

主　催　グループホームくすのき苑
日　程　2月 8日㈫
時　間　13:00〜 15:00
場　所　グループホームくすのき苑
　　　　２階地域交流スペース
対　象　羽曳野市内在住の方
申　込　電話957-6501

information　調査へのご理解とご協力をお願いします。

高齢者実態調査を実施します。
■    65 歳以上のひとり暮らし世帯

と世帯全員が 75 歳以上の高齢
者世帯を対象にした調査です。

■  2 月初旬から地域の民生委員が
訪問します。

　羽曳野市でもひとり暮らし高齢者
や高齢者のみの世帯が急激な勢いで
増えています。ひとり暮らしなどであ
っても安心して地域で住み続けるこ
とができるよう、市では災害時の支援
体制（安否確認や避難支援）や、困り
ごとがあった時に気軽に相談してい
ただける相談体制の確立をすすめて
います。今回の調査は、災害時や緊急
時に民生委員や社会福祉協議会、地域
包括支援センターが安否確認を行な
ったり近親者へ連絡をとったりする
ことができるよう、また、必要な場合
は定期的な見守りが行なえるよう、高
齢者の生活や身体の状況、近親者の連
絡先などを把握するものです。

民生委員をいつわった訪問にご注意ください！
　今回の調査では、民生委員が直接、対象となる方のご自宅を訪問しますが、
調査では金銭の受け渡しや、銀行口座の聞き取りなどは一切ございません。
　不審に思われたら、高年介護課までお問い合わせください。

�- 問合せ -　
羽曳野市高年介護課地域包括支援室
（市役所別館総合福祉センター1階）
電 話 958-1111（ 内 線 1391、1398）　
FAX��950-1030

２つの小規模特別養護老人ホームと１つの認知症高齢者グループホームが近日中に開設！
　市内で、市の介護基盤緊急整備等臨時特例補助
金などを活用した小規模特別養護老人ホーム（定
員 29 人）が２カ所、認知症高齢者グループホー
ム（定員 18 人）が１カ所、小規模多機能型居宅
介護事業所（登録定員 25 人）が２カ所、近日中
のオープンにむけて事業がすすめられています。
いずれも地域密着型サービスとして原則、羽曳野
市民が入所（居）・利用する事業所です。なお、入
所（居）者等の募集の時期など、詳細については、
開設主体の法人までお問い合わせください。

事業所名（予定） 開設時期 所在地 開設法人・連絡先

小規模特別養護老人ホーム たんぴ野 ４月

野

66- ２

社会福祉法人　三松会
☎ 952 − 1332　
FAX952 − 1342

認知症対応型グループホーム たんぴ野 ３月

小規模多機能型ホーム たんぴ野 ４月

特別養護老人ホーム コーリン ３月 南古市

３-20

社会福祉法人　光輪会
☎ 958 − 2202　
FAX956 − 3969小規模多機能型居宅介護 そらまめ ３月

※事業所名および開設時期は、１２月時点での予定で、変更となる場合があります。

★お申込みは
　在宅介護支援センターおよび認知症高齢者グループホームの主催で介護の必要な家族をもつ地域
住民の方を対象に教室、相談会を開いてます。申し込みは各施設へ直接ご連絡ください。

日常生活圏域ニーズ調査に
　　　　　　ご協力ください
　羽曳野市では高齢者の方々の
生活の状況や心身の状態などに
ついて把握するため、65歳以
上の一人暮らし世帯と世帯全員
が75歳以上の高齢者世帯の中か
ら、無作為に対象者を抽出し、2
月よりアンケート調査を実施し
ます。
　この調査は、地域支援事業に
おける二次予防事業の対象者把
握、および「第5期羽曳野市高
年者いきいき計画」を策定する
基礎資料となります。
　「高齢者実態調査」にあわせて
地域の民生委員さんが聞き取り
調査を行ないますので、訪問を
受けましたら、回答にご協力を
お願いします。
問合せ：高年介護課（内線 1360）

　民生委員は、非常勤特別職の地方
公務員として市の福祉事務所の業務
に協力・連携し、住民の生活状態を
必要に応じて把握したり、相談に応
じています。今回の調査では、困り
ごとがあったときの相談先の一つと
して地域の民生委員を知っていただ
けるよう、民生委員による訪問調査
としています。
　なお、民生委員は専用のジャンバ
ーを着用し、調査員証を携帯してい
ます。調査へのご理解とご協力をお
願いします。
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●所 在 地
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜

●申込受付

翠鳥園2-9-101　ＴＥＬ＆ＦＡＸ 957-4900
９:00～１７:３０
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
スポーツ・レクリエーション（室内・外）
を行っています。
電話での受付は、申し込み日の朝９時からです。

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～ お は な し 会お は な し 会

香山リカ、マツ
コ・デラックス、
角田光代など、各
界で活躍する99
人が語る、それぞ
れの人生のター
ニング・ポイント
とは。

「ビッグイシュー日本版」編集部／編
                                    大和書房

はやし　まりこ／作　ポプラ社

謎解きはディナーのあとで　
東川　篤哉／著　小学館

秘密のスイーツ
      

９９人の小さな転機のつくりかた

※図書館は月末日を除き日曜・祝日も平常どおり開館しています。

「お嬢様の目は
節穴でございま
すか？」大富豪
の令嬢刑事と毒
舌執事のコンビ
が数々の事件に
挑む、ユーモアた
っぷりの連作集。

アムステルダムで
１５０年以上を生
き、昨年の台風で
倒れた１本のマ
ロニエ。それは、
アンネ・フランク
が隠れ家の窓か
ら毎日眺めてい
た木でした。

神社の柱にある
小さな穴は、戦争
中の日本と現代を
つなぐタイムトン
ネル。そこを通じ
て、理沙は６６年前
の少女と出会いま
すが･･･。

アンネの木

2月1日㈰・2月28日㈯

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を
行うため、下記のとおり休館させていただきます。
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、青少年センタ
ー図書館、ブックステーション支所の休館
5月20日㈬～24日㈰、5月30日㈯～31日㈰　
中央図書館、東部図書館の休館、丹比図書館　 
5月25日㈪～31日㈰　
　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊ま
で（ＣＤ・ビデオは図書とは別に計2点）借りていた
だけますので、どうぞご利用ください。
10冊貸出実施期間
　陵南の森図書館、羽曳が丘図書館　
　　　　　　　5月6日㈬～19日㈫
　中央図書館、東部図書館、丹比図書館　
　　　　　　　5月11日㈪～24日㈰

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーションはびきのコロセアム　☎937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13:30～16:30）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10:00～17:00）

の読書講演会
テーマ　「子どもに伝える読書の楽しみ－翻訳の仕事を通して－」
講師　福本　友美子氏（翻訳家）
日時　3月9日㈬　14:00～16:00
場所　ＬＩＣはびきの３階音楽実習室  定員　100人（先着順）
＊参加は無料です。事前のお申し込みは不要です。
＊当日は保育があります。（２歳～就学前のお子さん・先着８
　人まで）保育をご希望の方は２月２日～３月２日までに中
　央図書館までお申し込みください。

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

イレーヌ・コーエン＝ジャンカ／作
マウリツィオ・Ａ・Ｃ・クゥアレーロ／絵
       石津　ちひろ／訳　くもん出版

今月の休館日

森のゆうびん局 おはなし会
◆2月2日㈬・9日㈬・16日㈬・23日㈬ 14:30

◆2月18日㈮ 10:30
2月28日㈪
今月の休館日今月の休館日

2月6日㈰　陵南の森図書館 15:00
2月8日㈫　丹比図書館　　 10:00　
2月9日㈬　東部図書館　　 10:30　
2月12日㈯ 羽曳が丘図書館 15:00
2月13日㈰ 陵南の森図書館 11:00（赤ちゃんから）
2月19日㈯ 陵南の森図書館 15:00
2月20日㈰ 陵南の森図書館 11:00（赤ちゃんから）
             11:30（少し長いお話を聞ける子向き）
2月26日㈯ 丹比図書館　　 10:30
2月26日㈯ 羽曳が丘図書館 15:00
2月27日㈰ 陵南の森図書館 15:00
2月6日、13日、20日、27日の各日曜日
                                 13:30(中央図書館)

主催:羽曳野市立図書館/羽曳野市子ども文庫連絡会

10：00～11：30

10：00～12：00

19日㈯
28日㈪

6日㈮

10：30～11：30

7月1日㈬

ゆめふうせんによる人形劇　みんなきてね～！

10：00～16：00

26日㈯
14日㈪

10：00～11：00

「第12回 ふれあいお茶会」　
 お茶会に向けて練習してきたこどもたちがお茶を 
たてます。お抹茶とお菓子を用意して待っています。
・手作りコーナー（ペットボトルビーズのストラップ）
・玄関ホール：児童作品展　　　　　　　　　
　

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
22日㈪

毎週土曜日
9：30～11：30

9：30～11：30

26日㈯

14：00～16：00

〔トライルーム〕 MYとう芸にチャレンジ
～色をまぜてフシギなもようの、うつわを作ります～
対象者：1～3年  定員先着：15人
申込受付：2/12～2/18（電話のみ）
材料費：3００円（当日持参）

9：30～11：30

10：00～16：00
10：30～11：30

「第10回児童館まつり」　6月7日（土）　13時～15時30分  
場所・・・児童館ひろば(雨天決行)　みんなあそびに来てね！

「第12回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：和だいこ・ジャグリング　　　
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊び・
ルーレットなどほかにもお楽しみがいっぱい！
みんなで遊びに来てね！※お茶を持ってきてください。

〔わくわく子育てひろば〕
すてきな歯医者さんのおはなし
「子育て上手は歯育て上手」
講師　谷口歯科医院　保田　晃宏 先生

10：30～11：00

〔健康スポーツ〕 グラウンド・ゴルフ
児童館のひろばでします。
みんなおいで～！＜雨天中止＞
※お茶を持ってきてください

〔スポーツ〕卓球であそぼう 
誰でも自由にあそべるよ～！

9：30～11：00

7日㈪

15：30～16：30

お茶の練習(1回目)

お茶の練習(3回目)

お茶の練習(4回目)

〔体験教室〕  エコクラフト （1回目）
～エコクラフトを使ってカゴをつくります～
1、2月の2回コースです。どちらも参加できる方
（2回目の日時は、1回目にお知らせします)
4～6年生対象 定員先着10人
申込受付 1/22～1/28 （電話のみ）
材料費：１００円（当日持参）

10：00～16：00

10：30～11：30

誰でも自由に参加できるよ！

誰でも自由に参加してね！

〔わくわく子育てひろば〕みんなであそぼう
※水あそびをします。タオル・着替え・お茶
　を持ってきてください

7日㈪

9日㈬

14日㈪

〔体験教室〕 Ｍｙとう芸にチャレンジ！
4～6年生対象　定員先着15人（２日とも参加できる方）
申込：9/3まで （電話のみ）
材料費：300円（当日持参）

10：30～11：30

10：30～11：30

9：30～11：30

〔チャレンジルーム〕 
トールペイント
～木の素材の型に絵や色をペイントします～
対象者：4～6年  定員先着：10人
申込受付：2/19～2/25（電話のみ）
材料費：3００円（当日持参）

14：00～16：00

15：30～16：30
9：30～12：00

★2月の主な行事予定

絵本のへや　
ふく話じゅつ師さんがやって来るよ！みんな来てね！

「第１２回　クリスマスお楽しみ大会」
マジックショー、子どもたちによる合奏やお話など
お楽しみがいっぱい！みんな遊びにきてね！

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜おはなし１.２.３＞

絵本のへや〔おはなし1.2.3〕

23日㈬
9：30～11：00

〔伝承あそび〕
将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

〔わくわく子育てひろば〕 子育て教室
『子どもの心によりそって』
講師：観心寺保育園　渡辺　範子園長

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

第3回　春休みお楽しみ会
マリオネット鑑賞とビンゴゲームをします。
あそびに来てね！

〔わくわく子育てひろば〕
みんなで遊ぼう『おひなさま飾りを作ろう』
みんなおいで～！

新春こま回し大会
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりに挑戦してみよう！

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

「第１２回　クリスマスお楽しみ会」
マジックショー、子どもたちによる合奏や
お話など･･･お楽しみがいっぱい！
みんな遊びにきてね！

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

しめなわ作り
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■講座内容　　日・水・土曜日に通常の講座を計9講座 (12回講義が8講座+�6回講義が１講座 )を開講します。
　　　　　　　木曜日の夜にイブニングスクールとして、1講座 (6回講義が１講座 )を開講します。
　　　　　　　※講師・実技などの関係で講義日が変更する場合があります。
■開講場所　　羽曳野市立生活文化情報センター (LICはびきの )　羽曳野市軽里1丁目1番1号
　　　　　　　(交通：近鉄南大阪線「古市駅」下車�西へ徒歩約15分、または近鉄バス「軽里一丁目」下車すぐ )
　　　　　　　＊実習や現地見学などで講座場所を変更する場合があります。
■定　　員　　1講座につき60人です。定員を超えたときは、講座ごとで抽選を行なう場合があります。
■受講費用　　講座①〜⑧は1講座 (12回 )→ 6,000円　／　講座⑨・⑩は1講座 (6回 )→ 3,000円
　　　　　　　実習費や入館料などが別途必要な場合は実費負担です。
■入学資格　　どなたでもお申し込みいただけます (居住地、勤務地や年齢は問いません )。
　　　　　　　＊介助 (点訳・託児等 )が必要な方も受講できますので、その旨をお知らせください。
　　　　　　　＊託児については、2歳児〜就学前のお子様に限らせていただきます。それ以外はご相談ください。
■単位認定　　1講座につき2単位 (講座⑨・⑩は１単位 )を修得できます。
　　　　　　　(既定の出席とレポートを提出した場合に限ります )
　　　　　　　合計24単位を修得すると ｢はびきの市民大学学士 ｣の学位記を授与します。また、提携している
　　　　　　　大学での単位認定が可能な講座もあります。詳細は市民大学までお問い合わせください。
■募集締切　　3月19日㈯　必着
■受講決定　　3月28日㈪までに受講決定の通知が届かない場合は、至急市民大学までご連絡ください。
■受講手続　　4月1日㈮～10日㈰の期間内に受講料をそえて入学手続を行なってください。
■入��学��式　　4月16日㈯14:00～ 16:00(予定 )　　LICはびきの�ホールM　
■そ��の��他　　定員に満たない場合は１講義ごとの受講申込を受付けることもあります。
　　　　　　���①受講料…別途、800円をお支払いただきます。
　　　　　　���②申込期間…対象講義の1週間前から対象講義の前日までとし、当日の申し込みは不可とします。
　　　　　　　　なお、先着順で申込を受け付け、定員60人に達しましたら締め切らせていただきます。
　　　　　　���③申込方法…電話もしくは事務室に直接申し込むかのどちらかのみです。
■申込方法について
　　　　　　���①インターネットに接続できるパソコンからのお申込み詳細は、はびきの市民大学ウェブサイト
　　　　　　　　http://www.city.habikino.osaka.jp/lic/shimindaigaku/index.html をご覧ください。
　　　　　　���②直接来館　　※返信用はがきを必ず持参の上、お越しください。
　　　　　　���③往復はがきでの申し込み　下記の必要事項を記入して市民大学までお申し込みください。

 はびきの市民大学（業務受託者：株式会社みのりの里）
 〒 583-0854　羽曳野市軽里 1-1-1　LIC はびきの内
 TEL 072-950-5503　　FAX 072-950-5650
 E-mail shimindaigaku@minorinosato.com

前期(４月～７月)分の募集です。

詳しいお問い合わせ

往信

往信用はがき表面 返信用はがき裏面

返信

返信用はがき表面 往信用はがき裏面

〒583-0854
羽曳野市軽里1-1-1
LICはびきの　内
はびきの市民大学

印
字
し
ま
す
の
で
無
記
入

で
お
願
い
し
ま
す
。

受
講
者
氏
名

受
講
者
住
所

郵便番号 ��氏名 (フリガナ )
��性別
��年齢
��郵便番号
��住所
��電話 (ＦＡＸ )番号
��希望講座 (複数可 )

介助が必要な方はその
旨をご記入ください

※開室時間9:00～17:30
　祝日は閉室となります。

平成２３年度前期講座のご案内平成２３年度前期講座のご案内

学生募集 !!学生募集 !!
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①まちづくりについて考えよう～ボランティアを通してのまちづくり～ 日曜日【１限】
10:30 ～ 12:00

　「まちづくり」と一言でいっても、その内容や活動は様々です。この講座では、ボランティア活動を通して、「まちづくり」に�
どのように地域住民は関わり、活動できるかを考えます。※5/8と 5/22の講義はボランティア体験です。どちらか１回の参加で�
２講義分となりますが、5/8のアジア図書館については、定員が７人のため応募者多数の場合は抽選となります。

１ 4/24 ボランティア入門！ ７ 6/12 観光まちづくりとボランティア

２ 5/8 ボランティアに参加する①  ※現地体験 ( 大阪市東淀川区 ) ８ 6/19 別府温泉のまちづくり

３ 5/15 視覚障がい者の介助方法と、アイマスク体験 ９ 6/26 フランスのワイン観光

４ 5/22 ボランティアに参加する②　※現地体験 ( 西宮市 ) 10 7/3 住民主導の観光まちづくり

５ 5/29 ボランティアを深める！～参加・体験のふりかえり 11 7/10 地域住民参加のまちづくり
−大阪観光大学学生の地域魅力探しの取り組みを事例として−

６ 6/5 企業のまちづくりと社会貢献 12 7/17 グリーンツーリズムを生かした羽曳野市の観光まちづくり
（まとめ）

②東西の道を訪ねて―身近な道から遠大な道まで―　【四天王寺大学特別公開講座】 日曜日【2 限】
13:00 ～ 14:30

　古今東西にはよく知られた道があります。道を知ることによって、私たちは、その土地に根ざした文化と歴史を生き生きと感じ
とることができるようになります。この講座では、「道」や道と関わる宿駅や橋、港などを通して何をどのように見ることができ
るのか、みなさんと楽しみながら学んでいきます。
１ 4/24 「道」を知る楽しみ ７ 6/12 ローマの道②：その分布と形態

２ 5/8 難波の古代の道①：海からのみち、難波津と難波の堀江 ８ 6/19 インカの道①：その成立と展開

３ 5/15 難波の古代の道②：難波大道の背景とその役割 ９ 6/26 インカの道②：その分布と形態

４ 5/22 難波の古代の道③：住吉津・榎津と磯歯津路（しはつみち）の復原 10 7/3 近世の街道：摂河泉を中心に

５ 5/29 アレクサンダーの道 11 7/10 高野街道と三日市宿

６ 6/5 ローマの道①：その成立と展開 12 7/17 「道」を通して見えてくるもの

③村上春樹と１２人のライバルたち 日曜日【3 限】
15:00 ～ 16:30

　ノーベル文学賞候補でありミリオンセラー『１Ｑ８４』で社会現象にもなった村上春樹の文学を、関係の深いライバルたちとの
比較で読み解きます。講師は春樹研究歴20年、近著『村上春樹のエロス』他著作多数刊行しています。

１ 4/24 村上同士の対決（村上春樹 VS 村上龍） ７ 6/12 社会現象となったベストセラー対決
（『ノルウェイの森』VS『セカチュー』）

２ 5/8 阪神間育ちの作家対決（村上春樹 VS 宮本輝） ８ 6/19 ノンフィクション対決
（『アンダーグラウンド』VS カポーティ『冷血』）

３ 5/15 早稲田出身の作家対決
（村上春樹 VS 立松和平、三田誠広） ９ 6/26 カフカ同士の対決

（『海辺のカフカ』VS フランツ・カフカ）

４ 5/22 ノーベル賞候補と受賞者の対決
（村上春樹 VS 川端康成、大江健三郎） 10 7/3 ハルキ VS 名探偵

（VS チャンドラーのフィリップ・マーロウ探偵）

５ 5/29 国民文学と呼ばれた作家の対決
（村上春樹 VS 司馬遼太郎） 11 7/10 ハルキ VS ギャツビー

（VS フィッツジェラルド『グレート・ギャツビー』）

６ 6/5 ハルキ VS ハルヒ
（村上春樹 VS 谷川流『涼宮ハルヒ』） 12 7/17 ハルキ VS カラマーゾフ

（VS ドストエフスキー『カラマーゾフ』

④放送進化論 ～いつも時代の中心にいるのは「テレビ」です。～ 　【大阪芸術大学提携講座】 水曜日【1 限】
10:30 ～ 12:00

　2011年 7月、遂に日本のテレビ放送の完全地上デジタルが施行されます。そのことで一気に「放送と通信の融合」が加速します。
果たしてそれは私たちの生活にどんな変化をもたらすのでしょうか。公共放送の番組づくりから民間放送の制作の現場、そしてア
ナウンサーの仕事からＴＶコマーシャル制作の裏話まで放送学の楽しさを多角に学んで行きましょう。
１ 4/20 放送進化論／講座開講にあたって ７ 6/8 街はメディアだ／タウンウォッチング

２ 4/27 テレビ・ラジオ放送のあゆみ ８ 6/15 ニュースの価値判断（メディアリテラシー）

３ 5/11 探偵ナイトスクープのプロデューサーがやって来た ９ 6/22 ドラマ制作の現場から

４ 5/18 なぜ地デジ？あと２ヶ月 10 6/29 シナリオ企画の魅力

５ 5/25 「詩」の魅力と美しい言葉 11 7/6 標準語から共通語へ　アナウンサーの仕事

６ 6/1 おもしろテレビ放送の仕組み 12 7/13 放送学科と芸大テレビ制作の現場

⑤－百舌鳥・古市古墳群をより深く知るための－　世界遺産講座 水曜日【2 限】
13:00 ～ 14:30

　世界遺産候補としての百舌鳥・古市古墳群の価値をより深く知るために、百舌鳥・古市古墳群とも共通する東アジア各地の王陵
のすばらしさ、発掘で探る王陵のすがた、市民にとっての世界遺産の価値とは何か、それは世界の人々にどう伝わるのか、さまざ
まな視点から、その第一人者を市外から講師として招き世界遺産を考えます。各地の王陵の貴重な写真や資料にもご期待ください。
※4/22は金曜日、5/10は火曜日の開講ですのでご注意ください。
１ 4/22 世界遺産の見かた ７ 6/8 飛鳥の王陵

２ 4/27 世界遺産の歩き方 - 古市古墳群の大王陵 - ８ 6/15 百舌鳥・古市古墳群発掘史

３ 5/10 世界遺産　秦始皇帝陵 ９ 6/22 河内の大王墓を発掘する

４ 5/18 世界遺産　高句麗古墳群 10 6/29 東アジアの王陵と百舌鳥・古市古墳群

５ 5/25 世界遺産　新羅王陵 11 7/6 世界遺産としての百舌鳥・古市古墳群

６ 6/1 世界遺産　朝鮮王陵 12 7/13 世界が見る百舌鳥・古市古墳群
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⑥歌と芸能から見る江
ご う

の時代　　　　　　　　　　　　 　【大阪教育大学提携講座】 水曜日【3 限】
15:00 ～ 16:30

　2011年放送のＮＨＫ大河ドラマ「江 -姫たちの戦国」で描かれる時代は戦国時代末期から江戸時代初期に当たります。この時
代は社会が動乱から安定に移行する時期で、人々が愛唱した流行歌や熱狂した芸能にも大きな特色が見られます。それらをもとに
当時の人々の人生観について考えます。
１ 4/20 江 ( ごう ) の時代 ７ 6/8 隆達節の世界②

２ 4/27 『閑吟集』の世界① ８ 6/15 幸若舞 ( こうわかまい ) の世界

３ 5/11 『閑吟集』の世界② ９ 6/22 能楽の世界

４ 5/18 『宗安小歌集』の世界 10 6/29 初期歌舞伎踊の世界

５ 5/25 『美楊君 ( びようくん ) 歌集』と室町小歌の世界 11 7/6 説経節と浄瑠璃の世界

６ 6/1 隆達節の世界① 12 7/13 歌と芸能から見る人生観

⑦日本映画のたのしみかた　　　　　　　　    　　　     　　　　【学長企画講座】 土曜日【1 限】
10:30 ～ 12:00

　日本映画に再び注目が集まっています。その魅力を無声映画にさかのぼって振り返り、各時代の名作を実証的に鑑賞します。

１ 4/23 日本映画通史 ７ 6/11 娯楽映画の多面性 -3 つの細雪をみる その 2-

２ 5/7 無声映画時代 - 日本映画のふたつの系列『十字路』『爆弾花嫁』- ８ 6/18 世界のクロサワ -『用心棒』その 1-

３ 5/14 トーキーの誕生 -『マダムと女房』『モロッコ』『雨に唄えば』- ９ 6/25 世界のクロサワ -『用心棒』その 2-

４ 5/21 社会への挑戦 -『祇園の姉妹』その 1- 10 7/2 芸道ものあれこれ -『残菊物語』など -

５ 5/28 社会への挑戦 -『祇園の姉妹』その 2- 11 7/9 谷崎潤一郎と若尾文子 -『卍』『刺青』-

６ 6/4 娯楽映画の多面性 -3 つの細雪をみる その 1- 12 7/16 宝塚映画と小津安二郎 -『小早川家の秋』-

⑧リーマンショック後の世界情勢と日本の経済社会  　　　　 【阪南大学提携講座】 土曜日【2 限】
13:00 ～ 14:30

　2008年9月のアメリカを震源とする世界的金融危機は、日本経済にも大きな打撃を与えました。本講座では、バブル崩壊以後「失
われた20年」といわれる日本経済の動向や課題について、多面的な角度からアプローチを試みるとともに、リーマンショック後
の最近の変化する世界情勢の中で、広く日本の経済や社会生活の諸問題に対して活路や再生の途を探っていきます。
１ 4/23 世界的金融危機と日本の不況 ７ 6/11 中国経済の膨張と日本経済

２ 5/7 ゲーム理論で考える経済問題 ８ 6/18 自動車産業の再編からみた日本経済

３ 5/14 繰り返される金融危機 ９ 6/25 少子化のゆくえ−その解決策は？−

４ 5/21 為替で読み解く日本経済 10 7/2 デフレーションと市民生活

５ 5/28 東南アジア経済の変容−日本のチャンスと課題− 11 7/9 人材育成を図るうえでの学校の役割と課題

６ 6/4 経済からみる日本と南アジアの関係 12 7/16 転換期にある日本の河川政策

⑨“食べもの・飲みもの”から見えてくるもの  　　  【四天王寺大学特別公開講座】 土曜日【3 限】
15:00 ～ 16:30

　世界には文字通りさまざまな“食べもの”や“飲みもの”があります。本講座で取りあげるのはそのほんの一部ですし、なじみ
のないものもあるかもしれません。しかし、それらの“食べもの・飲みもの”について掘り下げて考えてみると、われわれが知っ
ておかなくてはならない大切なことが見えてきます。一緒に学んでみませんか。

１ 4/23 ドネルケバブ ( ドイツ）
トルコ風ファーストフードから見る現代ドイツ社会 ４ 5/21 コーヒー（イスラム圏）:“信仰”と“生活”の間

２ 5/7 コカとコカイン（アンデス＆アマゾン）
異文化理解に向けて ５ 5/28 砂糖（イギリス）: いまに残る大英帝国繁栄の痕跡

３ 5/14 チョコレート（ガーナ）: 甘さと苦さの狭間に生きること ６ 6/4 だし（日本）: おふくろの味は袋 ( インスタント）の味？！

⑩大阪のことば―その歴史と文化―     　　　 【大阪大学 21 世紀懐徳堂提携講座】 木曜日【イブニング】
19:20 ～ 20:50

　大阪のことばをテーマに、“江戸時代の文学作品に現れた大阪方言”、“落語・漫才の大阪ことば”、“現代の大阪方言”という3
つの観点から捉え、その歴史の深さ、空間的広がり、言語としてのヴァイタリティなどについて考察します。
１ 4/28 江戸時代文学に現れた大阪方言 ( １) ～近松と西鶴 ４ 6/16 漫才、喜劇と大阪弁イメージ

２ 5/12 江戸時代文学に現れた大阪方言 ( ２) ～東海道中膝栗毛 ５ 6/30 言語地図でみる大阪弁

３ 6/2 上方と江戸・東京～歌舞伎、落語等 ６ 7/21 現代における大阪弁の変容

小惑星探査機「はやぶさ」のおはなし＆ペーパークラフトきょうしつ ☆はびきの市民大学�公開講座☆

～地球大気圏再突入を見てきました～
日　時：2011年 3月12日（土）　
�　　　　第1部（おはなし）　　　　　10：00～10：45　　
�　　　　第2部（ペーパークラフト）　11：00～11：45
対　象：小・中学生　※小学４年生以下保護者同伴（児童１人につき１人のみ）
参加費：500円（ペーパークラフト込）※保護者無料　※1/13～ 3/5先着順にて受付。
申　込：電話 (072-950-5503)または、来室にてお申し込みください。
定　員：36人　定員になりしだい締め切り。
持参品：はさみ・スティックのり・作品を入れる袋・筆記用具
その他：詳細は、はびきの市民大学事務室までお問い合わせください。

�残席わずか
！！
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆2月14日・28日�㈪�午前中���※要予約
～上記日程以外でも随時受付しています。健康増進課までご連絡ください～

●子宮頸がん検診（受診券・クーポン対象の市民）

※すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで　電話もしくは来所にて受け付けております。
　定員になりしだい締め切ります　電話：956�-�1000（FAXでの申し込みはできません）

　

～「今の生活習慣や食習慣を変えたい！」と
　　　　　　　　思われた方は、ぜひご参加ください～
日　時：3 月 29 日㈫ 13:30 受付 14:00 開始
講　師：羽曳野市医師会　貴志　敏夫 医師
定　員：30 人　　
会　場：保健センター４階大会議室
申　込：健康増進課（保健センター）へ
　　　※必ず事前の申し込みが必要です。

日程 場所 受付時間
2 月 17 日㈭

保健センター
◆ 12:50 ◆ 13:20
   ◆ 13:50 ◆ 14:20  3 月   4 日㈮

ー骨密度測定と歯の健診ー
今年度は残すところあと２回になりました。お見逃しなく！

�※必ず事前に健康増進課にお申し込みください。

日程 場所 受付時間
2 月 28 日㈪ 保健センター  ◆ 12:30

　 　 ◆ 13:10
     　　　◆ 13:503 月 18 日㈮ 陵南の森

Ａ：昭和24・29・34・39・44生まれ

Ｂ：65歳以上

①骨・歯コース（骨密度測定と成人歯科健診）
②骨のみコース（骨密度測定）

①骨密度測定と歯科健診コース
②骨密度測定コース　　　　　　

食事バランスガイド

ーメタボ対策入門講座ー

　

　

ーがん検診のお知らせー
【集団検診でまだ空きがあります】
◆2月8日㈫・3月31日㈭保健センター　　
　申込：平日の9:00〜 17:30（電話または来所）

乳がん・子宮がん受診券をお持ちの方

　4月からは、ピンク
の受診券とブルーのク
ーポン券は使えません。
自覚症状がなく、まだ
受診券やクーポン券を
利用されていない方は
3月までに検診を受け
ましょう。
　今年度のがん検診で
は、10件以上の乳がん
が発見され、すでに治
療を開始されています。

気になる症状があれば検診を待たずに
　　　　　　　　　　　　早く診察を受けましょう。

↑受診券（見本） ↑クーポン券（見本）

　平成22年度はＳ44・39・34・29・24・
19・14年生まれの方が対象です。3月 31
日までなら受診券を使って、実施医療機関で
無料で歯科健診が受けることができます。
　この機会をぜひ役立ててください！

歯を大切にしてめざせ８０２０！

ー成人歯科健診はもうお済みですか？ー

精密検査！忘れていませんか？

　がん検診で精密検査と言われたら、すみやかに専門の医
療機関で検査を受けましょう！精密検査と言われても、診
察で異常なしといわれることもあります。以前そうだった
からと自分で判断しないで、必ず精密検査を受けましょう。
検査を先延ばしにしてしまうと、病気発見のチャンスを逃
してしまいます。

今年度は実技に『スロージョギング』を取り入れてます！

ーウォーキング講座ー
日　時：3月23日㈬10:00〜 12:00（受付9:30）�
場　所： 峰塚公園　（集合場所：噴水前）
対　象：市民でウォーキングに興味のある方� �
　　　　（ただし運動制限のない方）
持　物：動きやすい服装・運動靴・水分・帽子� �
��������　※警報発令時は中止です。� � �
申　込：健康増進課（保健センター）へ

◆実施開始時期：平成23年4月1日から
◆予防接種内容：�①子宮頸がん予防ワクチン
　　　　　　　　②ヒブワクチン
　　　　　　　　③小児用肺炎球菌ワクチン
◆問   合   せ：�健康増進課（保健センター）　☎956-1000

「子宮頸がん予防ワクチン」「ヒブワクチン」「小児用肺炎球菌ワクチン」
　　　　　　　　の自己負担助成を、平成23年４月からの実施に向け検討しています。
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予防接種
健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9:30～12:00有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9:30～12:00
13:00～17:00

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9:30～12:00寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9:15～12:15
13:00～16:00月 水火

9時45分～10時15分

２
水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13:30～15:00

４

水   HIV抗原・抗体検査 
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9:30～10:00

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成22年10月1日～16日生まれ

平成22年10月17日～31日生まれ

    平成22年11月生まれ

    平成21年7月生まれ

    平成21年8月生まれ

    平成20年8月生まれ

    平成20年9月生まれ

    平成19年8月生まれ

    平成19年9月生まれ

2月22日、23日

3月15日、16日

2月15日、16日

3月8日、9日

2月1日、2日

3月1日、2日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

2月4日

2月25日

3月11日、25日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く　　　　　　　　※松原からの電話は、市外局番からお願いします。

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成22年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

集団接種（受付時間：13:30～ 14:30）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】�

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)

予防接種 日　　時 場　所

ポリオ 2 月
17 日㈭ 青少年児童センター
18 日㈮ ※）陵南の森
21 日㈪ 保健センター

2 月
　4 日㈮

保健センター 3 階
25 日㈮

◆離乳食講習会 ( 保育あり　定員 15 人 ) ◆
　日　時：3月 17日㈭　　
　　　　　13:00〜 15:00
　対　象：4カ月健診受診後から
　　　　�10カ月までの乳児の
�　　　　保護者 (第 1子優先 )
　受講費：無料　　
　会　場：保健センター3階栄養指導室

◆ことばの相談（予約制）◆
　こどもの発音・吃音（どもり）
　や言葉の遅れなどについて
　相談をお受けします。

◆マタニティクッキング（定員 15 人）◆
　日　時：3月 7日㈪　13:30〜 15:00
　対　象：妊婦（初産婦優先）
　受講費：無料
　会　場：保健センター3階栄養指導室

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、母子健康手帳を持って健康増　
　　　�　進課まで取りに来てください。）
予防接種の種類：�百日咳ジフテリア破傷風（DPT）第1期
　　　　　　　　ジフテリア破傷風混合（DT）第2期
　　　　　　　　麻しん風しん混合（MR）第1・2・3・4期
　　　　　　　※日本脳炎　第1期（3歳〜7歳6カ月未満）・第2期
　　　　※） 平成 22 年度は 3 歳になるお子さんには予診票を郵送して
　　　　　　 おります。それ以外の年齢のお子さんで接種を希望される
　　　　　　 方は、健康増進課まで予診票を取りに来てください。

４カ月児健診
と同日実施

BCG

麻しん風しん混合（MR）の予防接種はお済ですか？

　第 2 期・第 3 期・第 4 期の接種期間は平成 23
年 3 月 31 日までです。接種期間を過ぎてしまう
と約 1 万円かかります。まだの方は早めに接種
してください。予診票を紛失された方は、健康増
進課（保健センター）まで取りに来てください。

日本脳炎予防接種について
①�日本脳炎2期（9歳～13歳未満）への接種が可能にな
りました。
②�平成 17年 5月 30日～平成22年 3月 31日までの接
種勧奨差し控えにより、第1期定期接種を受けなかっ
た方で、9歳～13歳未満の方は第1期分を接種出来る
ようになりました。

※�上記の①・②にあてはまる方で接種を希望される方は、母子手帳を
持って健康増進課（保健センター）まで予診票を取りに来てください。

※）2 月 18 日㈮に陵南の森で実施されますポリオの予防接種に
おいて、陵南の森が改修工事中のため、出来る限り別の接種会場
の方へお越しください。

◆マタニティスクール（定員 30 人）◆
　　　　　　　　＜ 3 月コース＞４日間で１コース

開催日時 内容

第１回目
　3 月 3 日㈭

13：00 ～ 15：30

『安産と赤ちゃんのために知りたいこと』
　・ママのお口は大丈夫？歯のお話とお口の中のチェック
　・赤ちゃんとママのための食事や食生活を見直してみませんか？

第２回目
　3 月 10 日㈭

13：00 ～ 15：30

『元気に過ごそうマタニティライフ』
　・お産のための心とからだの準備
　・お答えします！妊娠中の素朴な疑問

第３回目
　3 月 13 日㈰

13：00 ～ 15：30

『家族みんなで迎えよう！新しいいのち』
　・パパ・ママの役割
　・育児レッスン −お風呂の入れ方―（沐浴実習）
　・パパの妊婦体験（マタニティジャケット着用）

第４回目
　3 月 24 日㈭

13：00 ～ 15：30

『赤ちゃんのいる生活ってどんなもの？』
　・赤ちゃんの育て方
　・先輩ママとの交流会

　妊娠中の素朴な疑問や質問、
出産後のいろいろな手続きなど、
たくさんのことを学べます。
　また、同時期の子どもをもつ、
お母さん同士の交流もあり、
もりだくさんの内容ですよ！
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ママさん空手家！４連覇
　昨年 11月 23日 (祝 )、滋賀県立体育館にて行なわれた、
全日本空手道連盟剛柔会第 36回関西選手権大会、形競技 40

歳以上女子の部で、高鷲に在住の葉田理恵さんが見事に優勝

し、４連覇を成し遂げまし

た。空手をはじめたきっか

けは、10年前、息子さん

の稽古を見学しているうち

に興味を持ったからだそう

です。これからも精進され

るとお話くださいました。

街かどから

軟式野球連盟 第 19 回市長旗杯大会結果

「家族愛」～ガンが教えてくれた大切なもの～
　

　　昨年 11月 7日㈰、羽曳が丘小学校体育館にて授業参

観後に教育講演会として「家族愛」をテーマに、高
たか も く よ し ひ こ

杢禎彦

さんのお話しをお伺いしました。高杢さんはチェッカーズ

解散後にガンを患い、内臓が空っぽになる程の 12時間に

およぶ大手術を経験され、その後も壮絶な闘病生活を奥様

と３人のお子様の家族愛に支えられ現在に至っています。

講演はチェッカーズ現役時代のビデオの映像から始まり、

PTA会長の挨拶、そして高杢さ

んの講演。本人の闘病生活のな

か、同じバンドのメンバーも癌

に侵され他界、息子さんの事故

など身近で起こる不幸事に不屈

の精神で立向い、同じ病気で悩

んでいる方々に勇気と希望を与

えられるように現在の講演活動

を続けているとのことでした。

「陵南チーム」が見事優勝！
　

　羽曳野市ゲートボール協会の会
員により構成された「陵南チーム」

が、昨年 11月 27日㈯に開催され

た『第 29回南河内親善ゲートボー

ル大会』に出場し、参加 24チー

ムが熱戦を繰り広げる中、優勝の

輝かしい栄光を手に入れました。

地域活動栄養士会が知事表彰を受賞
　地域活動栄養士会オリーブは昭和 58年に羽曳野市・藤井

寺市在住栄養士により発足しました。当初は市民を対象にし

た料理教室が主な活動でした。現在は夏休みの子ども料理教

室、羽曳野市の健康まつり、依頼を受けた食育活動（大学の

入門演習、老人会、障がい者就労への活動など）が主な活動

内容となっています。会員の

皆様は「28年間の活動を機

に大阪府知事表彰を受けさせ

て頂きました。かけがえのな

い仲間達と共に、今後も地域

住民の食生活に貢献して行き

たいと思っています。」と今後

の抱負を述べられました。

優勝 準優勝
B 級 パックマン ＭＵＩ−ＭＵＩ
C 級 Ａｌｌ Ｊａｐａｎｓ デリシャスモンスターズ

　昨年の 9月 7日
から 11月 7日にか

けて、グレープヒル

スポーツ公園ほかで、

Ｂ級とＣ級の 2クラ

ス 46チームによる、

白熱した熱戦が繰広

げられ、次のチーム

が栄えある栄冠を手

にされました。

全国都道府県対抗中学バレーボール大会
　

　峰塚中学校バレーボール部の足立桃歌さん（3年）が、「第
24回全国都道府県対抗中学バレーボール大会（ＪＯＣジュ

ニアオリンピックカップ）」の大阪府代表として選ばれ、出

場の報告のため、市役所を

表敬訪問されました。この

大会は、全国から選抜され

た選手が集まり、将来のオ

リンピック選手の発掘とバ

レーボール技術の向上を目

的に開催される大会です。

パックマン

Ａｌｌ�Ｊａｐａｎｓ

中学校「税についての作文」で入賞！
　

　南河内納税貯蓄組合主催の作文コンクールで河原城中
学校の 3年生 4人�が、市長賞、教育長賞、南河内納税

貯蓄連合会会長賞（2人）

に選ばれました。

　税金の使い道や納税

の義務について学習し

たことをうまくまとめ

られていました。
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にぎやかな平成 23 年新年互礼会
　

　1月 8日㈯に、LIC は

びきのにて羽曳野市商工

会・羽曳野ライオンズク

ラブ・羽曳野ロータリー

クラブおよび羽曳野市の

共催で新年互礼会を行な

いました。今年の互礼会は工夫

を凝らし「食・遊・観」をテー

マに、昔懐かしい遊びやギャラ

リーカフェ、ビンゴ大会などで

盛り上がりました。

こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
E-Mail kouhou@city.habikino.osaka.jp

街かどから

受賞おめでとうございます！
　

　民生委員児童委員としての多年にわたる活動の功績が認め

られ、岡島和子さんが社会福祉功労者厚生労働大臣表彰を、

小池正明さん全国社会福祉協議会会長表彰を受賞されまし

た。昨年 12月のクリスマスイブに、北川市長へ受賞の報告

に来られました。今後も益々のご活躍を期待しております。

　

　　　　　　　　

 　

悠咲ちゃん
ゆうせい

3825グラムで大きく生れました☆出産は大変だったけどその分
幸せを沢山ありがとう☆笑顔の素敵な悠咲は宝物です☆☆

 　

　　　　 　母親の晴菜さん撮影

　平成22年4月11日生まれ

　　高鷲

  森
もり  　

  平成22年1月13日生まれ

西浦

沙奈ちゃん
さ な

　平成22年5月10日生まれ

高鷲

馬込
まごめ

一樹ちゃん
かずき

楠本
くすもと

　　　　家族みんなの宝物！すくすく元気に育ってね！
　　　　　　　　　　    お父さん＆お母さんより
　　　　　　　　母親のかすみさん撮影

 　

　 我が家のアイドル！元気で優しい子に育ってね!
　　　　   父親の一行さん撮影

 　

柏原羽曳野藤井寺消防組合☆出初式
　

　1月 9日㈰に、大和川河川敷（藤井

寺市内）にて出初式が行なわれました。

低空飛行するヘリコプターから消防庁

長官からのメッセージが投下されるパ

フォーマンスを皮切りに、出初式の見

せ場となる、およそ 40台の消防車な

どからの一斉放水が始まると、観客か

らの歓声が沸き起こりました。今

年 1年、火災などにより、被害を

受ける方が出ないよう、また、全

ての消防関係者に怪我などがない

ように心より祈っております。

第 53 回羽曳野市成人式
　

　第53回羽曳野市成人式が、1月10日(祝 )、はびきのコロ

セアムで行なわれ、大人への第一歩を踏み出した新成人が大

勢の方々から祝福を受けました。男性469人・女性451人の

あわせて920人が参加されました。新成人を代表して松村将

士さんが、誓い

の言葉を力強く

述べました。式

典は新成人の門

出にふさわしく、

厳かにとりおこ

なわれました。
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp 制　度

主な公共施設

      羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

特別障害者手当
対　　象　�20歳以上であって、政令で定める程度の著しく重度の障がいの状

態にあるため、日常生活において常時特別の介護を必要とする方
支給額 　月額 26,440円
支給制限　所得制限あり。施設入所、３カ月を超えて入院しているときは支給
　　　　　されません。
必要書類　認定請求書、認定診断書その他、必要書類は下記までお問い合わ
　　　　　せください。

障害児福祉手当
対　　象　�20歳未満であって、政令で定める程度の重度の障がいの状態に

あるため、日常生活において常時の介護を必要とする方
支給額　月額14,380円
支給制限　所得制限あり。施設入所、障がいを事由とする年金を受けている
　　　　　ときは支給されません。
必要書類　認定請求書、認定診断書その他、必要書類は下記までお問い合わ
　　　　　せください。
※両手当とも、現在受給されている方は申請不要です。
問合せ　福祉支援課　内線1152・1155

２月は「子ども手当」の支給月です
　２月10日㈭に、受給資格者の方の
指定口座に子ども手当を振り込みます。
　振込内容は下記のとおりですので、
ご確認ください。
○平成 22 年 10 月～平成 23 年１月
　分の子ども手当
　（中学校修了までの児童一人につき
����月額13,000円）
問合せ　子育て支援課　
　　　　内線1220･1222

高齢者に所得税・地方税法上の障害者控除対象者認定書を交付します
　65歳以上で身体や精神に障がいがあり、身体障害者手帳の交付を受けていな
いが要介護認定を受けている方は、市長が障がい者に準ずると認めた場合に所得
税や市･府民税の障害者控除を受けられます。申請は市役所高年介護課まで。所定
の基準を満たす方に障害者控除対象者認定書を交付します。
問合せ　高年介護課　内線1361・1394

おむつ代が医療費控除の対象となります
　おむつ代の医療費控除は、要介護認定の「主治医意見書」の内容を確認した市
発行の書類でも認められます。申請は市役所高年介護課まで。（証明書の発行手数
料は無料です）。
対象　○要介護認定を受けており、おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以降の方。
　　　○主治医意見書の記載内容において、寝たきり状態で治療上おむつの使用
　　　　が必要であると認められる方。
問合せ　高年介護課　内線1361・1394

訂正とお詫びについて
　 広 報 1 月 号 P2 の 平 成 22 年
11 月 30 日現在の人口などに誤り
がありました。ご迷惑をおかけし
ましたことをお詫びいたします。
　（正）
　　人口…118,456 人（‐150）
　　　男…56,738 人
　　　女…61,718 人
　　世帯…48,689
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はびきの中学生 study-O
　  ２月・３月実施日程

【２月】５日㈯ ･12 日㈯ ･19 日㈯
　　　   27 日㈰

【３月】６日㈰
��市役所で一緒に勉強しませんか？
��途中参加受付中！�参加費無料。
��受験勉強の場、テスト対策として
��利用するなど、さまざまな場面に
��活用してください。
��詳しくは市ウェブサイトまたは特命���
��プロジェクトチームまで。

　　�（内線 3530・3531・3532）

陵南の森施設　休館のお知らせ
�内装工事により下記のとおり順次休
館いたします。ご協力ください。

【老人福祉センター】　�
　１階全面　１月21日㈮〜２月６日㈰
　２階大広間　
　２月18日㈮�午後�〜�２月28日㈪

【公民館 全館】　
　１月30日㈰〜２月20日㈰
　当センターは施設の屋根改修（工期
３月末）を進めておりますので、当セン
ター（図書館、公民館、老人福祉センター）
ご利用の方は駐車場に限りがあります。
　公共交通機関（循環バスなど）をご
利用ください。
問合せ　陵南の森総合センター　
　☎ 952-2751

市民会館より駐車場の路盤工事による
一時駐車場使用禁止のお知らせ
　市民会館では、駐車場の路盤工事のた
め一時駐車場が利用できなくなります。
　会館ご利用の皆様には不自由をお
かけいたしますがなにとぞ、ご協力の
ほどお願い致します。
　なお工事期間中は工事に伴う騒音
が予想され、また駐車スペースが手狭
になりますので、会館ご利用は公共交
通機関をご利用くださいますようお願
い致します。
工事期間　２月19日㈯〜２月28日㈪
問合せ　市民会館　☎ 958-2311

 市税滞納者から差し押さえた財産のインターネット公売結果　　
 ＜立体駐車機を売却＞
　平成 22年12月に行ないましたインターネット公売の結果をお知らせします。
　市税の滞納者から差し押えた立体駐車機１点を出品しました。愛知県や神奈川
県など全国各地から６件の参加申し込みをいただき、落札されました。
　売却額は、滞納処分費を除き、全額滞納市税に充当します。� � �
� �

１
公売参加
申込日時

　 申込開始　　 平成 22 年 11 月 12 日㈮　13:00

　 申込終了　　 平成 22 年 11 月 24 日㈬　23:00

２ 公売日時
　 入札開始　　 平成 22 年 11 月 30 日㈫　13:00

　 入札終了　　 平成 22 年 12 月  ２ 日㈭　23:00

３ 公売方法 　インターネット公売システムを利用したせり売り
４ 公売場所 　ヤフー株式会社が提供するインターネット公売システム上

５
売却決定
日　   時

　　　　　　平成 22 年 12 月３日㈮　10:00

６   公売結果

入札物件 申込件数 入札件数
見積価格
（円）

公売保証金
（円）

売却価格
決定額（円）

① 立体駐車機 　　　 6            1       280,000         30,000       280,000 
合    計            6            1       280,000         30,000       280,000 

① 立体駐車機

問合せ　税務課滞納整理担当　内線1432・1433

 藤井寺保健所からのお知らせ
  ■藤井寺保健所■ ☎ 955-4181　�����■藤井寺保健所 生活衛生室■ ☎ 952-6165

種　類 日　時
HIV 抗原・抗体検査（HIV 検査
を受ける方は希望により、梅毒、
クラミジア検査が受けられます）
[ 匿名可 ]

毎週水曜日
13:30 ～ 15:00

肝炎ウィルス検査［予約制・無料］
第 2･4 水曜日
9:30 ～ 10:00

医療機関に関する相談［無料］
毎週月～金曜日
9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

【こころの健康相談】
　 ○こころの病気、ひきこもり、認知症、
　　 アルコール依存症など　［予約制］
　 ○「ひきこもり家族交流会」
         「精神障がい者家族教室」　
         ［不定期開催、要事前相談］

種　類 日　時
飲用水 ･ 井戸水検査 ･ 浄化槽放
流水 ･ プール水 ･ 浴槽水検査

［予約制 ･ 有料］

 依頼の際は、
 お問い合わせ
 ください。

腸内細菌検査［有料］ 毎週月～水曜日
9:30 ～ 12:00

寄生虫卵検査［有料］ 毎週月～木曜日
9:30 ～ 12:00

室内のホルムアルデヒド･VOC
測定［予約制 ･ 有料］

 依頼の際は、
 お問い合わせ
 ください。

飼えなくなった犬の引取［有料］
※印鑑をお持ちください。

毎週月・水曜日
9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

※いずれも土、日、祝日は除く　
※詳細は各担当に電話でお問い合わせください。
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お知らせ

環境衛生課よりお知らせ

猫を飼われている方へ
まわりに迷惑をかけないで
　猫のフンや尿などの生活環境被害
の苦情が多く市に寄せられています。

【飼い主の方へお願い】
○フン、尿は自宅の決まった場所
　でさせるようしつけましょう。
○野良猫と間違われないように首
　輪をつけるようにしましょう。
○野良猫などを増やさないために
　も不妊去勢の手術を行なってく
　ださい。
問合せ　環境衛生課　内線2840

犬は正しく飼いましょう。
（飼い犬による事故の防止）
　ルールを守って正しく犬を飼い
ましょう。途中で捨てたりせず、家
族同様に最後まで愛情もって飼い
ましょう。

【次のことを守って事故を防ぎましょう】
●しつけをしっかりとしましょう
●�散歩（運動）をするときは、犬を
十分制御できる人が丈夫な綱
やリードを付けてしましょう。

　また、フンは持ち帰るなど飼い主
　が責任をもって処理しましょう。

【飼い犬が人を噛んだとき】
●飼い主は保健所に必ず咬傷届
　けをしてください。
問合せ　環境衛生課　内線2840　
　大阪府藤井寺保健所��☎�952-6165

平成 23 年度　羽曳野市立小・中学校講師希望者登録のお知らせ
　平成 23年度から羽曳野市内の公立学校で、講師としての勤務をご希望されてい
る方は、ぜひ登録してください。　
　ただし、登録された方がすぐに採用されるわけではありません。
申込・問合せ　市役所教育委員会学校教育課へ履歴書を持参もしくは郵送。
　〒583-8585　誉田４丁目１番１号　教育委員会学校教育課宛て　内線4150

司法書士  日曜無料法律相談の開催
日時　２月６日㈰　10:00 〜16:00
　　　※予約不要
場所　LICはびきの��交流ギャラリー
内容　○不動産・会社登記　
　　　○裁判手続
　　　○成年後見　
　　　○相続・遺言
　　　に関するものです。
問合せ　大阪司法書士会
　　　　☎ 06-6943-6099

第２期羽曳野市地域福祉計画（素案）へのご意見をお寄せください
　市では、現在「第２期羽曳野市地域福祉計画」の策定に向け取り組みを進め
ています。
　今回、この計画の「素案」について市民の皆様のご意見・ご提言を募集します。
【素案の公開】
　○情報公開コーナー（市役所１階）　　○支所　
　○市内各図書館（中央・陵南の森・羽曳が丘・東部・丹比）
　で閲覧できます（各施設の開館日）。市ウェブサイトでもご覧いただけます。
【ご意見等の提出方法など】
　○郵送・持参（〒583-8585　羽曳野市役所福祉総務課�総務企画担当�宛）
　○ファクス（ＦＡＸ 072-958-9152）福祉総務課�総務企画担当�宛）
　○電子メール（メールアドレス　fukushisoumu@city.habikino.osaka.jp�）
　以上のいずれかの方法により、氏名・住所・性別・年齢・電話番号を明記の上、
　提出してください（様式は問いません）。
　※氏名などにつきましては、一切公表いたしません。
【ご意見等の募集期間】
　２月７日㈪〜２月18日㈮まで
【提出いただいたご意見等の検討結果の公表について】
　提出いただきましたご意見などの概要と検討結果の公表については、市役所
のウェブサイトなどにより公表します。
　※提出されたご意見などの取り扱いについては、個別に連絡をしませんので、
　　ご了承ください。
問合せ　福祉総務課�総務企画担当　内線1120・1121

選挙管理委員会の新委員が選出されました
　平成 22年11月29日開催の本市議会第４回定例会において、下記のとおり選
挙管理委員会の新委員が選出されました。また、12月16日開催の選挙管理委員
会において、委員長および委員長代理が決定されました。
　任期は、平成 26年12月15日までです。

� � 　　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　�������������������（選挙管理委員会　内線4610）

職 名 氏 名 住 所

委員長 　　　山口　校司 　　古市６丁目 11 番２号

委員長代理 　　　内本　俊明 　　南恵我之荘６丁目 14 番５号

委　員 　　　西口　昌克 　　野 670 番地

委　員 　　　  森　 弘司 　　駒ヶ谷 662 番地

補充員 　　　松村　美喜子 　　誉田３丁目３番５号

補充員 　　　松本　義敬 　　羽曳が丘４丁目 10 番 10 号

補充員 　　　奥田　博行 　　西浦３丁目 18 番 28 号

補充員 　　　岩尾　  明 　　埴生野 577 番地の 16
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放送大学４月生募集のお知らせ
　放送大学では、平成 23年度第１学期（４月入学）の学生を募集しています。
　放送大学はテレビやラジオの放送を通じて学ぶ遠隔教育の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。
出願期間　２月28日㈪まで。資料を無料で差し上げます。
　お気軽に放送大学大阪学習センターまでご請求ください。☎ 06-6773-6328

温水プール利用料半額キャンペーン
　クリーンピア21では皆様へ感謝の気
持ちを込めて、温水プール利用料半額キ
ャンペーンを実施致します。
　水泳・水中ウォーキングで、健康やリ
ハビリ、体力づくりなどにご利用ください。
　※ウォーキング専用プールを設置しています。
日時　２月２日㈬〜２月28日㈪
　17:00 〜21:00（最終入館は20:00まで）
利用料金

　　大　人　600円�→�300 円
　　中学生　400円�→�200 円
　　小学生　300円�→�150 円
問合せ　柏羽藤環境事業組合　
　クリーンピア21　☎ 975-2580

西名阪自動車道の集中工事を行ないます
「終日車線規制+夜間通行止め」　松原 JCT〜天理 IC　上下線
「終日 IC入口閉鎖」　法隆寺 IC　名古屋方面
  平成 23 年２月28 日㈪～３月12 日㈯�（土曜６:00以降・日曜を除く）
　　おかげさまで西名阪自動車道は、開通40周年を迎えることができました。
　しかし、交通量の増大や車両の大型化に伴って、道路損傷が著しく、緊急的・
　応急的な補修が増加している状況です。
　　安全・安心の確保のため、このたび、「終日車線規制+夜間通行止め、終日 IC
　入口閉鎖（法隆寺 IC�《名古屋方面》）」による集中工事を行なうこととなりました。
　　詳細につきましては、SA・PAなどに設置しておりますリーフレットなどでご確
　認ください。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
問合せ　西日本高速道路㈱　南大阪高速道路事務所　
　　　　☎ 072-955-9581（平日９:00 〜17:00）

「借金返済に困ったときの相談会」開催
　借金問題は解決できます。ひとりで悩まず、まずはお電話を。専門の相談員があ
なたの悩みをお伺いします。
日時　３月13日㈰　13:30 〜16:30　　会場　陵南の森総合センター
実施内容　相談無料　借金返済に困ったときなどの法律相談（大阪司法書士会派
　　　　　遣司法書士）
相談時間　＜法律相談＞�１人45分まで
主催　大阪府多重債務者対策協議会・大阪府自殺対策連絡協議会
申込・問合せ　大阪府「府民お問合せセンター」☎＃8001または06-6910-8001
　電話連絡が困難な方については、大阪府貸金業対策課まで
　ＦＡＸ 06-6944-6736　（２月１日９:00より申し込み受付開始）
　※開催当日のご連絡は、☎ 06-6944-2349まで
　※開催当日は、借金の状況のわかる書類（契約書、領収書、通知など）を持参ください。

　※その他にも「生活の建て直しや就職の悩み、ヤミ金被害の相談もできます。」
　　�日時�３月12日㈯・13日㈰　10:00 〜17:30　場所�エル・おおさか南館12階・10階
　　�問合せ　大阪府「府民お問合せセンター」☎＃8001または06-6910-8001

カセットガスボンベ・スプレーボンベの廃棄について
　寒い季節になり、カセットコンロを使用する機会も多いと思います。
　使用済みのボンベを皆さんはどのように処分されていますか？
　カセットガスボンベやスプレーボンベには可燃性のガスが入っています。最後
まで使い切ってから市販の専用器具で穴を開けて廃棄してください。金槌や釘で
勢いよく穴を開けるとその火花で引火することがあります。
　なお、残ガス排出機構がついているボンベについては、それに従ってください。
　屋内でカセットボンベに穴を開けていたことにより、滞留したガスにストーブ
の火が引火したケース、また穴を開けないまま廃棄され、ゴミ収集車の中で残留
ガスが漏れ、車両火災になったケースもあります。
　ボンベは最後まで使い切り風通しのよい屋外で、穴を開けてから廃棄要領に従
って処分してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （環境衛生課）

第６回　
市長杯はびきの子ども将棋大会
　平成 22年11月28日、青少年児
童センターにて熱戦が繰り広げられま
した。結果は次のとおりです。

クラス 学年 氏名

Ａ級 優勝 ６年 佐々　  肇

Ａ級 ２位 ６年  後藤　健太

Ａ級 ３位 ５年  笠原　聡士

Ｂ級 優勝 ４年  西元　勇樹

Ｂ級 ２位 ２年  後藤　日向

Ｂ級 ３位 ２年  笠原　将生

Ｃ級 優勝 ５年   鄭　  従真

Ｃ級 ２位 ６年  清水　智尋

Ｃ級 ３位 １年  藤井　高吉
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募　集

平成 23 年度
「留守家庭児童会」の児童募集
対�象　本市の小学校に在籍し平成
23 年度に１･２･３年生になり、放
課後保護者が就労などで昼間家庭
にいない児童
場所　各小学校内（※白鳥小学校は
　白鳥児童館内）
期間　４月１日〜平成 24 年３月31日
　月〜金曜日（ただし土曜日は、月に
　一度程度開会予定※祝日・年末
　年始など除く）
入�会のしおり配布場所
　○市役所別館�３階�課外対策　
　○各留守家庭児童会
　○支所
受付　２月５日㈯・６日㈰
　　　10:00 〜15:00　
　　　市役所別館　２階研修室
問合せ　社会教育課　課外対策担当
　内線4500・4510・4520

市教育委員会　嘱託員の募集
　教育委員会が次の職種を募集します。
詳しくは募集要項をご覧ください。
職種　学校図書館司書（若干名）
募集要項　２月１日㈫から配布
　教育総務課（別館３階）
　総合案内カウンター（本館１階）
　人事課（本館３階）
申込　２月７日㈪〜２月14日㈪
試験日　２月20日㈰
　　　�����（教育総務課　内線4111）

登録手話通訳者募集
　平成 23 年４月から登録手話通訳
者として活動できる方。
締切　２月18日㈮
問合せ　福祉支援課��内線1154
�����������ＦＡＸ 957-1238

平成 23 年度　
公立保育園嘱託員の募集について
　嘱託員（保育士・業務員）を募集します。
　受験資格、試験内容などについては、
２月１日㈫から配布する募集要項でご
確認ください。
募集職種および採用予定
�○保育園嘱託保育士、保育園嘱託業務員
�※保育士は保育士資格を有する者ま
　�たは平成 23 年３月末までに資格
　�取得見込の者
��※業務員は調理師資格を有する者
�○採用予定数���保育士　３人程度
　　　　　　　�業務員　４人程度
申込期間　２月１日㈫〜10日㈭
試験日　２月20日㈰
募集要項配布場所　　
　市役所別館�１階　子育て支援課
　市役所本館�３階　人事課
受験申込場所　　　　
　市役所別館�１階　子育て支援課
問合せ　子育て支援課　内線1231

自衛官募集《幹部候補生 一般：技術》
　将来の自衛隊を担う幹部自衛官を
養成するコースです。
受�験資格　日本国籍を有する20歳
以上 26歳未満の者（22歳未満の
者は大卒�※見込み含む）
受付　２月１日㈫〜５月６日㈮
合格発表　
　【1次】６月３日㈮
　【最終】�陸・海　８月５日㈮
　　        空　���９月６日㈫���
その他　身分は特別職国家公務員
　昇給年１回、ボーナス２回、諸手
　当あり、週休２日制、年次休暇（年
　間24日）など
　※細部は下記事務所まで。
問合せ　自衛隊大阪地方協力隊本部
　富田林地域事務所　
　☎ 0721-24-3799・3999

車椅子バスケットボール体験教室募集
　パラリンピック正式種目の車椅子バ
スケットボールを体験や試合をしよう。
　パラリンピック出場の菅原奈緒子
選手の直接指導が受けられます。

日時　２月26日㈯　13:30 〜16:30
会場　堺市立金岡公園体育館
対象　大阪府内に居住する障がい者
　および車椅子バスケットボールに
　興味のある方（障がいあるなしに関
　わらず広く募集します。）
定員　先着50人　
　　　※障がい者の方を優先します。
費用　無料
持物　運動着、体育館シューズ持参。
申込　２月16日㈬�締め切り
問合せ　大阪府障がい者スポーツ振
　興協会（大阪府�自立支援課内）
　☎ 06-6944-9176　
　ＦＡＸ 06-6942-7215

羽曳野市緑の少年団 団員募集
　緑を愛し、守り、育てる心を養うこと
を目的に、さまざまな活動をしている
子どもたちの団体で全国3,851団体、
約 34万人（平成 21年１月１日現在）
が活動しています。
対象　小学校４年生〜中学校３年生
　までの男女
活動内容　自然観察会、緑の募金活動、
　キャンプ、駅前花いっぱい活動など
募集期間　２月28日㈪までに市役所
　みどり公園課まで　内線 2420

陵南の森公民館共催事業
　第21回こどもまつり出店者募集！！
日時　５月15日㈰
場所　陵南の森公民館
　　��（雨天館内にて決行）
資格　店長資格は４歳以上
　　��（小学生未満は保護者同伴）
売値　200円まで（子供対象価格）
申込　締め切り�２月末日
　　　（出店説明会��３月６日㈰）
　※４月の店長会議、前日準備に出席できる方。
問合せ　NPO法人南河内こどもステ
　ーション内　こどもまつり実行委員会
　☎・ＦＡＸ 957-1114
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初心者、シニアの方中心の楽しくわかりやすい「パソコンサークル ステップ」

受講料　１回�900円　テキスト代含む　個別指導　1時間�1,000円（予約制）
定　員　15人　先着順で定員になりしだい締め切らせて頂きます。
持　物　ノートパソコンをご持参ください。（レンタル可、予約制、台数制限あり）
申　込　各講座とも、お電話で受付致します。　
　　　　※講座の詳細などにつきましては、下記までお気軽にお電話ください。
その他　初心者向け　第３期 IT 特別講座　入門編（５回）を開催中です。
　　　　※３月には、「ワード入門講座」（５回）を開催致します。
　　　　初心者の方、パソコンの買い替えで操作に不安のある方は、ぜひご参加
　　　　ください。
問合せ　パソコンサークル�ステップ　山田�智子　☎ 090‐6608‐5799　　
　　　　ブログ�http://pasokonstep.blog.eonet.jp/

日程・場所 時間 内容

入門
２月１日㈫

LIC 小会議室 C
10:00 ～ 12:00 　IT 特別講座　入門編　２回目

実用
２月１日㈫

LIC セミナー室 B

13:00 ～ 15:00 　Excel　実用講座　② new!

個別 15:15 ～ 16:45
　個別指導　110 番　
　① 15:15 ～ 16:15   ② 15:45 ～ 16:45

中級

２月４日㈮
市民会館 ４階 

研修室

10:00 ～ 12:00 　インターネット中級講座　３回目

実用 13:30 ～ 15:30
　インターネット　便利な機能　① new!
　アクセラレータ・アドオンの追加・映像の再生

個別 15:30 ～ 17:00
　個別指導　110 番　
　① 15:30 ～ 16:30　② 16:00 ～ 17:00

入門 ２月８日㈫
LIC 小会議室 B

10:00 ～ 12:00 　IT 特別講座　入門編　３回目

入門 ２月 15 日㈫
LIC 小会議室 B

10:00 ～ 12:00 　IT 特別講座　入門編　４回目

実用
２月 15 日㈫

LIC セミナー室 B

13:00 ～ 15:00 　Word　実用講座　「表作成」① new!

個別 15:15 ～ 16:45
　個別指導　110 番　
　① 15:15 ～ 16:15　② 15:45 ～ 16:45

初級
２月 18 日㈮
市民会館 ２階 
フリールーム

10:00 ～ 12:00 　Word で簡単！ラベル作成

中級 13:00 ～ 16:00
　デジカメ講座　写真の取り込みと加工    new!
　「JTrim」を使用して加工してみよう！

個別 16:00 ～ 17:00 　個別指導　110 番　

入門
２月 22 日㈫

LIC 小会議室 C
10:00 ～ 12:00 　IT 特別講座　入門編　５回目

実用 ２月 22 日㈫
LIC 小会議室 B

13:00 ～ 15:00 　Word　実用講座　「表作成」② new!

初級 15:00 ～ 17:00 　Excel　条件付き書式

みんなで踊ろうジャズダンス
　踊れなくても大丈夫！みんなでいい
汗かきましょう
主催　はびきの障害児者スポーツクラブ
日時　２月26日㈯　９:30〜11:30
場所　西浦体育館
持物　上靴・水筒・タオル
申込・問合せ　朴�☎ 958-4015

防火管理者講習の開催
　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本
部では、柏羽藤火災予防協会主催に
よる防火管理者に関する資格を取得
する防火管理者講習を実施します。
日程　３月10日㈭・11日㈮の両日
申込　２月21日㈪〜25日㈮
　　　９:00〜17:00
費用　受講料��3,500円
問合せ　柏羽藤火災予防協会　
　　　　☎ 958-9940（直通）

大阪菊花会菊花講習会
　大阪菊花会主催の菊づくり講習会
はどなたでも参加できます。
会場　陵南の森総合センター
時間　13:00 〜（第１回のみ総会終了
　後の13:45頃開催予定）
　講習会は無料です。

問合せ　大阪菊花会・花川　
　携帯 090-3275-6360
　みどり公園課　内線 2420

講習日 内　容
 第１回

 ３月６日㈰
総会・大菊乾燥肥料・
培養土作り・盆栽他

第２回
 ４月 10 日㈰

 大菊挿し芽・鉢上げ・摘芯他

 第３回
 ５月 29 日㈰

大菊三枝誘引・大鉢定植・
だるま作り・福助作り他

 （講習会終了後 大菊苗の販売）

 第４回
 ７月 10 日㈰

大菊真夏の管理・柳芽の処置・
肥料追い込み・蕾の選定他

 ７月 31 日㈰ 福助苗販売（陵南の森 藤棚の下）

定期救命講習のお知らせ
　今話題のAED（自動体外式除細動器）の使用方法を含めた応急手当の講習会です。
もしもの時のために、あなたも講習会を受講しませんか。

時間　両日13:30 〜16:30　　費用　無料　
　　受講後に修了証を発行いたします。
　　人数に制限がありますので、必ず電話にて下記までお問い合わせください。
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防署　☎ 958-0119　

日  程 場   所
２月 12 日㈯ 　　　陵南の森 老人福祉センター　 ２階大広間

３月 12 日㈯ 　　　藤井寺市立市民総合体育館      第４会議室
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講　座

陵南の森生きがい情報センター

　受講者一人に対して一人の講師が
専属で親切丁寧に、受講者に合わせ
て講習を最後までご指導します。
　パソコンに不安をお持ちの方でも
気軽に受講できるセミナーで、パソコ
ンのない方はご相談ください。
［ワードの基礎から応用コース］
　文字入力・文書作成・はがき作成・
　表作成・編集・その他
［エクセルの基礎から応用コース］
　データ入力・表作成と表計算・グラ
　フ作成・表計算・関数・家計簿作成・
　その他
［デジカメコース］
　デジカメ写真をパソコンに取り込み、
　アルバムを作成する
［インターネットコース］
　ウェブサイトの見方、検索・メール
　送受信
日時　各コース
　平日　週１回（全５回）２時間

　　①�９:30 〜11:30

　　②12:30 〜14:30��

　　③15:00 〜17:00

�（※デジカメ・インターネットコースは、

　全１回�２時間）

費用　10,000�円テキスト込み
　（デジカメ・インターネットコースは、

　�2,000�円テキスト込み）

会場　陵南の森生きがい情報センター内
問合せ　随時（平日９:30 〜17:00）　
　河内飛鳥UNIC会　（担当：島・佃）

　☎�931-1900

 マンツーマン・パソコンセミナー

「たのしいワード教室」受講者募集 羽曳野 IT サポート会
　文書作成ソフト・ワードのいろいろな編集操作を学びます。文字入力、マウス操作
ができる方を対象としたワンステップアップの講座です。多くのサポータがついてい
ますので、分かりやすいと評判です。

会場　市民会館�４階�研修室　　
定員　14人（応募者多数の場合は、抽選）
対象　20歳以上の市民・市内在勤で初心者の方
費用　1,000円（テキスト代含む）
申�込　往復はがきに、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号（無記入無効）・
　　生年月日を明記し、２月10日㈭必着にて下記住所にご応募ください。
　　　〒583-8585　誉田４-１-１　
　　　羽曳野市役所��市民協働ふれあい課気付　羽曳野 IT サポート会�宛
問合せ　羽曳野 IT サポート会�真銅���☎ 956-2216　携帯 090-8531-6338

講 習 日 時 間 講 習 内 容

３月３日㈭

13:30
～

16:30

  「旅行案内」の作成ー１
  ○ワードのおさらい ○文書作成 、ページ設定 、ワードアート操作

３月 10 日㈭
  「旅行案内」の作成ー２
  ○ワードの各種操作…線、図、クリップアートなどの挿入・作成

３月 17 日㈭

  「旅行だより」の作成
  ○はがき設定 
  ○ワードアート、テキストボックス、写真貼付け、オートシェイプ
　  の挿入・作成

～
「ボランティア パソコン講座」受講者募集（パソコン交流館）
　パソコンは初めてという受講者には、１〜３人につき講師１人が担当します。また、
どの講座も少人数ですので、気軽に質問ができます。
日時　［パソコン入門講座］定員６人　
　　　　　２月８日㈫、15日㈫、３月１日㈫　14:00 〜16:00
　　　［各種カード作成講座］定員６人���
　　　　　２月８日㈫、15日㈫、３月１日㈫���９:30 〜11:30
　　　［エクセル入門講座］定員６人　
　　　　　２月９日㈬、16日㈬、３月２日㈬　９:30〜11:30
 　　　［デジカメ画像処理講座］定員６人　
　　　　　２月９日㈬、16日㈬、３月２日㈬　14:00 〜16:00
　　　�［合成・変形写真入門講座］定員６人
　　　　　２月７日㈪、14日㈪　14:00 〜16:00

会場　市民会館�４階　（第９〜第12会議室）
費�用　１回500円（計1500円または1,000円１回目の講習日に一括してお支払
　　いください。テキスト代込）
申込・問合せ　①パソコン入門講座（初めてパソコンを使われる方）　
　　　②各種カード作成講座　③エクセル入門講座　④デジカメ画像処理講座
　　　⑤合成・変形写真入門講座の５つのコースの内、いずれか１つのコースを
　　　選び、電話で申し込みください。
　　　パソコン交流館　国沢�直史　　☎�956-4197　携帯 090-3725-2528

食とみどり技術センター府民教室
 ～豊かな食とみどりについて
　　　　　　　学んで見ませんか～
第８回「最近のお米を巡る動きについて」
日時　２月18日㈮　13:30〜15:30
費用　無料（申込不要）
場所　食とみどり技術センター
問合せ　食とみどり技術センター
　食の安全研究部　☎ 958-6551
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「ちはや星と自然のミュージアム」
 のイベントのご案内　

【雪の結晶作り】
日時　２月12日㈯　10:30 〜15:00
定員　30人　費用　１人500円
問合せ�ちはや星と自然のミュージアム
　☎ 0721-74-0056

みどりの講習会
春の寄せ植えを楽しもう！
　春の園芸シーズンに先立ち玄関先
を美しく飾るプランター園芸について
学び、寄せ植え実習をします。みなさ
んの力で明るく美しい魅力ある街をつ
くりましょう。
日時　２月22日㈫　陵南の森総合センター
　　　２月24日㈭　モモプラザ
　　　２月25日㈮　石川プラザ
　いずれも13:30 〜15:30（予定）
　※重複しての受講はできません。
費用　1,000円（当日徴収）
定員　各会場 40人
申�込　２月８日㈫より電話またはファク
スにて定員になりしだい受付を終了い
たします。
　ファクスの方は希望会場、氏名、住所、
　電話番号を明記してください。
問合せ　みどり公園課��内線 2420　
　ＦＡＸ 958-8067

　　　　講座募集にあたって
○各講座とも申し込み開始時間の時点で定員を超えた場合は抽選となります。
○ 定員に満たない場合は先着順で、定員になりしだい締め切りとさせていただきます。
○申込は本人が直接講座開催館にて、申し込み願います。
○受講料は講座を欠席されても返金できません。

募生講 受座 講 集（財）羽曳野市施設管理公社

市民会館��☎ 958-2311

MOMOプラザ��☎ 957-5553

丹治はやプラザ��☎ 937-2355

料理教室①②
日時　①第２・４土曜日
　　　②第２・４金曜日
　　　10:00 〜12:00
講師　①網本��かほる氏
　　　②末吉��明美氏
定員　若干名（女性のみ）
費用　２カ月6,000円
申込　市民会館で随時受付

パソコンマスター講座
日時　毎週　月・木・土
　①10:00 〜11:20
　②11:30 〜12:50
　③14:00〜15:20�（木曜のみ）
　④19:30〜20:50�（木曜のみ）
講師　NPO法人きんきうぇぶ
コース　ワード、エクセル、その
　他相談に応じます。
費用　５回6,000円�チケット制��
　（テキスト代�各コース900円）
申込　随時�1階�受付カウンター

丹冶はやこどもまつり
日時　２月19日㈯
　　　10:00 〜12:30
内容　餅つき大会
　昔遊びコーナー
　（けん玉･こま･ヨーヨー･その他）
　当日おしるこサービスあり
費用　小学生以下対象�200円
申込　当日９:30より自由参加
定員　80人

歌声くらぶ
【市民会館】　10:00 〜11:30
　日時　２月８日㈫
【石川プラザ】��14:00 〜15:30
　日時　２月15日㈫
【丹治はや】���14:00 〜15:30
　日時　２月22日㈫
講師　喜多　光三氏
費用　500円
（初回の方は、900円歌集込み）

「今からはじめる老い支度　老後をすてきに生きるための設計図をつくる」
　人生最期のときを自分の望むように準備したりする「終活」が今、話題になっています。
　人生の最後をどのように終えていくか、何を伝えていくかを、今の自分の生き方やお
金の使い方、人間関係を見直していくことがとても大切になっています。
　老いをポジティブにとらえ、これからの人生の設計図を描く方法を学びましょう。
日時　３月17日㈭　13:30 〜16:00　��場所　市役所別館　３階�会議室
費用　参加費　１人�1,000円　　　　��対象　羽曳野市在住・在学・在勤の男女
定員　30人（先着順）　　　　　　　　�講師　吉田��清彦氏
申込　電話で人権推進課まで。　内線1057　

「平成 22 年度 市民セミナー」を 開催します
日時　２月15日㈫��14:00 〜15:30　　場所　市役所�別館３階�会議室
講師　松本�純�氏（親業訓練インストラクター・コミュニケーションアドバイザー）
テーマ　「しつけと虐待、しつけと甘やかしの差を知っていますか？」
　　　　　～子どもに生きる力をつける親のコミュニケーション～　
申込　人権推進課まで電話・ファクス・メールなどで申し込みください。
　　　内線1054　ＦＡＸ 958-8061　E-mail：jinkensuishin@city.habikino.osaka.jp

陵南の森公民館事業
『コーヒータイム（美味しい入れ方）セミナー』
 ～１日の中に、とっておきの
　　　　  　　　くつろぎタイムを～
講師　吉岡�秀泰�氏
日時　２月21日㈪　10:00〜12:00
会場　陵南の森公民館�２階�調理実習室
定員　36人（定員になりしだい締め切り）
費用　500円（申し込み時徴収）
持物　上用ふきん２〜３枚、筆記用具
メニュー　アイスコーヒー
　ホットコーヒー、オリジナルケーキ
申込　２月１日㈫　10:00 〜
　陵南の森公民館事務所
　電話での申込不可
問合せ� 陵南の森公民館
　　　��☎ 952-2751�
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「なかよし作品展」
　南河内地区小・中学校の支援学級
と、大阪府立富田林・藤井寺両支援
学校の児童・生徒の1,000点を越え
る作品一堂に集めた「なかよし作品展」
を開催いたします。
日時　２月16日㈬　９:00〜20:00
　　　２月17日㈭　９:00〜20:00
　　　２月18日㈮　９:00〜15:00
場所　富田林「すばるホール」
　　　３階　展示室
主催　南河内地区小・中学校支援教育研究会
問合せ　学校教育課　内線4161

第15 回くるくるマーケット開催
　リサイクルを目的にしたフリーマーケットを開催します。多数のご来場をお待ちし
ております。
日　時　２月20日㈰��10:00 〜14:00
会　場　はびきのコロセアム　サブアリーナ（雨天決行）
出店ブース　71ブース　　※出店者の募集は１月31日で締め切りました。
問合せ　環境衛生課　内線 2830

里親を考えるつどい
「この子の笑顔を見たいから～
　　　　  知ってください里親家族」
　血のつながらない家族のカタチはさ
まざまですが、子どもの笑顔はみんな
同じです。だんだん家族になっていく。
そんな『里親家庭』を知ってください。
日時　２月20日㈰　13:30〜16:30
場所　富田林市中央公民館
　（近鉄長野線「富田林」下車５分）
内容　
　○講演：野口�啓示�氏（神戸少年の町設長）
　○里親制度説明�など
費用　無料　※どなたでも参加可。
　　　※10人まで保育有（要予約）
主催　大阪里親連合会富田林支部
　（河南つつじ会）
　大阪府富田林子ども家庭センター
申込・問合せ　
　大阪府富田林子ども家庭センター
　☎ 0721-25-1172・ＦＡＸ 0721-25-1173

みなみかわち歴史ウォーク
第３回　世界遺産をめざす古市古墳群、神社仏閣を訪ねて
　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会では、今なお残る歴史をテーマに古墳、
社寺、文化遺産など歴史を訪れるハイキングを行ないます。ぜひ参加してください。�
日　　時　２月27日㈰　集合・受付��羽曳野市役所　９:30〜10:00
　　　　　（近鉄・古市駅より徒歩約10分）
参加方法　参加自由（事前申込不要）　�
費　　用　無料（拝観料などは自己負担）　
そ の 他 　雨天決行　※荒天中止。予備日：３月13日㈰

コ ー ス 　近鉄・古市駅 → 羽曳野市役所（スタート・受付）→ 誉田八幡宮 → 
　　　　　道明寺天満宮 → 允恭天皇陵 → 藤井寺市立図書館（しゅら展示室）　
　　　　　→津堂城山古墳 → 雄略天皇陵 → 陵南の森 → 仲哀天皇陵 → 
　　　　　アイセルシュラホール（ゴール）→ 葛井寺 → 近鉄・藤井寺駅��
　　　　　※徒歩約12㎞

参加特典　参加賞（参加者の中から抽選でプレゼント）
　　　　　完歩賞（シリーズ全３回を完歩した方全員に商品をプレゼント）
問 合 せ 　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会事務局
　　　　　（藤井寺市市民生活部経済観光課内）　☎ 939-1086
　　　　　近鉄大阪イベント係　☎ 06-6775-3566
　　　　　南海テレホンセンター　☎ 06-6643-1005

子どもの声を聴かせて全国キャラバン　チャイルドラインフォーラム
　18歳までの子どものさまざまな悩みの声に耳を傾けるチャイルドラインには、孤
独、孤立の中にある子どもたちの声がたくさん寄せられています。
　子どもの孤立が地域の問題であることをデータや子どもの声などを用いながら伝
え大人に見守られて育ちうる地域社会づくりに向けて考えていくことをめざしフォー
ラムを開催します。
テーマ　子どもたちの豊かな成長をめざして ～わたしたちに求められるサポートと支援～
日時　２月20日㈰��13:00 〜16:00
場所　松原市�ゆめニティプラザ　多目的ホール
内容　１. 基調報告　桜井��智恵子さん（大阪大谷大学教授）他
　　　２.フォーラム「子どもたちの姿」
　　　　　(1)子どものうつ病を中心に医療現場からの報告
　　　　　(2)子どもの少年事件について齊藤��豊治�弁護士からの報告
　　　　　(3)チャイルドラインからの報告
問合せ　子どもの声を聴かせて全国キャラバン実行委員会事務局　
　　　　富田林市人権教育推進協議会　☎ 0721-20-0285

飛鳥川クリーン作戦
　石川クリーン大作戦事業に賛同し、
今年度から飛鳥川でも河川敷の清掃を
実施します。川沿いの道を清掃します
ので、幅広い方の参加をお願いします。
日時　３月６日㈰　８:00〜９:00
　※石川クリーン大作戦の前に終わります。
　　雨天中止。
場所　上ノ太子会場…上ノ太子駅前飛鳥川
　　　駒ヶ谷会場…駒ヶ谷月読橋
持物　清掃しやすい服装
　　※ごみ袋・軍手は用意します。
問合せ　飛鳥川じゃこ取りネットワーク
　事務局　吉村　☎ 956-0722
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こども夢カーニバル　　　　
日時　２月 27 日㈰　10:00 ～15:00
場所　市民会館　２階・３階　※工事中のため、駐車場駐輪場は使えません。
イベント　人形劇・大道芸・沖縄太鼓・手話歌・ミニバイオリンコンサートなど（無料） 
模擬店　たこせん・スマートボール・くじ引き・おでん など（ 50 ～100 円 ）
後援　羽曳野市・羽曳野市教育委員会　 主催　こども夢カーニバル実行委員会
共催　こどもまつり実行委員会
問合せ　NPO 法人南河内こどもステーション　☎ 957-1114

大阪府立近つ飛鳥博物館　平成 22 年度冬季特別展
　「歴史発掘  おおさか」－大阪府発掘調査最新情報－
　大阪府内で近年発掘された注目の遺跡を紹介します。最新の発掘調査成果を通
して、古代の生活や社会について探り、私たちの街、大阪の魅力を再発見してい
ただきたいと思います。
期間　１月 22 日㈯～３月13 日㈰ 　会場　大阪府立近つ飛鳥博物館　特別展示室
開館時間　10:00 ～17:00（入館は 16:30まで）※ 休館日  毎週月曜日
費用　○一般　600 円　 ○ 65 歳以上・高大生　400 円
　　　○中学生以下・障がい者手帳をお持ちの方（介助者を含む）無料
【講演会】　13:30 ～15:00　博物館地階ホール　200人
　２月 20 日㈰「大阪の古代史－今、活気づく－」水野正好氏（奈良大学名誉教授）
　３月６日㈰「羽曳野市峯ヶ塚古墳の再検討」白石太一郎（当館館長）
【おおさかを掘る－最新発掘調査の成果－】
　13:00 ～16:00　博物館地階ホール　200人
　２月６日㈰　「東大阪市八尾市池島 ･福万寺遺跡」、「四條畷市蔀屋北遺跡」、
　　　　　　  「大阪市上町谷窯跡」、「岸和田市衣ヶ谷古墳」、「大阪市難波宮跡」
　２月 26 日㈯　「河内長野市三日市北遺跡」、「茨木市太田遺跡」、
　　　　　　　  「羽曳野市城不動坂古墳」、「八尾市高安古墳群」
　３月13 日㈰　「松原市河合遺跡」、「枚方市九頭神遺跡」、「柏原市河内国分寺跡」、
　　　　　　　 「島本町広瀬遺跡」
※「講演会」、「おおさかを掘る」には当日の入館券または年間パスポートが必要です。

ものづくり企業合同説明会
日時　２月 24 日㈭・25 日㈮
　11:00 ～17:00（予定）
場所　JR 京阪京橋駅　
　ツイン 21 ＭＩＤタワー　20 階
対象　今春卒業者 ･第２新卒者など
　の若年求職者
　（高卒・大卒・専門卒など問いません）
費用　参加費無料
参加企業　
　大阪府下のものづくり企業　
　各日 25 社（延べ 50 社予定）
問合せ　大阪府ものづくり就職支援
　事務局　☎ 0570-033-223

南河内脳卒中フォーラム「脳卒中からの回復を支える」（参加費無料）
　南河内地域では医療機関が連携・協力して「脳卒中になっても安心して医療や
介護が受けられる」地域づくりを行っています。今回は脳卒中からピアニストとして
復帰された山田 忍氏から演奏をまじえた体験談をお話していただけます。
日時　３月５日㈯　12:00 ～16:30　定員　約 360人（当日、直接会場へ）
場所　SAYAKA ホール（大阪狭山市狭山１丁目 875-１） 　
内�容　講演（専門医）、体験談とピアノ演奏、シンポジウム、体操、フリーディスカッション ほか
主催　南河内脳卒中フォーラム実行委員会
問合せ　事務局大阪府富田林保健所　☎ 0721-23-2681

市の木「タチバナ」を植えてみませんか
　「タチバナ」は、古来から由緒ある木
として大切にされてきましたが、今では
ほとんど手に入れることができません。
　そこで、市は誉田八幡宮の「タチバ
ナ」の穂木から育てた苗木を希望者に
有料配布します。
　初夏に白い花を、秋にはかわいい実、
そして1年中青々した緑をお楽しみく
ださい。
対象　市内在住で市内に植樹してい
　ただける方
大きさ　約１メートルの高さ（２年生）
配布数　先着 10人
費用　800 円（頒布時にいただきます）
申込　はがきに「タチバナ希望」
　住所・氏名・電話番号を明記の上、
　誉田４丁目１番１号 市役所みどり公
　園課まで
締切　２月 28 日㈪　
配布日　３月予定
問合せ　みどり公園課　内線 2420
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はびきのコロセアム
2 月の主な行事予定

日 程 会 場 内 容

２日㈬ サブ
アリーナ 卓球連盟　ウーマンリー大会

５日㈯ メイン・サブ
アリーナ

大阪高等学校体育連盟
バスケットボール　新人大会

６日㈰

メイン
アリーナ

大阪高等学校体育連盟
バスケットボール　新人大会

サブ
アリーナ 第 18 回新極真会館南大阪支部交流試合

11 日㈷ メイン・サブ
アリーナ 大阪バスケットボール協会　JBL

13 日㈰ メイン・サブ
アリーナ

羽曳野市民総合体育大会
バスケットボール　（一般）

18 日㈮ サブ
アリーナ

卓球連盟　
レイティング大会  （ラージボール）

20 日㈰ メイン
アリーナ 卓球連盟　クラブリーグ戦

27 日㈰ メイン・サブ
アリーナ

南大阪卒業記念
ミニバスケットボール大会

　第 53 回市民マラソン大会が、平成 22 年 12 月 12 日㈰ 石川スポーツ公園・サイク
ルロードのコースで開催されました。当日は晴天の中 1,134 人が参加し、健脚を競い
合い熱戦を繰り広げました。

第 回市民マラソン大会 一般の部入賞者一覧表

中学生女子の部（3,000 ｍ）

中学生男子の部（5,000 ｍ）

部 門 順 位 名 前 タイム

男子１部
（8,000 ｍ )

優　勝 宮林　真佐海 28 分 59 秒
第２位 福永　剛史 29 分 10 秒
第３位 田中　孝昭 29 分 13 秒

男子２部
（5,000 ｍ )

優　勝 矢吹　芳教 16 分 24 秒
第２位 井上　善博 19 分 14 秒
第３位 西野　勇平 19 分 44 秒

男子３部
（5,000 ｍ )

優　勝 渡邊　桂二 17 分 34 秒
第２位 角島　成徳 18 分 37 秒
第３位 中谷　剛美 18 分 49 秒

男子４部
(3,000 ｍ )

優　勝 野邊　政雄 12 分 46 秒
第２位 佐田　俊彦 12 分 51 秒
第３位 三好　延明 13 分 06 秒

男子５部
(3,000 ｍ )

優　勝 大前　勝 15 分 14 秒
第２位 羽田　修 16 分 11 秒
第３位 薮内　勝 16 分 37 秒

女子１部
（5,000 ｍ )

優　勝 北野　萌 21 分 41 秒
第２位 岡本　真樹子 21 分 46 秒
第３位 立花　みゆき 23 分 10 秒

女子２部
(3,000 ｍ )

優　勝 佐々木　恵美 15 分 21 秒
第２位 東平　美由紀 15 分 58 秒
第３位 山口　裕子 15 分 58 秒

女子３部
(3,000 ｍ )

優　勝 道端　準子 12 分 45 秒
第２位 六津井　博子 13 分 52 秒
第３位 松村　智佳子 15 分 40 秒

女子４部
(2,000m)

優　勝 福山　美代子 10 分 21 秒
第２位 塚本　博子 11 分 12 秒
第３位 吉良　英子 12 分 02 秒

女子５部
(2,000m)

優　勝 大前　寿美 11 分 55 秒
第２位 原口　千鶴子 12 分 55 秒
第３位 光中　トモ子 13 分 31 秒

小学生女子の部（2,000 ｍ）

小学生男子の部（2,000 ｍ）
順 位 名 前 タイム 学 校

優   勝 渡部　裕輝 ７分 17 秒 高鷲南小学校
第２位 河本　拓樹 ７分 24 秒 羽曳が丘小学校
第３位 奥野　紘史 ７分 44 秒 羽曳が丘小学校
第４位 金子　颯汰 ７分 47 秒 羽曳が丘小学校
第５位 松宮　匠吾 ７分 53 秒 古市小学校
第６位 大田　裕生 ７分 56 秒 高鷲北小学校
第７位 中永　丈也 ７分 56 秒 古市南小学校
第８位 宇戸　凌亮 ８分 08 秒 古市南小学校
第９位 堤　大輔 ８分 13 秒 高鷲北小学校

第 10 位 石川　雄麻 ８分 13 秒 高鷲南小学校

順 位 名 前 タイム 学 校

優   勝 北　萌花 ７分 45 秒 羽曳が丘小学校
第２位 中島　紗弥 ７分 49 秒 羽曳が丘小学校
第３位 新　葉瑠香 ７分 50 秒 羽曳が丘小学校
第４位 中川　亜海 ７分 59 秒 羽曳が丘小学校
第５位 角島　朝香 ８分 03 秒 羽曳が丘小学校
第６位 馬場　夏海 ８分 04 秒 羽曳が丘小学校
第７位 井上　蘭 ８分 10 秒 羽曳が丘小学校
第８位 立花　有彩 ８分 33 秒 高鷲小学校
第９位 角田　鈴奈 ８分 40 秒 羽曳が丘小学校

第 10 位 田中　碧乃 ８分 59 秒 西浦小学校

順 位 名 前 タイム 学 校

優   勝 比夫見　将吾 16 分 34 秒 高鷲南中学校
第２位 川村　真弘 16 分 59 秒 高鷲南中学校
第３位 松本　功一 17 分 09 秒 高鷲南中学校
第４位 内藤　裕也 17 分 22 秒 峰塚中学校
第５位 寺田　和司 17 分 31 秒 峰塚中学校
第６位 西永　康平 18 分 12 秒 高鷲南中学校
第７位 丸林　智将 18 分 12 秒 河原城中学校
第８位 前田　涼　 18 分 14 秒 高鷲南中学校
第９位 加藤　祥太 18 分 23 秒 峰塚中学校

第 10 位 正岡　健　 18 分 31 秒 峰塚中学校

順 位 名 前 タイム 学 校

優   勝 早田　優希 10 分 51 秒 峰塚中学校
第２位 松川　文菜 11 分 10 秒 峰塚中学校
第３位 吉住　奈々 11 分 35 秒 高鷲南中学校
第４位 角島　瑞希 11 分 52 秒 峰塚中学校
第５位 田中　亜香里 12 分 20 秒 峰塚中学校
第６位 辻森　真衣 12 分 29 秒 峰塚中学校
第７位 栗田　恵里香 12 分 47 秒 河原城中学校
第８位 八木　沙央理 12 分 54 秒 峰塚中学校
第９位 登　真里奈 12 分 54 秒 高鷲南中学校

第 10 位 石原　彩由香 12 分 58 秒 河原城中学校

小学生の部入賞者一覧表 中学生の部入賞者一覧表

府立高校のグラウンドを開放
　懐風館高校のグラウンドを毎月４回程度（土・日・祝）に一般開放します。
なお、利用に関しては事前に学校施設使用登録が必要になります。
対　　象　原則として市内在住者で編成された社会人チーム
使用期間　５月１日㈰〜平成 24 年３月31日㈯まで
開放施設　グラウンド
使用種目　軟式野球・ソフトボール・サッカー�など
申込期間　２月14日㈪〜３月11日㈮までにスポーツ振興課まで
配布場所　スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館　　
　※学校施設使用団体登録をしていない団体は、１年間学校施設を利用できません。
　※年度の途中登録は受付できませんので、必ず申し込み期間内にお申し込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スポーツ振興課　内線4412）

市立小・中学校施設でスポーツ活動を行うための登録説明会のお知らせ
　市立小学校および中学校の施設を学校教育に支障のない範囲で利用していただ
けます。なお、利用に関しては事前に行う説明会へ参加した上での学校開放利用登
録が必要になります。
説 明 会 �３月４日㈮19:00 〜または、５日㈯10:00 〜のいずれかに要参加。
対　　象　��代表者が市内に在住する成人であり、市内在住・在勤、在学者が10人
　　　　　以上で構成された団体
使用期間　４月１日㈮〜平成 24 年３月31日㈯まで
開放施設　運動場・体育館・プール
説 明 会 �２月１日㈫〜25日㈮に所定の申込書に記入しスポーツ振興課にて受付。
　　　　　※郵送、ファクス可（�FAX�956-7196�）
配布場所　スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館
　※学校開放利用登録をしていない団体は、１年間学校施設を利用できません。
　※年度の途中登録は受付できませんので、必ず説明会に参加してください。
　　　　　　　　　　　　　（スポーツ振興課　内線4412��FAX�956-7196）

陵南の森総合センターの屋根部
分の改修工事完了に伴う運動広場
の使用について
　10月から３月末までの予定で行なっ
ております陵南の森公民館の屋根部分
の改修工事の完了に伴い、４月以降の
予約については通常通りスポーツ施設
予約システムにより行なっていただきま
すようお願いいたします。
　なお、４月分の使用については２月１
日より抽選予約申請が可能となります。
　長期間のご不便にもかかわらずご協
力いただきありがとうございました。
問合せ　スポーツ振興課��内線 4412
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

２月１日 ･ ８日・
15 日 ･22 日 
３月１日㈫ 13:30 ～ 16:30

市役所  １階 市民相談室 開催日の前週の金曜日、９:00 ～専用電話にて先着順で予約を受付
けます。専用電話（☎ 957-4000）
1 日あたり定員８人。相談時間は 20 分。
※初めての相談者を優先とさせていただきます。２月３日 ･17 日・

３月３日㈭ 陵南の森総合センター

行政相談 ９日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所  １階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 18 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館  ３階 会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談
（第１・４水曜日）

２日㈬
13:30 ～ 16:30

市役所  １階 市民相談室（電話・面接） 離婚、介護、子育ての悩み、女性の身体や性に関する悩みなど。
予約は随時受付けます。（☎ 958-1111　内線 1055）23 日㈬ 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈮
［㈷は除く］

10:00 ～ 16:00
※㈬は 15:00 まで

市役所  ２階 消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 958-1111　内線 2780）

障害者生活相談

毎日

［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:30 障害者総合支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関する
ご相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）

９:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）

毎日
［㈯㈰㈷年末年始は除く］

９:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　ＦＡＸ 957-2176）

障害者雇用相談 17 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館  １階 相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談 ４日・18 日㈮ 10:00 ～ 16:00 青少年児童センター 電話でも相談可能。（☎ 952-0032）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1250）

母子家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00 ～ 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1224）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:00
子育て支援センター
ふるいち ・ むかいの

予約不要。直接お越しください。
電話相談はふるいちのみです。 （☎ 958-3308）

総合相談 ２日 ･16 日㈬ 13:00 ～ 16:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接
お越しください。開催日以外でも平日随時受付。

（地域人権協議会　☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

18 日㈮ 14:00 ～ 17:00 羽曳野市市民会館  ３階 第３会議室 まずお電話でご相談ください。（神須学園室生館　☎ 0745-92-5566)

心配ごと相談

東部地域
３日・17 日㈭

13:00 ～ 16:00
市役所別館  ２階 ボランティアセンター

予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆる
ご相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

10 日・24 日㈭
社会福祉協議会 西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30 市役所別館  1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

社会福祉協議会 西部事務所 まずは電話でご相談ください。 （☎ 953-8067）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30 市役所別館  1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 LIC はびきの  １階 市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 15 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所  ４階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着３人。（☎ 958-1111　内線 4710）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 地域就労支援センター

（人権文化センター内）

（☎ 937-0860）または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークインターネット
　サービスによる情報提供もしていますので、ご利用ください。

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他

青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもり等）を専
門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

 ２月の相談の日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp

市民のページ

広 

告

広報担当からのお願い
　個人・個人的な団体やサー
クルの団員募集、催しのお知
らせなどは、掲載を控えさせ
ていただいています。
　ご協力お願いします。

親子ふれ愛（ふろ愛）

　保護者同伴の
子ども（小学生以
下）の市内銭湯
無料入浴デー。
ふれあいを大切に…。
　近所のおじさん、おばさんと同
伴でもいいよ。
※ただし、日曜日が休業の場合は前日
　の土曜日です。

   

２月 ６・13・20・27 日㈰

高年者敬老入浴
　65 歳以上の市民を対象に毎月１回、
市内の公衆浴場において敬老入浴を行
います。入浴時に対象年齢以上である
ことを申し出てから入浴してください。
日時　２月15 日㈫、３月15 日㈫
費用　一人あたり１回100 円
利用できる施設
　古市温泉、紅梅湯、羽曳野温泉
　新高鷲温泉（２月、３月は 14 日㈪）
問合せ　福祉支援課　内線 1211

市民の皆さんの趣味の欄です

 

蒼
天
や　

鼻
歌
も
出
て　

玉
の
春

　
　
　

                       

阪
口　

良
美

 

心
に
も　

ふ
わ
り
い
ち
枚　

冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　

            

池
田　

あ
き
子

 
庭
先
で　

年
始
を
交
わ
す　

小
鳥
た
ち

　
　
　
　

                    

真
室　

京
子

 

あ
ら
た
ま
の　

境
内
会
釈
し　

す
れ
違
ふ

　
　
　
　
　

                 

合
田　

奈
那

 

寝
正
月　

ひ
と
日
鎧
戸　

開
け
ぬ
ま
ま

　
　
　
　

                    
佐
藤　

愛
美　

 

卯
年
な
り　

初
荷
と
な
り
し　

サ
ク
ラ
ン
ボ

　
　
　

                       

杉
村　

三
枝

 

年
明
け
て　

生
気
湧
き
く
る　

八
十
路
か
な

　
　
　
　

                    

川
野
田　

康
生

 

蜘
蛛
の
糸　

朝
露
五
粒　

五
キ
ャ
ラ
ッ
ト

　
　
　

                       

大
鹿　

純
子

　

と
き
め
き
て　

再
度
訪
ね
し　

白
川
郷

　

風
雨
強
く　

雪
鳴
り
も
吹
く

　
　
　
　
　
　

         

篠
田　

明
日
香

冬
雲
の　

重
た
き
影
に　

背
の
寒
し

　

出
会
ふ
霧
氷
に　

よ
ろ
こ
び
も
ら
ふ

　
　

                    

木
村　

あ
つ
子

母
好
き
な　

赤
の
菊
な
り　

手
折
り
し
て

　

妹
と
参
り
て　

年
し
め
く
く
る

　

                       

佐
々
井　

美
南
子

船
島
を　

望
む
火
の
山　

風
強
し

　

武
蔵
小
次
郎　

い
る
か
の
ご
と
し

　
　
　
　

               

島
田　

勝
枝

初
春
の　

は
な
や
か
り
し　

時
は
過
ぎ

　

な
れ
い
し
日
な
り　

一
人
鍋
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

村
上　

孝
子　
　
　
　

き
ら
び
や
か  

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

　

目
を
奪
う  

し
ば
し
の
間  

寒
さ
忘
る
る

　
　
　
　
　
　

          

浅
田　

真
由
美

　俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先
していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電話番号も添えてください。  
※俳句・川柳などにもふりがなをお願いします。
                                    　（あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当

屋根・外壁塗装無料講座
　一級塗装技能士の榎本さんによる外
壁塗装で失敗しないための講座です。
日時　２月８日㈫・14 日㈪・23 日㈬
　10:00 ～12:00
場所　LIC はびきの ３階セミナー室 A
問合せ・主催　大阪ペイントセンター
　http://www.my-painter.com/
　☎ 072-337-0505

裕の会おどります（入場無料）
日時　２月 20 日㈰
　　　開場 12:00　開演 12:30
場所　LIC はびきの　音楽実習室
問合せ　会主 芳柳ゆう　☎ 957-1006

使い道、累計などについては、
市ウェブサイトをご覧ください。

ふるさと納税  ありがとうございます。
椎場　光穗　様
吉村　俊一　様
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市議会だより

−市議会だより　2011.2.1−48

〒583-8585　羽曳野市誉田4-1-1
羽曳野市議会事務局　℡.072-958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp/info/051/index.html

もくじ

平成23年2月号

発行・羽曳野市議会　編集・市議会だより編集委員会発行・羽曳野市議会　編集・市議会だより編集委員会
第４回定例会
議案審議
議案審議表
一般質問
各常任委員会報告
定例会のあゆみ
特別委員会報告
研修会報告
次回定例会日程
土曜議会
編集後記
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す
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す
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意
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坪
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た
。

平
成
22
年
第
４
回
定
例
会
報
告

　
　

一
般
質
問
・
委
員
会
報
告
等

野　中　寺

月 

定
例
会 
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平
成
22
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
22
日

ま
で
24
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
や
幼
稚
園

条
例
な
ど
の
一
部
改
正
、
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
や
各
特

別
会
計
等
の
補
正
予
算
、
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
や

請
願
、
意
見
書
、
決
議
な
ど
25
件
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
14
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
そ
れ

ら
の
内
容
や
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査
内

容
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
審
議
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報                　      告

議  　　　　　案 

案　
　
　
　
　

件

結　

果

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

○
南
河
内
地
域
広
域
行
政
推
進
協
議
会
の
廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
へ
の
加
入
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

諮問

意見書

報告

議提

意見書請願

○
地
方
自
治
法
第
180
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

決議 選挙

○
羽
曳
野
市
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

○
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
早
期
全
面
解
決
を
求
め
る
意
見
書

○
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

○
北
朝
鮮（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）に
よ
る
韓
国
・
延
坪
島
へ
の
砲
撃
に
抗
議
を

　

求
め
る
決
議

○
安
全
管
理
員
配
置
業
務
の
継
続
を
求
め
る
請
願

報
告

選
出

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

採
択（
全
会
一
致
）

一
般
質
問

新
岡
健
志
（
公
明
党
）

●
質
問　

今
後
の
地
域
主
権
を
標
榜
す
る
視

点
で
、
①
南
河
内
地
域
広
域
行
政
推
進
協
議

会
の
総
括
、
②
今
後
の
羽
曳
野
市
の
広
域
施

策
は
、
③
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
政
策
実
行

へ
の
選
択
と
集
中
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
④

自
立
し
た
市
政
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
当
協
議
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
３
次
に
わ
た
る
広
域
行
政
圏
計
画
を
策

定
し
、「
河
内
ふ
る
さ
と
の
み
ち
」
の
ル
ー
ト

選
定
や
拠
点
整
備
事
業
、
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
に
基
づ
く
文
化
会
館
の
整
備
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
、
交
通
網
の
整
備

等
、
定
住
魅
力
の
創
造
や
圏
域
特
性
を
生
か

し
た
機
能
の
広
域
連
携
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
一
定
の
目
標
は
達
し
た
。
②
今
後
の

広
域
施
策
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に
お
い
て

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
へ
の
加
入
が
議
決
さ

れ
、
大
阪
府
に
お
い
て
は
国
民
健
康
保
険
事

業
や
教
員
の
人
事
権
な
ど
広
域
化
が
議
論
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
よ
う
な
広
域
行

政
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し

つ
つ
、
市
域
を
越
え
る
行
政
需
要
や
共
通
課

題
に
対
応
し
、
効
果
的
、
効
率
的
に
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
え
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
広
域
連
携
の
必
要
性
の
観
点

も
含
め
継
続
的
に
検
証
を
行
い
な
が
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
事
業
の
重
要
性
や
緊
急
性
な
ど
に
配
慮
し
、

優
先
的
に
対
応
す
べ
き
課
題
を
的
確
に
把
握

し
た
上
で
適
切
な
施
策
や
事
業
を
選
択
し
集

中
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
検
証
や
見
直
し

を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
市
民
と
の
協

働
の
も
と
に
知
恵
と
工
夫
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
④
国
、
大

阪
府
、
市
町
村
が
対
等
、
協
力
の
立
場
で

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
上

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
権
限
と

財
源
の
移
譲
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

市
民
に
最
も
身
近
な
行
政
と
し
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
本
市
の
個
性
と
特
徴
を

生
か
し
た
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
再
質
問　

都
市
計
画
道
路
八
尾
富
田
林

線
を
羽
曳
野
の
防
災
基
盤
整
備
と
世
界
文

化
遺
産
登
録
を
目
指
す
歴
史
、
文
化
薫
る

ま
ち
づ
く
り
と
の
２
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

も
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

●
市
長　

八
尾
富
田
林
線
に
つ
い
て
は
、

花
街
道
の
提
案
と
か
、
文
化
遺
産
の
ま
ち

と
し
て
の
整
備
と
い
う
形
で
の
提
案
だ
が
、

私
自
身
と
し
て
も
そ
う
い
っ
た
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
夢
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は

同
じ
思
い
を
持
っ
て
今
事
に
当
た
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
当
市
と
し
て
も
積
極
的
に

自
主
的
あ
る
い
は
ま
た
自
立
的
な
活
動
が

行
え
る
よ
う
に
、
有
形
、
無
形
を
問
わ
ず
、

市
民
の
皆
さ
ん
方
に
つ
い
て
は
支
援
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
協

働
で
こ
れ
か
ら
の
羽
曳
野
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　

自
立
し
た
市
政
と
な
る
に
は
自

立
し
た
地
域
、
自
立
し
た
市
民
の
林
立
が

必
要
で
あ
り
、
市
と
地
域
が
と
も
に
足
並

み
を
そ
ろ
え
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
市

長
の
言
わ
れ
る
行
政
と
地
域
住
民
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
地
域

主
権
を
真
に
形
づ
く
る
作
業
へ
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

切
に
期
待
す
る
。

2
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田
仲
基
一　
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
世
界
文
化
遺
産
登
録
運
動
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

　

政
府
は
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会

議
を
開
催
し
、
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世

界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
を
決
定
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
の
審
査
に
向
け
て
数
年
を
か
け
て

環
境
整
備
、
機
運
の
醸
成
に
大
阪
府
も
当
市

も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
理
解
を
求
め
て

い
く
運
動
と
し
て
以
下
の
質
問
を
行
う
。

①
教
育
現
場
で
の
登
録
活
動
の
活
用

●
質
問　

奈
良
市
に
お
い
て
は
奈
良
が
有
す

る
世
界
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
学
校
教
育
が

な
さ
れ
て
い
る
。
当
市
で
は
地
元
の
史
跡
、

歴
史
遺
産
を
活
用
し
た
学
習
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

市
内
小
学
校
３
、４
年
生
に
「
わ

た
し
た
ち
の
は
び
き
の
」
を
配
布
し
て
い
る

が
、
次
年
度
発
行
の
改
訂
版
に
は
世
界
遺
産

候
補
に
上
が
っ
て
い
る
市
内
史
跡
に
つ
い
て

解
説
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
、
世
界

遺
産
候
補
史
跡
の
解
説
冊
子
を
作
成
し
、
各

校
６
年
生
全
員
に
配
布
す
る
予
定
。

②
商
工
業
、
観
光
行
政
と
の
連
携

●
質
問　

新
潟
県
小
千
谷
市
で
は
６
年
前
の

中
越
大
震
災
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

当
時
「
が
ん
ば
れ
中
越
」
の
文
字
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
シ
ー
ル
を
作
製
、
企
業
・
団
体
・

個
人
が
復
興
シ
ー
ル
を
購
入
し
商
品
な
ど
に

貼
り
つ
け
、
全
国
へ
流
通
さ
せ
、
消
費
者
の

方
々
が
そ
れ
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被

災
地
経
済
復
興
、
震
災
の
風
化
防
止
、
復
興

支
援
金
を
多
く
の
方
と
一
緒
に
同
時
に
で
き

る
循
環
型
復
興
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。
こ
の
手
法
を
活
用
し
、
世
界
遺
産
登
録

運
動
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
登
録
活
動

を
支
援
す
る
基
金
を
行
え
る
循
環
型
の
支
援

モ
デ
ル
を
提
案
。

●
答
弁　

市
内
の
事
業
所
な
ど
が
販
売
す

る
商
品
に
貼
る
こ
と
は
産
業
の
活
性
化
や

Ｐ
Ｒ
に
は
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
世
界

文
化
遺
産
の
名
称
を
商
品
に
貼
っ
て
使
用

す
る
に
当
た
っ
て
は
関
係
省
庁
、
関
係
団

体
な
ど
十
分
な
協
議
や
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

③
市
民
公
益
活
動
と
の
連
携

●
質
問　

市
民
公
益
活
動
団
体
情
報
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
を
活
用
し
、
ま
た
市
民
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
場
で
の
広
報
活
動
、
市
民
参

加
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
の
考
え
は
。

●
答
弁　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
登
録
団
体
の

一
団
体
で
は
、
史
跡
案
内
や
講
演
会
の
開

催
、
古
市
古
墳
群
検
定
な
ど
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
今
後
市
民
協
働
の
観

点
か
ら
こ
の
よ
う
な
市
民
活
動
に
対
す
る

活
動
の
支
援
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
で

広
報
活
動
や
各
登
録
団
体
へ
の
呼
び
か
け

な
ど
も
検
討
し
た
い
。

●
総
括
要
望　

日
本
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
遺
産
件
数
は
文
化
遺
産
11
件
、
自

然
遺
産
３
件
の
わ
ず
か
14
件
。
大
阪
府
と

し
て
は
初
め
て
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
数
年

の
頑
張
り
に
よ
っ
て
、
今
後
当
地
の
歴
史

文
化
遺
産
を
永
久
に
世
界
的
な
文
化
価
値

と
し
て
後
世
の
人
々
に
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
現
在
こ

の
場
で
登
録
活
動
を
行
う
私
た
ち
の
責
任

は
世
代
を
超
え
て
重
大
で
あ
る
。
市
民
、

府
民
を
巻
き
込
み
、
国
と
地
方
を
覆
う
閉

塞
感
を
打
破
し
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
よ
う
強
く
要
望
。

●
他
の
要
望　

防
犯
防
災
対
策
と
し
て
、

府
警
、
消
防
と
の
連
携
強
化
、
警
察
官
の

増
員
、
災
害
被
害
者
へ
の
援
助
施
策
、
地

域
防
犯
灯
に
対
す
る
取
り
組
み
強
化
に
つ

い
て
要
望
。

嶋
田
　
丘
（
日
本
共
産
党
）

《
図
書
館
行
政
の
充
実
を
》

●
質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
併
設

さ
れ
て
い
る
３
つ
の
図
書
館
の
業
務
委
託
と

い
う
方
向
性
が
出
さ
れ
た
。
図
書
館
の
役
割

や
図
書
館
行
政
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

●
答
弁　

図
書
館
法
に
う
た
わ
れ
て
い
る
社

会
教
育
の
精
神
に
基
づ
き
、
そ
の
健
全
な
発

展
を
図
り
、
国
民
の
教
育
と
文
化
の
発
展
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
を
支
援
す

る
た
め
欠
か
せ
な
い
知
的
基
盤
を
担
う
重
要

な
施
設
と
考
え
る
な
ら
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
３
館
の
業
務
委
託
化
は
充
実
に
逆
行

す
る
の
で
は
な
い
か
。

●
答
弁　

学
校
園
・
保
育
所
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
等
に
読
書
セ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
お

は
な
し
会
を
森
の
ゆ
う
び
ん
局
で
も
実
施
予

定
で
、充
実
を
図
っ
て
い
る
。
業
務
委
託
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
全
体
の
運
営
と
図

書
館
業
務
を
統
一
的
に
運
営
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
化
を
図

る
も
の
で
、
経
費
の
削
減
に
も
な
る
。

●
質
問　

図
書
館
は
他
館
や
住
民
団
体
と
の

連
携
、
協
力
を
基
礎
と
し
て
、
図
書
館
の
理

念
を
達
成
す
る
施
設
だ
け
に
、
業
務
の
専
門

性
、
習
熟
性
が
必
要
。
業
務
委
託
に
よ
り
せ

っ
か
く
蓄
積
さ
れ
た
専
門
性
や
習
熟
性
が
失

わ
れ
、
現
行
の
運
営
水
準
を
維
持
で
き
な
い

の
で
は
。
ま
た
、個
人
情
報
は
守
れ
る
の
か
。

●
答
弁　

委
託
仕
様
書
で
司
書
資
格
の
あ
る

職
員
の
配
置
を
明
記
し
て
い
る
。
研
修
を
実

施
し
、
仕
事
に
熟
知
し
た
職
員
を
一
定
期
間

配
置
し
て
い
く
。
ま
た
、
仕
様
書
に
は
、
当

然
、個
人
情
報
の
保
護
規
定
を
設
け
て
い
る
。

●
質
問　

経
費
の
削
減
で
は
、
削
減
額
は

ど
う
か
。
図
書
館
運
営
費
は
削
減
さ
れ
続
け

て
い
る
上
に
、
ま
だ
削
減
が
必
要
な
の
か
。

●
答
弁　

年
間
約
１
８
０
万
円
の
削
減
に

な
る
。
経
済
の
落
ち
込
み
か
ら
削
減
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

●
要
望　

経
費
の
削
減
は
年
間
１
８
０
万

円
足
ら
ず
で
あ
る
。
生
涯
教
育
の
重
要
な

施
設
で
あ
る
図
書
館
運
営
は
単
に
コ
ス
ト

面
だ
け
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
事
業
で

あ
る
。
コ
ス
ト
優
先
の
図
書
館
業
務
委
託

方
針
は
、
再
度
考
え
直
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
古
市
図
書
館
の
休
館
や
自
動
車
文

庫
の
休
止
な
ど
の
図
書
館
行
政
の
後
退
に

歯
止
め
を
か
け
、
充
実
に
向
け
、
教
育
行

政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
で

あ
る
。

《
農
業
振
興
策
を
》

●
質
問　

公
共
用
地
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
設
置
目
的
は
何
か
。

●
答
弁　

市
の
保
有
す
る
事
業
用
地
を
暫

定
的
に
活
用
し
、
農
特
産
物
、
生
け
花
等

を
栽
培
す
る
育
苗
施
設
の
整
備
と
雇
用
の

創
出
。

●
質
問　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
食

料
自
給
率
の
低
下
、
農
地
の
荒
廃
、
後
継

者
不
足
な
ど
き
わ
め
て
厳
し
い
。
そ
の
上

に
政
府
は
、
関
税
を
撤
廃
し
、
輸
入
自
由

化
を
め
ざ
す
T
P
P
（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）
へ
の
参
加
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る

農
業
分
野
に
対
し
、
こ
の
チ
ー
ム
が
農
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
後
継
者
づ
く
り
な
ど
、
農

業
振
興
の
道
し
る
べ
と
な
る
よ
う
に
で
き

な
い
の
か
。

●
答
弁　

良
好
な
農
地
や
担
い
手
の
確
保

は
重
要
な
課
題
。
遊
休
農
地
解
消
と
農
業

の
振
興
策
や
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

3
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

　
　
　

《
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

羽
曳
野
市
で
も
保
育
園
に
入
所
で

き
な
い
子
ど
も
が
毎
年
70
人
か
ら
80
人
い

る
。
菅
内
閣
が
打
ち
出
し
た
待
機
児
解
消
策

の
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
基
本

制
度
要
綱
」
で
は
、
＊
保
育
所
と
幼
稚
園
を

一
体
化
し
「
こ
ど
も
園
」
を
つ
く
る
。
＊
保

育
所
の
申
し
込
み
は
事
業
所
と
保
護
者
が
自

己
責
任
で
直
接
契
約
す
る
。
＊
国
の
補
助
金

は
一
つ
に
ま
と
め
、
そ
の
使
い
道
や
制
度
、

施
設
の
基
準
な
ど
を
市
町
村
が
自
由
に
決
め

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
児
童
福
祉
法
に
定
め

ら
れ
た
国
と
自
治
体
の
責
任
に
よ
る
現
行
の

保
育
制
度
を
根
底
か
ら
崩
す
も
の
で
あ
る
。

新
シ
ス
テ
ム
案
へ
の
考
え
と
市
の
今
後
す
す

め
る
保
育
行
政
と
は
。

●
市
長　

新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
国
の
動

向
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。
市
の
保
育
行
政

の
基
本
は
子
ど
も
達
を
安
心
し
て
預
け
ら

れ
、
預
か
れ
る
体
制
と
施
設
が
最
低
条
件
で

あ
る
。
特
に
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
措
置
を
施
し
て
い
る
。　

●
要
望　

国
と
地
方
自
治
体
の
責
任
を
後
退

さ
せ
る
よ
う
な
新
シ
ス
テ
ム
案
に
は
き
っ
ぱ

り
反
対
す
る
こ
と
、
ま
た
計
画
的
な
公
立
保

育
所
の
耐
震
化
や
建
て
か
え
、
認
可
保
育
所

の
建
設
を
す
す
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

《
介
護
保
険
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

２
０
１
２
年
の
制
度
改
定
に
向
け

て
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
＊
国
庫
負

担
を
引
き
上
げ
ず
、
さ
ら
に
保
険
料
を
引
き

上
げ
る
こ
と
。
＊
要
支
援
や
軽
度
の
要
介
護

者
を
介
護
保
険
か
ら
外
す
、
ま
た
は
利
用
料

を
２
割
に
倍
増
す
る
。
＊
施
設
の
２
～
４
人

部
屋
も
月
５
千
円
負
担
。
＊
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
料
の
有
料
化
な
ど
、
高
齢
者
の
生
活
に

大
打
撃
と
な
る
内
容
だ
が
、
羽
曳
野
市
で
の

影
響
は
。
ま
た
保
険
料
は
い
く
ら
に
な
る
の

か
。

●
答
弁　

本
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

に
と
っ
て
負
担
増
を
伴
う
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
悪
影
響
を
与
え
る

の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。
今
後
法
案
の
内

容
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
市
長
会
と
も
連
携

し
必
要
な
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
第
５

期
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て

も
一
定
の
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
準
備

基
金
の
取
り
崩
し
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

介
護
保
険
に
矛
盾
と
困
難
を
も
た

ら
し
た
最
大
の
原
因
は
、
旧
自
公
政
権
が
推

し
進
め
、
民
主
党
が
後
押
し
し
て
き
た
給
付

抑
制
と
国
民
負
担
増
の
構
造
改
革
路
線
で
あ

る
。
意
見
書
内
容
の
見
直
し
を
や
め
さ
せ
、

高
齢
者
の
生
活
と
尊
厳
を
守
る
こ
と
を
第
１

と
し
た
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
を

国
に
要
求
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
第
５

期
に
つ
い
て
は
、
第
１
号
被
保
険
者
に
基
金

を
取
り
崩
し
て
全
部
返
す
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
。

《
し
な
づ
せ
せ
ら
ぎ
の
道
の
改
善
に
つ
い
て
》

●
質
問　

し
な
づ
せ
せ
ら
ぎ
の
道
の
せ
せ
ら

ぎ
は
夏
休
み
の
10
日
間
し
か
流
れ
て
い
な

い
。
機
械
を
修
理
し
子
ど
も
達
の
楽
し
む
期

間
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
が
考
え
は
。

●
答
弁　

整
備
後
約
22
年
が
経
過
し
、
設
備

の
老
朽
化
に
よ
り
抜
本
的
な
修
理
が
必
要
で

あ
る
が
、
財
政
的
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

●
要
望　

抜
本
的
な
改
修
計
画
を
も
っ
て
取

り
組
み
、
当
面
夏
休
み
の
間
だ
け
で
も
水
が

流
れ
る
よ
う
な
対
応
を
強
く
要
望
す
る
。

乙
宗
孝
衞
（
新
生
は
び
き
の
）

《
義
務
教
育
（
中
学
校
）
に
お
け
る
日
本
国

の
主
権
（
領
土
）
の
範
囲
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
》

●
質
問　

歴
史
的
考
察
と
し
て
、
朝
鮮
半
島

の
任
那
日
本
府
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考

え
方
で
教
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

さ
ま
ざ
ま
な
学
説
が
あ
る
が
、
本

市
の
教
科
書
で
は
半
島
南
部
の
伽
耶
・
加
羅
・

任
那
地
方
の
小
さ
な
国
々
は
大
和
王
権
と
の

つ
な
が
り
を
利
用
し
、
百
済
と
新
羅
に
対
抗

し
た
と
の
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
を
説
明
。

●
質
問　

①
北
方
領
土
（
樺
太
、
千
島
列
島

を
含
む
）、
②
竹
島
、
③
沖
ノ
鳥
島
、
④
尖

閣
諸
島
の
取
り
扱
い
は
。

●
答
弁　

教
科
書
で
は
①
北
方
領
土
と
国
境

の
項
で
、
現
在
の
地
図
上
の
国
境
線
や
４
島

は
日
本
の
領
土
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
旧
ソ
連

が
第
二
次
世
界
大
戦
後
不
法
に
占
拠
し
、
現

在
は
ロ
シ
ア
が
引
き
続
き
占
拠
し
て
い
る
な

ど
と
説
明
。②
竹
島
は
排
他
的
経
済
水
域（
Ｅ

Ｅ
Ｚ
）
の
設
定
に
お
い
て
韓
国
と
の
間
に
問

題
が
あ
る
と
記
述
。
③
沖
ノ
鳥
島
は
日
本
の

最
南
端
の
東
京
都
沖
ノ
鳥
島
と
の
記
述
が
あ

り
、
島
（
珊
瑚
礁
）
が
水
没
す
る
と
漁
業
権

と
海
底
資
源
の
採
掘
権
を
失
う
た
め
、
護
岸

工
事
に
着
手
と
解
説
。
④
尖
閣
諸
島
は
特
段

の
説
明
が
な
く
、西
側
に
国
境
線
等
が
記
載
。

な
お
、
文
科
省
は
今
後
、
尖
閣
諸
島
は
日
本

の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
方
針
で
検

討
に
入
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

●
質
問　

地
元
県
、
地
域
の
取
り
組
み
と
し

て
、
北
海
道
で
は
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に

北
方
領
土
問
題
を
理
解
・
継
承
し
て
も
ら
う

た
め
に
教
師
向
け
、
小
学
生
向
け
、
中
学
生

向
け
の
教
育
用
資
料
を
つ
く
り
啓
蒙
し
て
い

る
が
、
当
市
で
は
。

●
答
弁　

領
土
問
題
だ
け
に
特
化
し
た
市
独

自
の
指
導
は
し
て
い
な
い
。

●
要
望　

世
界
遺
産
登
録
を
進
め
て
い
る

古
市
古
墳
群
は
半
島
に
任
那
日
本
府
の
あ

っ
た
時
代
で
あ
る
こ
と
や
、
江
戸
時
代
に

剣
先
船
で
古
市
は
に
ぎ
わ
っ
た
が
、
北
方

領
土
か
ら
北
前
船
で
運
ば
れ
て
き
た
ニ
シ

ン
を
肥
料
と
し
て
河
内
木
綿
を
生
産
し
て

い
た
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
日
本
の
主
権

を
地
域
か
ら
教
え
て
ほ
し
い
。
社
会
科
の

教
科
書
を
読
む
と
、
現
代
に
近
づ
く
ほ
ど

客
観
性
が
薄
れ
て
自
虐
的
な
記
述
が
多
い
。

教
科
書
は
子
供
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え

る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

《
羽
曳
が
丘
幼
稚
園
に
つ
い
て
（
耐
震
診
断

の
結
果
を
踏
ま
え
て
）》

●
質
問　

既
設
場
所
で
の
建
て
か
え
と
移

転
し
て
の
建
て
か
え
と
の
比
較
検
討
に
つ

い
て

●
答
弁　

既
設
場
所
の
場
合
、
手
狭
で
地

盤
に
不
安
が
あ
り
、
改
築
中
の
仮
園
舎
や

２
回
の
引
っ
越
し
が
必
要
で
、
仮
園
舎
建

設
、
地
盤
補
強
、
敷
地
拡
充
の
費
用
が
必

要
。
一
方
移
転
の
場
合
は
適
地
の
確
保
が

課
題
と
な
る
が
、
引
っ
越
し
は
１
回
で
済

み
、
移
転
先
に
よ
り
建
設
用
地
確
保
の
費

用
が
か
か
る
場
合
も
あ
る
が
、
既
存
公
有

地
の
活
用
や
跡
地
の
売
却
・
有
効
活
用
も

で
き
る
。

●
質
問　

移
転
新
築
の
計
画
に
つ
い
て

●
答
弁　

22
年
度
中
に
最
適
な
候
補
地
を

選
定
し
23
年
度
か
ら
基
本
設
計
、
実
施
設

計
に
取
り
組
み
、
順
次
整
備
工
事
に
取
り

組
む
。

●
質
問　

国
に
お
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園

と
幼
稚
園
の
延
長
保
育
に
つ
い
て

●
答
弁　

認
定
こ
ど
も
園
に
か
わ
り
、
こ

ど
も
園
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
推
移
を
見

守
る
。

●
要
望　

こ
の
少
子
化
社
会
で
、
1
小
学

校
区
1
幼
稚
園
で
11
年
の
一
貫
教
育
の
体

制
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
保
育
機
能

を
持
た
せ
た
延
長
保
育
を
幼
稚
園
と
し
て

ど
う
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
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市議会だより

秋
田
栄
一
（
公
明
党
）

《
市
立
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

市
立
図
書
館
は
、
市
民
全
体
の
重

要
な
情
報
文
化
提
供
施
設
で
あ
る
と
と
も

に
、
学
校
図
書
館
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る

教
育
文
化
の
拠
点
と
し
て
の
大
き
な
使
命
を

担
っ
て
い
る
大
変
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
羽
曳
が
丘
、丹
比
、

東
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館

が
羽
曳
野
市
施
設
管
理
公
社
に
業
務
委
託
す

る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
、
ま
た
古
市
図
書

館
の
対
応
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
市
立
図

書
館
に
生
じ
て
い
る
。
①
図
書
館
職
員
の
配

置
体
制
の
現
状
に
つ
い
て
。
②
図
書
館
活
性

化
推
進
計
画
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

●
答
弁　

①
中
央
図
書
館
に
は
職
員
３
名
、

嘱
託
職
員
12
名
、
臨
時
職
員
４
名
、
た
だ
し

２
日
勤
務
の
者
１
名
、
３
日
勤
務
の
者
１
名

の
合
計
19
名
。
う
ち
司
書
資
格
の
あ
る
者
は

17
名
。
陵
南
の
森
図
書
館
に
は
職
員
３
名
、

嘱
託
職
員
８
名
、
臨
時
職
員
３
名
の
合
計
14

名
。
司
書
資
格
の
あ
る
者
は
11
名
と
な
っ
て

い
る
。
羽
曳
が
丘
、
丹
比
、
東
部
の
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
に
は
２
名
ず

つ
、
計
６
名
の
司
書
資
格
の
あ
る
嘱
託
職
員

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー
に
は
１
名
の
司
書
資
格
の
あ
る
嘱
託
職

員
が
お
り
、
以
上
の
よ
う
な
体
制
で
運
営
を

行
っ
て
い
る
。
②
活
性
化
推
進
計
画
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
３
月
に
、
平
成
19
年
度
か

ら
23
年
度
の
５
カ
年
計
画
の
羽
曳
野
市
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
、
子
供
の

読
書
を
行
う
環
境
の
改
善
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
23
年
度
よ
り
各
コ
ミ
セ
ン
の
図
書

館
は
、
施
設
管
理
公
社
に
業
務
委
託
を
行
う

と
い
う
方
向
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。
施
設

管
理
公
社
委
託
後
も
、
各
コ
ミ
セ
ン
の
図
書

館
に
は
司
書
資
格
を
有
す
る
職
員
を
常
時

配
置
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務

の
効
率
化
、
経
費
の
削
減
に
努
め
る
。
中

央
図
書
館
及
び
陵
南
の
森
図
書
館
は
、
地

域
の
東
西
の
中
心
的
な
図
書
館
と
し
て
位

置
づ
け
を
し
、
司
書
資
格
の
あ
る
職
員
の

資
質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
図
書
館
の
充
実
に
努

め
る
。
平
成
20
年
３
月
よ
り
休
館
と
な
っ

て
い
る
古
市
図
書
館
は
、
老
朽
化
が
著
し

い
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
に
古
市
駅
周
辺

に
複
合
施
設
の
整
備
に
向
け
て
早
期
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
複
合
施
設
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
古
市
図
書
室
を
計
画

中
で
あ
り
、
施
設
の
特
徴
か
ら
、
子
供
中

心
の
本
を
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

公
立
図
書
館
の
管
理
運
営
形
態

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
及
び
図
書
館
の

状
況
に
合
わ
せ
て
創
造
さ
れ
る
べ
き
も
の
、

ま
た
多
様
で
あ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
指
定
管
理
者
制
度
や
業
務

委
託
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

司
書
集
団
の
専
門
性
の
蓄
積
、
所
蔵
資
料

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
図
書
館
運
営
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
一

貫
し
た
方
針
の
も
と
で
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
図
書
館
は
事
業
収
益
が
見
込
み

に
く
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
自
治
体

が
住
民
の
生
涯
学
習
を
保
障
す
る
た
め
、

そ
の
経
費
を
負
担
す
べ
き
事
業
だ
。
こ
う

い
っ
た
点
か
ら
、
図
書
館
は
地
方
公
共
団

体
が
設
置
し
、
教
育
委
員
会
に
よ
り
運
営

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
に
よ

り
、
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

今
井
利
三
（
新
生
は
び
き
の
）

《
市
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て
》

●
質
問　

羽
曳
野
市
の
入
札
制
度
で
入
札
金

額
が
横
一
線
で
、
最
後
に
く
じ
引
き
で
決
め

る
自
体
、
問
題
が
な
い
の
か
。

●
答
弁　

制
限
つ
き
一
般
競
争
入
札
及
び
随

意
契
約
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
予
定
価
格

１
３
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事
及
び
50
万
円

以
上
の
建
設
コ
ン
サ
ル
業
務
に
つ
い
て
、
大

阪
府
地
域
市
町
村
共
同
利
用
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
を
用
い
行
っ
て
い
る
。

●
質
問　

工
事
業
者
へ
の
支
払
い
に
つ
い

て
、
今
般
、
施
工
業
者
の
方
は
入
札
資
格
が

あ
っ
て
も
、
大
き
な
工
事
の
入
札
に
参
加
し

に
く
い
と
聞
い
て
い
る
。
建
設
業
者
の
方
は

手
持
ち
金
が
な
く
、
中
間
金
が
な
い
と
、
市

の
前
金
だ
け
で
は
以
前
み
た
い
に
材
料
の
調

達
が
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
契
約
時
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

支
払
い
方
法
は
、竣
工
一
括
払
い
、

前
払
い
、
部
分
払
い
の
３
種
を
も
っ
て
行
っ

て
い
る
。
前
払
い
率
は
請
負
金
額
の
4
0
%

と
し
て
い
る
。
前
払
い
金
の
支
払
い
限
度
は

１
億
３
千
万
円
と
し
、
予
定
価
格
５
億
円
以

上
の
大
規
模
工
事
に
つ
い
て
は
、工
事
規
模
、

内
容
に
よ
っ
て
市
長
が
決
め
る
も
の
と
し
て

い
る
。

●
再
質
問　

当
市
で
は
最
低
価
格
で
入
札
を

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
柔
軟
に
対
応
で
き
な

い
の
か
。

●
答
弁　

本
市
で
は
部
分
払
い
を
補
完
す
る

制
度
と
し
て
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
地
域
の

中
、
小
・
中
堅
建
設
業
者
の
資
金
調
達
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て

創
設
さ
れ
た
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融
資
制

度
を
本
年
９
月
１
日
よ
り
運
営
を
始
め
た
。

●
質
問　

運
転
資
金
の
貸
し
付
け
に
つ
い

て
、
①
当
市
の
独
自
の
融
資
制
度
が
あ
る
の

か
。
②
大
阪
府
の
保
証
協
会
と
当
市
の
取

り
組
み
内
容
は
。

●
答
弁　

①
独
自
の
融
資
と
し
て
、
羽
曳

野
市
小
企
業
融
資
と
羽
曳
野
市
特
別
緊
急

経
営
支
援
資
金
融
資
の
２
つ
が
あ
る
。
羽

曳
野
市
小
企
業
融
資
は
３
０
０
万
円
、
羽

曳
野
市
特
別
緊
急
経
営
支
援
資
金
融
資
は

50
万
円
を
限
度
額
と
し
て
融
資
を
行
っ
て

い
る
。
②
大
阪
府
の
経
営
安
定
対
策
融
資

は
、
限
度
額
８
千
万
円
、
融
資
期
間
は
10

年
以
内
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
融
資
を
受

け
る
の
に
は
保
証
協
会
の
承
認
が
必
要
。

●
要
望　

当
市
の
小
企
業
資
金
融
資
を
利

用
し
や
す
く
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
融

資
制
度
も
市
内
業
者
の
方
に
わ
か
り
や
す

く
啓
発
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

《
教
育
現
場
、
公
共
施
設
の
エ
コ
に
つ
い
て
》

●
質
問　

学
校
耐
震
を
現
在
や
っ
て
い
る

が
、
整
備
時
に
エ
コ
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

●
答
弁　

小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強
改
修

工
事
に
お
い
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
照
明

器
具
を
取
り
か
え
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
も

の
を
利
用
し
て
い
る
。
今
年
度
の
施
設
整

備
に
当
た
っ
て
も
、
断
熱
材
や
熱
交
換
塗

料
等
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。
夏
の
暑

さ
対
策
と
し
て
、
教
室
の
窓
に
支
柱
を
立

て
て
、
ゴ
ー
ヤ
や
ヘ
チ
マ
、
ア
サ
ガ
オ
な

ど
を
植
え
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
さ
ら
に
多
く
の
幼
稚
園
・
小
中

学
校
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

公
共
施
設
の
エ
コ
で
は
、
屋
上
、
壁
面
の

緑
化
を
検
討
、
施
設
周
辺
の
緑
化
の
推
進
、

公
用
車
の
燃
料
使
用
量
の
削
減
な
ど
、
多

項
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
要
望　

公
用
車
は
、
初
期
費
用
は
要
る

が
、
電
気
バ
イ
ク
、
電
気
自
動
車
で
も
い

い
の
で
は
な
い
の
か
。
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若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
来
年
度
の
市
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
》

●
質
問　

世
界
経
済
危
機
は
、
日
本
の
経
済

と
社
会
、国
民
生
活
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、

急
激
な
円
高
の
大
も
と
に
は
日
本
経
済
の
ゆ

が
み
が
あ
る
。
日
本
共
産
党
は
、
国
民
生
活

と
権
利
を
守
り
、
ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。
大
阪
府
で

は
、
橋
下
知
事
が
住
民
福
祉
を
切
り
捨
て
、

大
企
業
に
も
う
け
て
も
ら
う
自
治
体
へ
変
質

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
予
算
編
成
に
か
か

わ
り
国
・
大
阪
府
へ
の
対
応
、
市
の
基
本
的

な
考
え
方
、
地
方
自
治
法
に
示
さ
れ
る
「
住

民
の
福
祉
の
増
進
」
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

●
答
弁　

国
は
、
１
月
下
旬
ご
ろ
に
書
類
を

作
成
し
国
会
に
提
出
。
地
方
財
源
が
明
ら
か

に
な
り
、
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
。

●
市
長　
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
は
第
一

義
的
な
目
的
で
あ
り
、
市
と
し
て
当
然
推
し

進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
「
福
祉
の
増
進
」
と
い
う
立
場
と
、

国
や
府
の
住
民
負
担
や
福
祉
の
切
り
捨
て
に

反
対
し
予
算
編
成
を
つ
く
る
こ
と
を
要
望
。

《
府
営
住
宅
半
減
問
題
の
対
応
に
つ
い
て
》

●
質
問　

府
営
住
宅
半
減
問
題
で
は
自
殺
者

ま
で
出
て
お
り
、
橋
下
知
事
の
も
と
、
公
営

住
宅
の
府
の
責
任
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
府
営
住
宅
の
10
月
の
応
募

倍
率
は
約
30
倍
で
深
刻
な
事
態
。
府
営
住
宅

13
万
８
千
戸
の
う
ち
４
万
５
千
戸
が
募
集
停

止
。
市
の
府
営
住
宅
は
、
22
年
の
３
月
31
日

現
在
、
管
理
戸
数
は
１
６
８
１
戸
、
入
居
は

１
４
６
７
戸
で
、
２
１
４
戸
は
入
居
し
て
い

な
い
。
府
営
住
宅
は
半
減
で
は
な
く
、
81
億

円
の
黒
字
を
生
か
し
増
設
や
家
賃
補
助
の
拡

充
こ
そ
必
要
と
考
え
る
。
府
の
実
情
と
し
て

市
は
ど
う
な
る
の
か
。
府
と
し
て
説
明
会
は

さ
れ
な
い
の
か
。
耐
震
改
修
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

●
答
弁　

府
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

府
営
住
宅
の
将
来
方
向
と
し
て
戸
数
の
半

減
を
目
指
す
と
書
か
れ
て
い
る
。
説
明
会

は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
古
市
住
宅
の
説

明
会
は
、
基
本
設
計
が
で
き
た
段
階
で
示

す
。
古
市
住
宅
以
外
は
、
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
る
。

●
市
長　

現
行
の
戸
数
を
守
る
か
守
ら
な

い
か
は
府
と
協
議
し
見
き
わ
め
た
い
。

●
要
望　

市
と
し
て
現
在
の
管
理
戸
数
は

必
ず
確
保
で
き
る
よ
う
府
に
働
き
か
け
る

こ
と
。

《
憲
法
25
条
に
基
づ
く
路
上
生
活
者
の
対
応

に
つ
い
て
》

●
質
問　

働
い
て
も
生
活
が
出
来
な
い
人

た
ち
は
市
で
は
約
千
人
。
大
阪
の
失
業
率

は
全
国
一
高
く
、
市
で
は
生
活
保
護
を
受

け
る
人
が
ふ
え
、
路
上
で
生
活
せ
ざ
る
を

得
な
い
深
刻
な
人
た
ち
が
い
る
。
憲
法
25

条
で
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有

す
る
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
路
上
生
活
者

の
生
活
保
護
の
対
応
や
市
営
住
宅
の
空
き

家
の
活
用
が
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁　

当
市
に
宿
泊
施
設
が
な
く
、
中
・

南
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
で
、
大
阪
府
社
会

福
祉
協
議
会
に
巡
回
相
談
指
導
業
務
を
委

託
。
市
営
住
宅
４
９
２
戸
の
内
、
約
25
％

が
空
き
家
。
火
災
等
の
罹
災
者
の
み
、
３

ヶ
月
を
限
度
と
し
一
時
入
居
を
認
め
て
い

る
。

●
市
長　

市
が
窓
口
と
し
て
対
応
し
、
受

け
入
れ
先
に
つ
い
て
は
大
阪
府
、
国
が
し

っ
か
り
と
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

●
要
望　

住
居
が
な
い
人
を
対
象
に
し
た

臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
の
活
用
、
火
災
等
の

罹
災
者
の
よ
う
に
市
営
住
宅
の
空
き
家
に

緊
急
的
に
一
時
入
居
が
で
き
る
よ
う
要
望
。

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
W
e
ｂ
図
書
館
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
図
書
館
の
蔵
書
数
、
利
用
者

数
、
貸
出
数
、
ま
た
本
の
破
損
・
修
復
・
紛

失
等
の
被
害
額
は
。
②
公
立
図
書
館
の
利
用

改
善
、
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
W
e
b
図
書

館
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
が
ど
う
考
え
る

か
。
ま
た
そ
の
た
め
の
本
市
の
I
T
環
境
の

状
況
は
。

●
答
弁　

①
平
成
21
年
3
月
末
現
在
で
、

蔵
書
数
51
万
8
9
3
2
冊
。
貸
出
件
数

は
、
個
人
貸
出
数
27
万
４
１
５
６
人
で

89
万
９
２
１
４
冊
、
団
体
貸
し
付
け

３
１
０
５
団
体
で
４
万
１
６
５
８
冊
。
ま

た
、
未
返
却
分
・
蔵
書
点
検
不
明
冊
数
は

１
４
６
９
冊
で
１
４
６
万
９
千
円
の
損
失

額
。
②
W
e
b
図
書
館
は
広
く
普
及
し
て
い

な
い
が
、
技
術
の
進
歩
と
利
点
を
考
慮
す
る

と
、
近
い
将
来
普
及
す
る
と
想
定
さ
れ
、
情

報
収
集
し
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。
Ｉ

Ｔ
環
境
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
サ
ー
バ
ー
や

閲
覧
ソ
フ
ト
な
ど
整
備
の
充
実
が
必
要
。

●
要
望　

今
般
、
初
め
て
W
e
b
図
書
館
の

質
問
を
し
た
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
ア
マ
ゾ
ン
キ
ン

ド
ル
等
、
今
後
飛
躍
的
に
拡
大
を
図
る
と
推

察
。
大
い
に
研
究
検
討
を
重
ね
、
実
施
可
能

な
環
境
作
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、

年
々
先
細
り
で
経
費
は
減
少
す
る
が
、
そ
の

分
司
書
の
配
置
な
ど
質
の
向
上
を
強
く
要
望

す
る
。

《
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
の
セ
ッ
ト

検
診
の
受
診
率
は
。
②
受
診
率
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。
③
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
妊

産
婦
健
診
と
セ
ッ
ト
受
診
で
き
る
体
制
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。
公
明
党
が
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
早
期
承
認
を
実
現
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公

費
助
成
を
粘
り
強
く
主
張
し
続
け
た
結
果
、

今
回
補
正
予
算
に
公
費
負
担
が
実
現
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
子
宮
頸
が
ん
ゼ
ロ
を
目
指
し

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
④

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど

う
か
、
市
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
。

●
答
弁　

①
検
診
の
実
施
は
、
胃
・
肺
・

大
腸
が
ん
の
セ
ッ
ト
検
診
で
年
42
回
実

施
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
セ
ッ
ト
検
診

で
、
年
10
回
実
施
。
受
診
状
況
は
平
成
21

年
度
胃
が
ん
検
診
5
.
9
％
、
肺
が
ん
検

診
6
.
2
％
、
大
腸
が
ん
検
診
6
.
9
％
、

乳
が
ん
検
診
15
.
8
％
、
子
宮
が
ん
検
診

18
.
5
％
。
乳
が
ん
検
診
は
６
カ
所
で
実

施
。
ま
た
、
子
宮
が
ん
検
診
は
７
カ
所
で

実
施
。
②
受
診
率
の
向
上
は
、
受
診
機
会

を
ふ
や
し
広
報
に
掲
載
す
る
等
、
周
知
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
集
団
検
診
は
、
日

曜
日
実
施
や
コ
ミ
セ
ン
等
に
出
向
し
受
診

率
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
医
師
会
や
各

医
療
機
関
の
検
診
啓
発
等
の
協
力
も
あ
り

子
宮
が
ん
検
診
受
診
者
は
、
平
成
21
年
度

は
４
６
７
１
人
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

の
効
果
も
あ
り
倍
増
、
今
年
度
も
昨
年
並

み
の
状
況
。
③
妊
婦
健
診
と
セ
ッ
ト
で
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
妊
婦
健

診
時
に
医
療
機
関
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

勧
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
。

●
市
長　

④
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
同

様
に
３
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
の
方
向
で
、

具
体
的
に
は
23
年
４
月
か
ら
実
施
の
方
向

で
ぜ
ひ
考
え
た
い
。
男
性
の
が
ん
検
診
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
要
望　

数
回
に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た

者
と
し
て
大
変
に
う
れ
し
い
。
平
成
23
年

４
月
か
ら
の
実
施
検
討
の
決
断
、
本
当
に

有
難
い
。
ち
な
み
に
妊
婦
健
診
の
公
費
助

成
府
内
平
均
は
年
間
５
万
円
以
上
で
市
と

し
て
も
府
内
平
均
並
み
の
助
成
額
を
強
く

要
望
す
る
。

●
他
の
質
問　

徘
回
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て

6
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積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
④

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど

う
か
、
市
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
。

●
答
弁　

①
検
診
の
実
施
は
、
胃
・
肺
・

大
腸
が
ん
の
セ
ッ
ト
検
診
で
年
42
回
実

施
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
セ
ッ
ト
検
診

で
、
年
10
回
実
施
。
受
診
状
況
は
平
成
21

年
度
胃
が
ん
検
診
5
.
9
％
、
肺
が
ん
検

診
6
.
2
％
、
大
腸
が
ん
検
診
6
.
9
％
、

乳
が
ん
検
診
15
.
8
％
、
子
宮
が
ん
検
診

18
.
5
％
。
乳
が
ん
検
診
は
６
カ
所
で
実

施
。
ま
た
、
子
宮
が
ん
検
診
は
７
カ
所
で

実
施
。
②
受
診
率
の
向
上
は
、
受
診
機
会

を
ふ
や
し
広
報
に
掲
載
す
る
等
、
周
知
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
集
団
検
診
は
、
日

曜
日
実
施
や
コ
ミ
セ
ン
等
に
出
向
し
受
診

率
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
医
師
会
や
各

医
療
機
関
の
検
診
啓
発
等
の
協
力
も
あ
り

子
宮
が
ん
検
診
受
診
者
は
、
平
成
21
年
度

は
４
６
７
１
人
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

の
効
果
も
あ
り
倍
増
、
今
年
度
も
昨
年
並

み
の
状
況
。
③
妊
婦
健
診
と
セ
ッ
ト
で
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
妊
婦
健

診
時
に
医
療
機
関
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

勧
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
。

●
市
長　

④
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
同

様
に
３
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
の
方
向
で
、

具
体
的
に
は
23
年
４
月
か
ら
実
施
の
方
向

で
ぜ
ひ
考
え
た
い
。
男
性
の
が
ん
検
診
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
要
望　

数
回
に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た

者
と
し
て
大
変
に
う
れ
し
い
。
平
成
23
年

４
月
か
ら
の
実
施
検
討
の
決
断
、
本
当
に

有
難
い
。
ち
な
み
に
妊
婦
健
診
の
公
費
助

成
府
内
平
均
は
年
間
５
万
円
以
上
で
市
と

し
て
も
府
内
平
均
並
み
の
助
成
額
を
強
く

要
望
す
る
。

●
他
の
質
問　

徘
回
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

①
医
療
費
の
一
部
負
担
金
減
免
に
つ
い
て

●
質
問　

病
気
に
な
っ
て
も
医
療
費
が
払
え

ず
、
病
院
に
行
け
な
い
、
必
要
な
薬
も
取
り

に
行
け
な
い
人
が
ふ
え
て
い
る
。
国
民
健
康

保
険
法
第
44
条
は
、
市
町
村
が
特
別
な
理
由

の
あ
る
住
民
に
対
し
て
、
窓
口
で
支
払
う
医

療
費
を
減
額
・
免
除
で
き
る
と
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
医
療
費
の
一
部
負
担

金
減
免
の
基
準
を
新
た
に
示
し
、
減
免
額
の

半
分
を
国
が
負
担
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ

れ
ま
で
の
市
の
実
績
と
今
後
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

平
成
22
年
度
は
申
請
１
件
で
適
用

１
件
だ
っ
た
。
平
成
23
年
度
か
ら
国
の
基
準

に
適
用
で
き
る
よ
う
要
綱
の
改
正
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
特
段
周
知
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
要
綱
の
改
正
が
整
っ
た
段
階

で
こ
の
事
業
が
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
、
広
報
な
ど
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

医
療
費
の
負
担
を
軽
く
し
医
療
を

受
け
や
す
く
す
る
た
め
充
実
す
る
よ
う
要

望
。

②
高
額
医
療
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

●
質
問　

入
院
の
場
合
は
限
度
額
適
用
認
定

証
を
提
示
す
れ
ば
、
窓
口
で
限
度
額
だ
け
支

払
え
ば
済
む
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、

外
来
だ
け
の
場
合
は
ど
う
か
。
同
じ
日
数
入

院
し
て
も
、
月
を
ま
た
ぐ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
月

で
限
度
額
を
払
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
２

つ
以
上
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場
合
、
70

歳
未
満
は
別
会
計
に
な
る
。
70
歳
以
上
と
同

じ
よ
う
に
合
算
す
べ
き
だ
が
ど
う
考
え
る

か
。

●
答
弁　

外
来
で
も
一
定
の
要
件
に
該
当
す

れ
ば
、
窓
口
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
受
領
委

任
払
い
制
度
を
独
自
に
実
施
し
て
い
る
。
月

ま
た
が
り
や
70
歳
未
満
の
取
り
扱
い
は
法
定

事
項
で
、
市
と
し
て
も
課
題
・
問
題
が
あ
る

と
考
え
、
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
く
。

●
要
望　

限
度
額
の
引
き
下
げ
と
と
も
に

医
療
費
の
軽
減
を
国
に
求
め
る
よ
う
要
望
。

③
広
域
化
に
つ
い
て

●
質
問　

現
在
の
取
り
組
み
の
状
況
は
ど

う
か
。

●
答
弁　

来
年
１
月
の
通
常
国
会
に
国
が

高
齢
者
医
療
制
度
の
法
案
を
提
出
す
る
予

定
。
大
阪
府
が
広
域
化
を
推
進
す
る
た
め

の
環
境
整
備
の
方
針
は
年
内
に
策
定
さ
れ

る
予
定
。

●
要
望　

広
域
化
は
市
が
市
民
の
い
の
ち

を
守
る
仕
事
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。

広
域
化
で
な
く
国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め

る
べ
き
。

《
市
内
業
者
の
仕
事
起
こ
し
を
》

●
質
問　

大
き
な
経
済
効
果
が
実
証
さ
れ
、

全
国
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
と
小
規
模
工
事
登
録
制
度
を

実
施
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。
耐
震
補
強

工
事
や
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
状
況

は
ど
う
か
。

●
答
弁　

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
関
係

各
課
と
検
討
を
重
ね
る
。
小
規
模
工
事
登

録
制
度
も
研
究
す
る
。
耐
震
補
強
工
事
や

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
大
手
が
ほ
と
ん
ど

で
市
内
業
者
の
仕
事
起
こ
し
に
は
つ
な
が

っ
て
い
な
い
。

●
要
望　

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
早
急

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
内
業
者
の
声

も
聞
き
、
仕
事
増
や
し
や
技
術
向
上
な
ど

積
極
的
に
応
援
す
る
よ
う
要
望
。

《
生
き
が
い
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
》

●
質
問　

介
護
予
防
と
サ
ロ
ン
の
事
業
内

容
を
市
民
に
広
く
知
ら
せ
、
地
域
の
方
が

気
軽
に
入
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
で
き
な
い

か
。

●
答
弁　

改
善
・
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

●
要
望　

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
の
補
助
金

増
額
や
転
ば
ん
体
操
な
ど
、
介
護
予
防
に

効
果
が
あ
る
市
民
の
取
り
組
み
へ
の
援
助

も
す
べ
き
。

小
田
敏
朗
（
公
明
党
）

《「
買
い
物
弱
者
」
に
つ
い
て
》

●
質
問　
「
買
い
物
弱
者
」
が
多
く
増
え
て

い
る
が
、
現
状
と
認
識
に
つ
い
て

●
答
弁　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
は

７
０
１
３
世
帯
、
75
歳
以
上
の
世
帯
は

１
５
３
３
世
帯
。
問
題
解
決
に
は
関
係
各

課
、
民
生
委
員
児
童
委
員
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
住
民
の
協
力
が
是
非
必
要
。
地
域
福
祉

推
進
委
員
会
で
協
議
、
第
二
期
地
域
福
祉
計

画
の
中
に
反
映
で
き
る
よ
う
研
究
検
討
し
て

い
く
。

●
質
問　
「
買
い
物
弱
者
」
を
減
ら
す
た
め

の
方
策
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

庁
内
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
行

い
、
救
済
と
地
域
の
生
活
に
伴
う
新
た
な
商

工
施
策
と
し
検
討
し
て
い
く
。

●
再
質
問　

具
体
的
な
行
動
指
針
を
示
せ
。

●
答
弁　

関
係
団
体
と
連
携
を
と
り
、
調
査

研
究
を
し
て
い
く
。

●
要
望　

自
治
体
の
責
任
も
大
き
く
問
わ
れ

る
時
代
。対
策
の
準
備
を
早
急
に
願
い
た
い
。

《
保
育
マ
マ
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　

子
育
て
支
援
の
現
状
と
実
態
は
。

●
答
弁　

定
員
数
の
弾
力
化
に
よ
る
最
大

1
2
5
％
の
入
所
措
置
等
に
よ
り
一
定
の
解

消
は
図
ら
れ
た
が
、
大
都
市
圏
を
含
め
全
体

の
保
育
所
待
機
児
童
数
は
、
３
年
連
続
で
増

加
傾
向
に
あ
り
、
今
ま
で
の
子
育
て
支
援
制

度
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

●
質
問　

保
育
マ
マ
を
、
保
育
の
選
択
肢
と

し
て
位
置
づ
け
、
保
育
全
体
の
充
実
を
図
る

べ
き
。
０
歳
児
か
ら
二
歳
児
の
保
育
に
つ
い

て
、
保
育
マ
マ
に
移
行
し
て
は
。

●
答
弁　

今
後
、
国
基
準
の
進
捗
状
況
や
府

内
、近
隣
自
治
体
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

●
再
質
問　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

●
答
弁　

平
成
25
年
度
以
降
に
施
行
さ
れ

る
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
や
保
育

マ
マ
制
度
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
多
様

化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
展

開
を
図
る
。

●
要
望　

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
選
択

で
き
、
待
機
児
童
解
消
と
低
年
齢
児
を
家

庭
的
雰
囲
気
の
中
で
保
育
で
き
る
保
育
マ

マ
事
業
の
育
成
が
必
要
。

《
観
光
産
業
振
興
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
問　
「
観
光
産
業
振
興
計
画
」
策
定
に

つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

23
年
度
早
期
に
庁
内
検
討
会
を

立
ち
上
げ
、
大
阪
府
や
関
係
団
体
と
連
携

し
計
画
の
策
定
を
行
う
。

●
質
問　

観
光
政
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

羽
曳
野
市
の
魅
力
を
活
用
し
、

積
極
的
に
観
光
産
業
振
興
政
策
を
進
め
る
。

●
再
質
問　

庁
内
の
動
き
と
対
応
に
つ
い

て
。

●
答
弁　

個
々
の
事
業
に
つ
い
て
、
個
別

に
推
進
し
て
き
た
。
芯
と
す
る
も
の
が
出

来
て
い
な
い
。

●
再
質
問　

答
弁
に
「
23
年
度
早
期
に
～

策
定
に
向
け
進
め
た
い
」
と
あ
る
が
、「
観

光
産
業
振
興
計
画
」
策
定
の
必
要
性
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

●
市
長　

振
興
計
画
を
早
期
に
立
ち
上
げ

た
い
。
大
阪
府
、
関
係
機
関
と
も
早
期
に

相
談
の
上
、
検
討
会
議
を
政
策
推
進
課
を

中
心
に
設
置
し
た
い
。

●
要
望　

観
光
産
業
振
興
計
画
は
「
観
光

を
柱
と
し
て
様
々
な
事
業
・
産
業
を
盛
り

込
み
、
市
域
や
広
域
に
よ
り
近
隣
市
も
活

性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
」。
認
識
を
新

た
に
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
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金
銅
宏
親
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

《
駒
ヶ
谷
駅
西
広
場
に
つ
い
て
》

●
質
問　

こ
の
計
画
の
今
後
の
予
定
、
周
辺

整
備
に
つ
い
て

●
答
弁　

今
回
の
整
備
で
は
、
駒
ヶ
谷
保
育

園
跡
地
や
南
側
の
道
路
用
地
の
残
地
も
公
園

と
一
体
的
に
整
備
す
る
。
観
光
農
園
の
整
備

場
所
は
、
北
ゾ
ー
ン
に
果
樹
類
を
栽
培
し
、

南
ゾ
ー
ン
に
花
卉
（
か
き
）
類
な
ど
の
栽
培

を
考
え
て
い
る
。
水
路
は
、
浸
水
対
策
と
し

て
既
設
の
水
路
と
は
別
に
保
育
園
用
地
の
中

に
も
う
一
本
水
路
を
設
置
し
、
上
流
側
で
シ

ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
、
ま
た
現
在
の
里
道
を
４

メ
ー
ト
ル
に
広
げ
る
予
定
。
保
育
園
跡
地

は
、
進
入
路
や
駐
車
場
、
ま
た
公
園
へ
と
つ

な
ぐ
歩
行
者
専
用
の
通
路
の
整
備
を
考
え
て

い
る
。
整
備
内
容
案
が
固
ま
れ
ば
、
説
明
会

を
開
催
し
、
地
元
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い

た
い
。

●
質
問　

駅
前
踏
切
の
拡
幅
に
つ
い
て

●
答
弁　

市
長
を
先
頭
に
近
畿
日
本
鉄
道
に

再
三
協
議
、
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
踏
切
拡

幅
や
駅
前
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
引
き

続
き
近
鉄
と
協
議
、
要
望
を
進
め
、
地
域
住

民
や
通
行
者
に
対
す
る
安
全
確
保
の
た
め
の

駅
周
辺
の
道
路
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
あ
わ

せ
て
検
討
す
る
。　

●
要
望　

ブ
ド
ウ
栽
培
の
後
継
者
の
数
も
減

り
、
今
ブ
ド
ウ
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
家
も
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
で
大
変
困
っ
て
い
る
こ
の
地

区
が
、
今
回
の
駅
前
開
発
に
よ
り
、
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
確
信
す
る
。
し
か
し
、
周
辺

整
備
が
整
う
こ
と
が
大
変
重
要
だ
。
将
来
に

わ
た
り
住
民
並
び
に
来
訪
者
の
皆
様
に
喜
ば

れ
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

《
敬
老
祝
金
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　

敬
老
祝
金
条
例
に
基
づ
く
支
給
決

定
時
期
と
支
給
日
に
つ
い
て

●
答
弁　

毎
年
９
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
９
月
15
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
期
間

に
地
域
の
民
生
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得

て
、
対
象
者
の
方
々
の
状
況
把
握
と
地
域
福

祉
の
増
進
も
兼
ね
対
象
者
の
方
へ
、
手
渡
し

を
基
本
と
し
て
支
給
し
て
い
る
。

●
質
問　

百
歳
を
超
え
ら
れ
た
方
だ
け
で
も

敬
老
祝
金
の
支
給
基
準
日
を
９
月
１
日
で
は

な
く
、
誕
生
日
か
誕
生
月
に
変
更
で
き
な
い

の
か
。

●
答
弁　

百
歳
以
上
の
方
々
の
１
年
と
い
う

月
日
は
非
常
に
厳
し
い
事
は
、
十
分
理
解
し

て
い
る
。
し
か
し
、
百
歳
の
方
の
み
の
要
件

を
変
え
る
と
い
う
事
は
、
他
の
年
齢
の
方
々

と
の
不
合
理
が
あ
り
、
整
合
性
に
欠
け
る
。

●
質
問　

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
の
偉
大

さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
百

歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
誕
生
日
な
い
し
誕

生
月
に
羽
曳
野
市
と
し
て
心
か
ら
長
寿
を
お

祝
い
す
べ
く
、
記
念
品
を
市
長
が
直
接
ご
本

人
様
に
会
い
、
市
長
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉

を
つ
け
加
え
、お
渡
し
い
た
だ
け
な
い
の
か
。

●
市
長　

心
温
ま
る
そ
う
い
っ
た
お
祝
い
を

と
い
う
こ
と
は
ぜ
ひ
考
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
例
え
ば
誕
生
日
、
あ
る
い
は
誕
生
月
ご

と
に
訪
問
し
、
お
祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
な
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
今
思

っ
て
い
る
。制
度
は
制
度
と
し
て
実
施
を
し
、

そ
し
て
特
に
百
歳
を
超
え
ら
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、直
接
ま
た
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

お
祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

●
要
望　

市
長
の
気
持
ち
は
よ
く
理
解
で
き

た
の
で
、
実
施
さ
れ
る
時
は
そ
れ
ま
で
に
百

歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
も
遡
っ
て
対
応
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

《
古
市
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
》

●
質
問　

国
道
１
７
０
号
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

整
備
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

国
道
旧
１
７
０
号
お
よ
び
国
道

１
６
６
号
は
羽
曳
野
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
に
基
づ
く
生
活
関
連
経
路
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
整
備
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
富
田
林

土
木
事
務
所
に
お
い
て
今
年
度
よ
り
実
施
さ

れ
、
市
役
所
の
前
面
道
路
西
側
の
歩
道
に
つ

い
て
は
、
既
に
完
了
し
て
い
る
。
白
鳥
交
差

点
か
ら
白
鳥
北
交
差
点
の
区
間
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
こ
の
12
月
中
に
施
工
業
者
が
決
定

し
、
年
明
け
よ
り
整
備
工
事
を
行
い
、
平
成

22
年
度
内
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
質
問　

古
市
駅
東
地
区
の
公
共
施
設
の
統

廃
合
の
今
後
の
方
向
性
は
。

●
答
弁　

古
市
駅
東
地
区
の
公
共
施
設
の
う

ち
、
古
市
図
書
館
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
る
い
ち
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
老
朽
化
が
著
し
く
、
再
整
備

を
検
討
し
て
い
る
。
整
備
の
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
は
、
３
館
の
特
徴
を
合
わ
せ
て
相

乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
、
３
館
の
機
能
を
統
合
し
た
複
合
施
設
と

し
て
古
市
駅
周
辺
の
公
共
施
設
を
活
用
し
て

整
備
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各

施
設
の
機
能
を
損
な
わ
ず
、
効
率
的
で
か
つ

市
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
、
ま
た

環
境
に
も
十
分
配
慮
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
も

の
に
な
る
よ
う
、
庁
内
関
係
課
で
協
議
を
重

ね
て
い
る
。
ま
た
、整
備
時
期
に
つ
い
て
は
、

早
期
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

●
要
望　

地
元
古
市
６
町
の
皆
さ
ん
と
事
前

に
協
議
を
重
ね
、
後
々
問
題
に
な
ら
な
い
場

所
を
で
き
る
だ
け
選
定
し
、
早
い
時
期
の
整

備
に
努
力
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

《
文
化
財
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
市
が
所
有
す
る
文
化
財
は
分
野

別
に
何
点
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

②
保
存
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

①
考
古
資
料
と
し
て
、
市
内
の

古
墳
や
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
、
埴
輪
、

瓦
、
石
器
な
ど
の
出
土
遺
物
が
整
理
箱
に
し

て
約
９
千
箱
分
あ
る
。
古
文
書
で
は
、
市
指

定
文
化
財
の
サ
ク
女
日
記
が
あ
る
。
民
俗
資

料
で
は
、
農
機
具
や
家
具
な
ど
の
民
具
が
約

３
０
０
点
あ
る
。

②
重
要
な
も
の
は
文
化
財
整
理
室
の
倉
庫
で

保
管
す
る
と
と
も
に
、
一
部
を
展
示
、
公
開

し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
考
古
遺
物
と
民
俗

資
料
は
、
埴
生
小
学
校
の
空
き
教
室
と
地
下

倉
庫
で
保
管
す
る
と
と
も
に
、
教
材
と
し
て

の
活
用
を
図
る
た
め
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

●
質
問　

古
市
古
墳
群
関
連
の
出
土
品
等
の

保
存
や
展
示
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
審
査
基

準
等
で
何
か
関
連
は
な
い
の
か
。

●
答
弁　

出
土
品
な
ど
の
動
産
的
文
化
財
の

保
存
状
態
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に
は
審
査

の
対
象
に
な
ら
な
い
と
理
解
し
て
い
る
が
、

出
土
遺
物
は
古
墳
群
を
理
解
す
る
上
で
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
る
。
世
界
遺
産
登

録
へ
の
諸
課
題
の
中
で
、
古
墳
群
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
あ
り
方
は
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
藤

井
寺
市
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、
適
切
な

保
存
、
活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

ち
ゃ
ん
と
し
た
歴
史
資
料
館
が
欲

し
い
。
１
市
で
は
財
政
上
厳
し
け
れ
ば
、
藤

井
寺
市
と
応
分
の
負
担
を
し
、
大
阪
府
に
も

お
願
い
し
て
、
古
市
古
墳
群
の
歴
史
資
料
館

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
他
の
質
問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ

い
て

8
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松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　

ひ
と
り
親
家
庭
の
実
数
は
。

●
答
弁　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
数
は
21

年
度
末
で
１
２
２
８
件
。
20
年
度
末
と
比
べ

増
加
。
父
子
家
庭
も
支
給
に
な
り
、
今
後
さ

ら
に
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

●
質
問　

母
子
・
父
子
家
庭
の
支
援
に
つ
い

て●
答
弁　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

を
実
施
。
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
た
所
得
制

限
を
設
け
、
通
常
３
割
負
担
を
１
つ
の
医
療

機
関
に
つ
き
１
日
５
０
０
円
、
月
に
千
円
ま

で
と
し
、
複
数
を
受
診
す
る
場
合
は
月
に

２
５
０
０
円
を
限
度
と
し
て
い
る
。
府
に
お

い
て
は
、
子
の
就
学
支
援
、
母
親
自
身
の
技

能
習
得
や
転
宅
の
た
め
資
金
を
貸
し
付
け
る

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度
が
あ
り
、

市
の
福
祉
事
務
所
に
て
相
談
に
応
じ
て
い

る
。

●
質
問　

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
労
支
援
に
つ

い
て

●
答
弁　

就
労
に
結
び
つ
き
や
す
い
資
格
を

取
得
す
る
た
め
養
成
機
関
に
通
学
す
る
場

合
、
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を
支

給
す
る
事
業
が
あ
る
。
修
業
年
限
が
２
年
以

上
の
養
成
機
関
で
過
程
を
修
了
し
、
対
象
資

格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
方
が
対
象
で
、
支

給
額
は
非
課
税
世
帯
で
月
額
14
万
１
千
円
、

課
税
世
帯
で
月
額
７
万
５
０
０
円
。
主
な
資

格
は
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、

理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
な
ど
。
そ
の
他
、

母
子
家
庭
の
母
が
自
主
的
に
行
う
職
業
の
能

力
の
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
就
業
相
談
を

通
じ
て
指
定
し
た
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
を
支
給
す
る
事

業
も
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　

充
実
し
た
相
談
体
制
と
就
労
支
援

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、
交
流
や
情
報
の

提
供
を
要
望
。

●
質
問　

児
童
虐
待
の
現
状
、
実
態
把
握
に

つ
い
て

●
答
弁　

21
年
度
の
対
応
件
数
は
、
新
規
34

件
で
、
内
訳
は
保
育
園
・
学
校
・
幼
稚
園
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
病
院
等
の
機
関
・
団
体
か

ら
の
通
告
等
が
20
件
で
全
体
の
６
割
、
市
民

か
ら
の
通
告
・
相
談
は
７
件
と
な
っ
て
お
り
、

20
年
度
か
ら
継
続
し
た
ケ
ー
ス
55
件
を
含
め

合
計
89
件
。
ネ
グ
レ
ク
ト
、
放
任
が
一
番
多

く
46
％
、
身
体
的
虐
待
が
37
％
、
心
理
的
虐

待
が
16
％
。
主
な
虐
待
者
は
実
母
に
関
わ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
全
体
の
83
％
、
実
父
９
％
。

●
質
問　

虐
待
の
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

●
答
弁　

18
年
に
羽
曳
野
市
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
23
の
関
係
機

関
の
連
携
の
も
と
、
児
童
虐
待
の
対
応
に
当

た
っ
て
お
り
、
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ン
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
て
い
る
重
要
な
事

業
。
通
報
が
入
る
と
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
、
子
育
て
支
援
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
教

育
委
員
会
等
が
連
絡
調
整
、
情
報
の
共
有
を

行
い
、場
合
に
よ
り
緊
急
会
議
等
も
開
催
し
、

児
童
の
処
遇
に
つ
い
て
検
討
、援
助
を
行
う
。

市
民
に
対
し
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

広
報
へ
掲
載
、
電
話
相
談
を
実
施
。

●
質
問　

市
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

●
答
弁　

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
を
23
年

１
月
か
ら
実
施
。
不
安
や
悩
み
を
聞
き
、
親

子
の
心
身
の
状
況
や
養
育
環
境
等
の
助
言
を

行
う
。
乳
幼
児
家
庭
の
孤
立
化
を
防
ぐ
。

●
再
質
問　

児
童
養
護
施
設
へ
の
入
所
に
つ

い
て

●
答
弁　

市
の
事
業
と
し
て
、
子
育
て
短
期

支
援
事
業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
が
あ
る
。

●
要
望　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
児
童

虐
待
防
止
の
取
り
組
み
の
強
化
を
要
望
。
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委
員
長　

新
岡
健
志
（
公
明
党
）

　

付
託
を
受
け
た
４
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
５
歳
児
の
保
育
料
を
月
６
千
円
か
ら
４
歳

児
と
同
額
の
７
千
円
に
す
る
こ
と
に
伴
い
、

ど
の
程
度
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
の
か
、
ま

た
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

②
こ
れ
ま
で
差
の
あ
っ
た
４
歳
児
と
５
歳
児

の
保
育
料
を
同
額
に
す
る
理
由
に
つ
い
て

③
他
市
の
保
育
料
の
状
況
や
幼
稚
園
運
営
に

お
け
る
経
費
回
収
率
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
本
市
の
幼
稚
園
行
政
は
非

常
に
良
い
シ
ス
テ
ム
で
運
営
し
て
お
り
、
現

在
の
不
況
の
中
、
た
と
え
１
千
円
で
あ
っ
て

も
値
上
げ
す
べ
き
で
は
な
く
、
現
状
の
保
育

料
で
よ
い
と
し
て
反
対
す
る
者
１
名
。
一
方
、

近
隣
市
等
の
保
育
料
か
ら
考
え
て
も
今
回
の

改
定
は
妥
当
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
市
民

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
十
分
に
説
明

す
る
と
と
も
に
、
環
境
整
備
や
教
育
の
充
実

を
要
望
す
る
な
ど
と
し
て
賛
成
と
す
る
者
５

名
の
、
賛
成
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）】

　

主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
て
計
上
さ
れ

て
い
る
「
地
域
介
護
福
祉
空
間
整
備
等
補
助

金
」
に
つ
い
て

②
大
阪
府
か
ら
の
「
地
域
福
祉
・
子
育
て
支

援
交
付
金
」
を
活
用
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る

「
図
書
館
資
料
費
」
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）】

　

主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
中
池
の
売
却
額
が
当
初
の
見
込
み
よ
り
増

額
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

②
山
の
池
の
一
部
の
使
用
許
可
に
伴
う
「
財

産
運
用
収
入
」
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
安
全
管
理
員
配
置
業
務
の
継
続
を
求
め
る

請
願
】

　

本
請
願
は
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
大
阪
府
の

補
助
金
及
び
交
付
金
を
活
用
し
、
小
学
校
に

配
置
し
て
き
た
安
全
管
理
員
を
、
財
源
措
置

が
な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
平
成
23
年
度
以

降
も
継
続
す
る
よ
う
、
強
く
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
経
過
や
現
状
等
の
説
明
、
平
成
22
年

度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
大
阪
府
か
ら
の
交

付
金
の
額
や
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
安

全
管
理
員
の
効
果
、
ま
た
今
後
の
対
応
な
ど

の
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
安
全
管
理
員
は
単
に
学
校

の
安
全
管
理
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
や
、
安
全
面
以
外
で
の
子
ど
も

と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
も
効
果
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
制
度
自
体
は
存
続
す
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
、
大
阪
府
に
対
し
て
も
財
源
措

置
の
継
続
を
さ
ら
に
要
望
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
意
見
や
、
請
願
の
主
旨
に
あ
っ
た
形
で

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
な
ど
と
し
て
、
全
員

一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長 

樽
井 

佳
代
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

　

付
託
を
受
け
た
１
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
を
し
ま
し
た
。

建
設
企
業
常
任
委
員
会
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委
員
長 

岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

◎
日
時　

平
成
22
年
12
月
10
日
㈮

　
　
　
　

午
後
２
時
～

○
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

委
員
長　

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

◎
日
時　

平
成
22
年
12
月
13
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
通
園
・
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

○�
道
路
整
備
に
よ
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

（
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
の
整
備
な
ど
）

○
市
・
府
・
国
道
の
各
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て

○
信
号
の
設
置
に
つ
い
て

委
員
長　

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

◎
日
時　

平
成
22
年
12
月
14
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
～

○
市
内
５
駅
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

委
員
長　

今
井
利
三
（
新
生
は
び
き
の
）

◎
日
時　

平
成
22
年
12
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～

○
峰
塚
公
園
管
理
棟
に
つ
い
て

○�

「（
仮
称
）
緑
と
市
民
の
協
働
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
構
想
」
に
つ
い
て

○
各
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て　
　

【
羽
曳
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
本
条
例
改
正
案
の
主
旨
に
つ
い
て

②
本
案
に
係
る
過
去
の
実
績
に
つ
い
て

③
権
限
移
譲
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
本
案
は
大
阪
府
か
ら
の
権

限
移
譲
で
あ
る
が
、
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

優
先
し
、
市
の
事
務
執
行
上
、
大
き
な
負
担

の
掛
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
望

し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

定
例
会
の
あ
ゆ
み

11
月
22
日
㈪　

11
月
29
日
㈪　

	
	

　
　
　
　
　
　
　

12
月
6
日
㈪　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

12
月
7
日
㈫　
　

12
月
8
日
㈬　

12
月
10
日
㈮

12
月
13
日
㈪

12
月
14
日
㈫

　
　12

月
15
日
㈬

12
月
22
日
㈬　 　

○
議
会
運
営
委
員
会

　

○
本
会
議
第
１
日
目

　
　

・
議
案
審
議

　

○
幹
事
長
会
議

　

○
本
会
議
第
２
日
目

　
　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

　

○
幹
事
長
会
議

　

○
本
会
議
第
３
日
目

　
　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

　

○
本
会
議
第
４
日
目

　
　

・
一
般
質
問
（
４
議
員
質
問
）

　

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

　

○
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　

○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　

○
駅
前
整
備
開
発
特
別
委
員
会

　

○
公
共
施
設
建
設
整
備
特
別
委
員
会

　

○
議
会
運
営
委
員
会

　

○
本
会
議
第
５
日
目

　
　

・
各
委
員
長
報
告
・
議
案
審
議

　
　

・
意
見
書
審
議

　

○
幹
事
長
会
議

　

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◎
第
50
回
大
阪
府
市
議
会
議
員
研
修
会

　

・
日
時　

平
成
22
年
11
月
17
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

　

・
場
所　

ホ
テ
ル
阪
急
エ
キ
ス
ポ
パ
ー
ク

議
員
研
修
会

編
集
後
記

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
平
成
22
年
最
後

の
定
例
会
と
な
る
第
４
回
定
例
会
の
内
容

に
つ
い
て
、
各
議
員
の
一
般
質
問
を
中
心

に
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
中
に
は
、
議
会
改
革
・
交
通

安
全
対
策
・
駅
前
整
備
開
発
・
公
共
施
設

建
設
整
備
の
４
つ
の
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
さ
ら
な
る
議
会
の
活
性
化
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
議
員
一
同
さ
ら
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　

田
仲　

基
一　

��

金
銅　

宏
親　

��　

�

秋
田　

栄
一　

��

松
村　

尚
子　

���　

嶋
田　
　

丘　

��

笹
井
喜
世
子

　
　

岩
田
賢
二
郎

土
曜
議
会
開
催

　

市
議
会
で
は
、
皆
さ
ま
に
議
会
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成

23
年
第
１
回
定
例
会
第
２
日
目
に
「
土
曜

議
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
市
長
の
施
政
方

針
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
に
よ
る
質
疑

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】　

3
月
5
日
㈯
午
後
２
時
か
ら

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
日
程

　

第
１
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
、『
土
曜

議
会
』
を
除
き
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

２
月
28
日
㈪　

本
会
議
（
提
案
説
明
・
施

　
　
　
　
　
　

政
方
針
表
明
）

３
月
５
日
㈯　

本
会
議
（
施
政
方
針
代
表
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
土
曜
議
会
』
午
後
２
時
か
ら

３
月
７
日
㈪　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
８
日
㈫　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
９
日
㈬　

予
備
日

３
月
10
日
㈭　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

３
月
14
日
㈪　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

３
月
15
日
㈫　

予
備
日

３
月
16
日
㈬　

民
生
産
業
常
任
委
員
会

３
月
23
日
㈬　

建
設
企
業
常
任
委
員
会

３
月
30
日
㈬　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
の
都
合
に

よ
り
、
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

10

駅
前
整
備
開
発
特
別
委
員
会

公
共
施
設
建
設
整
備
特
別
委
員
会

交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会

◆演題�「激変する国際環境の中に立つ『日本』」
◆講師�京都大学大学院・人間環境学研究科教授
　　　　　　　　　中西　輝政　氏




